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　　　プロローグ







「『姫ひめ騎き士しこれくしょん』計画発動である──！」

　華か美びな服装の少女が高らかに宣言した。

「いきなりなんなんスか、お嬢じよう様さま」

「いきなりではない！　ずっと前から考えていた」

　そう言ったお嬢様──ルアナ・ヘイスティングスは自信満々だ。

　名門ヘイスティングス家の跡あと継つぎ娘むすめ。

　才気あふれる一五歳。

　背は低いがスタイルがよく、いつも偉えらそうに胸をはっている。

　強気そうな大きな目と八や重え歯ばが特とく徴ちよう的だ。

　ルアナは続けて言う。

「必要な人員もリストアップしてある」

　ルアナは、一枚の紙をかたわらの少年に手て渡わたす。少年はそれを一いち瞥べつし、

「一流の人間がそろってますね」

「引き抜ぬき、スカウトは任せる」

　任せられた少年──ベネディクト・マクアルパインは苦い顔をした。

「カナタとイアン軍ぐん曹そうは知り合いだしなんとかなると思う。でも、それやったら陸軍から睨にらまれますよ」

　ベネディクト──通つう称しようベニーは幼年兵あがりの一七歳。

　死んだ魚のような目をしていて、どこか粗そ野やな感じが抜け切らない話し方をする。背はやや低めで、さらに猫ねこ背ぜ気味。短い髪かみは、くすんだ灰色だ。

　陸軍傘さん下かの国境警備隊を経て、現在はルアナ専属の従騎士を務めている。

　ルアナはふふんと鼻で笑って、

「陸軍省の連中が、この私に意見できるとでも？」

「まあ、できないでしょうけど」

「そういうことである！」

「そうでありますか……」

　ルアナ・ヘイスティングスは純じゆん粋すいな人間ではない。

　魔ま族ぞくの末まつ裔えいが支配するこの帝てい国こくにおいて、ルアナの血筋は特別な意味を持つ。

　将来への期待をこめて、彼女には「祖魔の姫騎士」という称号が与あたえられていた。

　そして従騎士とは、動力鎧騎士の「盾たて持ち」──雑用係である。

　従騎士は主人──この場合はルアナ──の身の回りを世話して、武器防具の整備・運うん搬ぱん・修理を行い、さらに鎧よろいの装着を手伝う。

　いつも穏おだやかなベニーは、主人のルアナにはほとんど逆らわない。どんな無理難題を申し付けられても、独特の荒すさんだ笑えみを浮うかべてやり遂とげる。

「で、『姫騎士これくしょん』ってなんなんでしょう、お嬢様」

「栄光ある我が魔族の帝国に逆らう愚おろかな国が、周辺にいくつも存在している」

「そうッスね」

「戦争になれば敵国の女性騎士──さらには高貴な血筋の姫騎士とあいまみえることもあろう。そんな彼女らを捕とらえて、いじめて、屈くつ服ぷくさせて、私のこれくしょんにしていく──それが『姫騎士これくしょん』計画！」

「あ、わりとそのまんまなのか。なんで姫騎士なんスか？」

「それは、母上の……」

「母上の？」

「まちがえた！　私は美しいものが好き！　それだけ！」

「ああ、じゃあ、そういうことにしておきます」




　そんな感じで──

　ルアナお嬢様とその忠実な従騎士ベニーの、姫騎士これくしょん計画がスタートした。







　　　第一章







　──この世界、この大陸。

　剣けんと魔法の社会が、人間の生命力・精神力を源とした特とく殊しゆエネルギー「生体蒸気バイオロジカル・スチーム」の発見によって激変した。産業革命だ。街には生体蒸気機関があふれ、都会には半生物的な異形の高層建築物が次々と建設された。

　神聖ホーリー・ア集合性ツセンブリー・帝国エンパイア。この大陸でも屈指の強国のひとつ。帝国の住民はほとんどがかつて世界を支配していた魔族の末裔である。魔族の血が濃こいほど出世しやすい。

　この世界における「魔力が強い」とは「生体蒸気を使うのが上う手まい」と同じ意味になる。

　そして生体蒸気を使った最強の兵器が「動力鎧ダイナミツク・アーマー」だ。




　ある日──戦争が始まった。

　神聖集合性帝国が、隣りん接せつする小国のひとつテスタニア王国に宣戦布告したのだ。

　第四次テスタニア戦争。

　互たがいの外交使節や従軍司祭が話し合い、その第一回会戦場がリガリア平原に決められた。

　だだっ広いだけで障害物がなく、周囲に街や村がないリガリア平原は、理想的な動力鎧の決戦場と言えた。
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「うー……！」

　ルアナ・ヘイスティングスが恥はずかしそうに顔を真っ赤にしている。

　それもそのはず、ルアナは台の上に寝転がって下着姿だった。薄うすく、高級な光こう沢たくのあるシルクの下着が、発展途と上じようながらも将来はグラマーになりそうな少女の胸や腰こしを包んでいる。

　かたわらで、従騎士のベニーが彼女の動力鎧関連装備を用意している。

　普ふ通つうの動力鎧は、一人で身につけることはできない。複雑な生体蒸気機関の接続が背中側に集中しているためだ。

　ここは、リガリア平原近くに設営されたテントのひとつ。

　ルアナ専用なので、ベニー以外は誰だれもいない。

「ううう、ふえええ……」

　──ベニー以外は誰もいないとはいえ、おそろしく扇せん情じよう的な格好をしているという自覚があるルアナは、ほとんど泣き顔で弱々しい声を漏もらしてしまった。

　動力鎧騎士のつける下着は、なるべく面積が少ないことが推すい奨しようされている。万が一、内部機構が布地を嚙かんだりしないようにするためだ。

　そうやってデザインされたルアナの下着は黒色で、ピンクのラインがアクセントとして入れてあった。柔やわらかいシルクの質感と、少女の滑なめらかな肌はだの質感が相まって、丸みを帯びた胸やおしりを魅み力りよく的に演出している。

　ルアナの体は、真夏に実ったフルーツのようだった。

「あのー」

　ベニーは動力鎧関連の様々なツールを用意しながら言った。

「ルアナお嬢様が恥ずかしそうにしていると、こっちまで申し訳ない感じに……」

「わかっているのだ！　堂々としていろ、と！　そう言うのだろう！」

　ルアナは耳たぶまで赤い。唇くちびるを八重歯で嚙んで下着姿の羞しゆう恥ち心しんに耐たえている。

　そんな顔をされたら、困ってしまう。

　ベニーは決して女性経験が豊富なほうではない。

　女の子の半はん裸らには興奮し、緊きん張ちようもする。

　──自分の仕事をするために、そういった余計な感情を必死に抑おさえこんでいるというのに。まったく、ルアナお嬢様ときたら。

「動力鎧装着を手伝うのは従騎士の役目……それに、これが初めてでもないでしょ」

「だから、わかっているのだ！」

「じゃあ自分、まぶたを閉じてやりましょうか？」

　そんなベニーの提案に、

「え……そんなことができるの？」

　ルアナは目を丸くした。

「この動力鎧──『スキュラクロウ』──の構造は熟知してますし。手て探さぐりだけでなんとか」

　正式名称『ＥＡ：Ｎ18スキュラクロウ』。

「それができるんなら、最初からそうするのである！」

「でも、一応目を開けてるほうが早いのは早いので」

「いいから、まぶたを閉じるのである！」

「了りよう解かい」

「ふん……！」

　ベニーも男だ。

　ルアナのためとはいえ、ちょっとだけもったいないな、とは思った。




　動力鎧は、生体蒸気で稼か働どうする。

　生体蒸気機関が、人間の生命力・精神力を動力に変へん換かんするのだ。

　そのためには、着用者の肌と動力鎧はできる限り密着していたほうがいい。

　密着させるために、肌にはオイルを塗ぬる。

　魔力伝達をスムーズにするアーマーオイルだ。

「何度やっても慣れないな……これは……！」

「我が慢まんして下さい」

　ねっとりとしたオイルをルアナの肌に塗っていく。まぶたを閉じているベニーには見えないが、オイルがしみこんだ少女の肌が色っぽく照り輝かがやく。

　ベニーの手が、ルアナのうなじや、わきの下や、太ふと腿ももの内側など敏びん感かんな場所にも触ふれる。丁てい寧ねいに、繊せん細さいに。

　アーマーオイルなしでも動力鎧は稼働する。時間も手間もかかるが、塗れば八パーセントから一〇パーセントの性能向上が見込める。ここまで念入りに準備するのは、やはり大きな戦いの前だからだ。

「んっ」

「変な声出すなよ、お嬢じよう様さま！」

「私のせいじゃないのである！　ベニーの手つきがなんかやらしくって……！」

「丁寧にやってるんですよ！　お嬢様の体が大事だから！」

「あ、その……」

　ルアナの顔がますます赤くなる。

「…………」

「…………」

　変な空気になったが、作業は続けねばならない。

　ルアナは立ちあがった。

　アーマーオイルのあと、関節保護アンダーウェアをつける。動力鎧のハイパワーが着用者の体を傷つけるという、本ほん末まつ転てん倒とうな事態が発生するリスクを軽減するための装備だ。

　アンダーウェアはバンド状で、体の重要部位に巻きつけて使う。この大陸に生息する、人を襲おそう化け物の皮や腱けんでできている。蛇へび皮のような質感のバンドがルアナの体を締しめ付けて、その体の美しさを引き立てる。
















「きつい……」

「ぎゅうぎゅうにしておかないと危ないッスからね」

「うん……」




　動力鎧のパーツを組み合わせて、ルアナに装着していく。

　ここでようやく、ベニーはまぶたを開けた。片かた膝ひざをついて、うやうやしい態度で「かぽっ」と主人に鉄靴ソラレツトをはかせる。

　ルアナの動力鎧「スキュラクロウ」は、装そう甲こうパーツの数が少ない。防ぼう御ぎよ力よりも反射速度と小回りを重視したデザインだからだ。

　すグねリ当ーてヴ、胸当てブレストプレート、籠手ガントレツトの順で固定する。それぞれのパーツに生体蒸気を通すためのチューブでつないで、機関部である背当てバツクプレートをはめる。最後に瞬しゆん間かん飛行用の「翼つばさ」を取り付けて出来上がり。

「さあ、準備万全です、お嬢様」

「うむ……！」

　ベニーは背中の計器類をチェックし、

「生体蒸気機関の数値も問題ありません」

「では、出しゆつ陣じんといこうか……！」
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　神聖集合性帝国、天衣騎き士し団だんの野営地。

　分厚いキャンバス生き地じの、大型軍用テントが並んでいる。

　すでにほとんどの動力鎧騎士とその従騎士たちが準備を整えていた。

　ルアナとベニーが進み出ると、待機中の列から「おおっ」と感かん嘆たんのため息が漏れた。

　──祖魔の姫ひめ騎士。

　動力鎧スキュラクロウは、実用性と見た目の美しさを兼かね備えている。色は真っ黒で曲線を多用したデザインであり、まるでルアナの体のラインを強調するかのようだ。背中には生体蒸気を噴ふき出す翼も生えていて、威い容ようを演出するのに一役買っている。

　ルアナの主武装は、鞭むちだ。

　調教用の鞭や乗馬鞭とは違ちがう、武器としての鞭。

　威力をあげるために、金属のブロックがいくつも取り付けられたメタルウィップだ。

　さらにルアナは騎士として、皇こう帝ていから授さずかった長ちよう剣けんも腰にさしている。

　美しいだけではない。ルアナには、皇帝位継けい承しよう権もあるヘイスティングス家の娘むすめに相応ふさわしい威厳があった。

　それに比べて、従騎士のベニーは軽装だ。防具はなめし革がわを組み合わせたもので、体のあちこちにナイフを装備し、まるで猟りよう師しのようないでたちだ。武装として、短い槍やりとクロスボウを背負っている。




　──いよいよ、合戦の時刻が近づいてきた。

　昔の戦争と違って、現在は奇き襲しゆうや遭そう遇ぐう戦せんはほとんど行われないようになっている。

　戦う場所と時刻は話し合いで決まる。

　どうせ一いつ般ぱんの兵士では対たい抗こうできないので、戦いはすべて動力鎧騎士だけで行う。

　双そう方ほうの無む駄だな人死にを防ぐための、この大陸で生きる人間なりの知ち恵えだった。

　そういった動力鎧関連のルールは「戦時国際法」に定められ、多くの国が調印している。

「テスタニア王国はそれほど大きな国ではないが、騎士団は精せい鋭えいぞろいだ。総員、油断だけはするなよ！」

　そう高らかに告げたのは、天衣騎士団の女性団長ガブリエラだった。

　ガブリエラは長身で黒くろ髪かみの凜り々りしい女性だ。身につけた動力鎧はルアナのスキュラクロウと同じで、小回りと見た目を重視したタイプ。手足は剣術の鍛たん錬れんで引き締まっているのに、胸が大きく腰こしがくびれているのはいかにも女性らしい。

「ガブリエラ団長が味方じゃなかったら屈くつ服ぷくさせたい……！　あの凜々しさ……！」

　と、ルアナが騎士団長を見て小声でつぶやいた。

　ベニー以外には聞かれていない。

「それ、大声で言うなよ、お嬢様……」




　神聖集合性帝国軍、動力鎧騎士三〇名、その従騎士三〇名。

　物資の運うん搬ぱんや食料などを用意する雑務の兵士が三〇〇名。

　合計三六〇名。この大陸では一般的な「大軍」と言える。

　それに対して、テスタニア王国軍は動力鎧騎士二〇名を出陣させた。

　五〇名の動力鎧騎士が、二〇〇メートルほどの距きよ離りをおいて、リガリア平原で向かい合う。




　開戦の合図は軍楽隊の仕事だ。

　まず、号音ラッパの音が響ひびく。これは音楽というより信号の意味合いが強い。

　そして、管楽器と打楽器による軍楽隊の演奏が始まる。

　宣戦布告したほうから先に演奏するのが普ふ通つうである。

　準備が整っていたら、相手側が返礼のラッパ、演奏を行う。

　テスタニア王国側の一番手が出てきた。

　女性騎士だったので、ルアナの目が輝く。

「あれはまさか……！」

「テスタニア王国、竜りゆう巣そう騎士団、ゴドレーシュ家のマリカ！」

　両軍のちょうど中間地点で、進み出てきた女性騎士が名乗りを上げた。

「いざ正々堂々と一騎打ちを所しよ望もうする！」
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「きたーーッのである！」

　ルアナが興奮して歓かん声せいをあげた。

　テスタニア王国の女性騎士、マリカ・ゴドレーシュ。

　王位継承順位を持つ、立派な姫騎士の一人である。

　髪は金色でとても長い。瞳ひとみの色は、サファイアの青。肌はだは真しん珠じゆよりも白い。

　青と白のパーツでできた動力鎧姿だ。

　羽根飾かざりのついた兜かぶとをかぶり、左右の手に一本ずつ打だ撃げき武器──モーニングスター・メイスを構えている。その威風堂々たる立ち姿が、ルアナの征せい服ふく欲よくに火をつけた。

「狙ねらっていたやつだ！」

　ルアナはぴょんぴょん飛び跳はねている。

「よかったッスね、お嬢様」

　ベニーは内心少し呆あきれているのだが、それを表情に出さず柔にゆう和わな笑え顔がおでごまかした。

「我が国の一番手は──」

「バクスター卿きようだ」

「ふぅむ」

　バクスターが負ければいいのにな、とはさすがのルアナも言わなかった。




　動力鎧騎士は、どの国でも六対四の割合で女性が多い。詳くわしい理由はわからないが、女性のほうが生体蒸気を使いこなすのにやや向いているのだ。そういう意味では、たくましい大男であるバクスターは動力鎧騎士の「少数派」と言える。

　バクスターは重装甲の動力鎧を着用。

　主武器は両手持ちの大剣だ。

「神聖集合性帝国、天衣騎士団！　バクスター家のジェームズだ」

　バクスターが鞘さやから大剣を抜ぬいて中段に構えると、動力鎧の関節部から「プシュー！」と微かすかに生体蒸気が噴き出す。エネルギーが鎧よろいの隅すみ々ずみにまで行き渡わたっている証しよう拠こだ。

　青い動力鎧──マリカも構えをとった。武器を上げて踏ふん張ると、やはり同じように余分な蒸気が漏もれて音を立てる。

　二本のモーニングスター・メイス。

　片手持ちの武器で、八〇センチほどの棒に重い金属球を取り付けたもの。金属球にはびっしりと相手を突き刺すためのトゲが伸のびている。

　軍楽隊の演奏が止やみ、もう一度、号音ラッパが鳴った。

「いざ尋じん常じように──」

「勝負！」

　始まった。

　それぞれの武器の先せん端たんを握あく手しゆのように合わせて、一礼。

　少し距離をとって、互たがいに足を使い出す。

　動力鎧の重量と構造が違うので、フットワークはマリカのほうが軽い。

「ふんっ」

　マリカが一気に間合いを詰つめて、仕し掛かけた。

　まず、軽めに左のモーニングスター・メイス。

　ガキンッ！　と重い音が響き、盛せい大だいに火花も散った。モーニングスターが、バクスターの胸部に命中したのだ。装甲がへこんだが、ダメージが体まで届くほどではなかった。

「くっ！」

　バクスターが反撃として大剣を振ふるった。

　重さ一〇〇キロ近い大剣は、動力鎧騎士の武器としてはオーソドックスなものだ。

　マリカはそれを軽かろやかにかわし、すかさず右のモーニングスターで打ち返す。

　再び、金属質な打撃音。

　動力鎧による筋力増加をフルに活いかした強きよう烈れつな一撃。

　バクスターの体がそのまま後退する。

　マリカは敵を追いかけて、打撃武器の連打。

　バクスターは大剣を盾たてのように使って、激しい攻こう撃げきをしのぐ。

　動きが激しくなると、過か剰じような生体蒸気が漏れて鋭するどい音を出す。

　マリカは、バクスターが振るう大剣を右のモーニングスターで受けた。が、力で対抗しようとはしなかった。

　モーニングスター先端のトゲを大剣に引っ掛けて、バクスターの力を後方に受け流す。

「！」

　バクスターはバランスを崩くずし、無防備な姿をさらしてしまう。

　そこへ──

「ふっ！」

　マリカの、モーニングスター・メイスのひときわ強烈な一撃。

　彼女は生体蒸気の使い方が上う手まいから、見た目よりも威力がある。

　トゲだらけの金属球がめりこんで、とうとうバクスターの装そう甲こうを破は壊かいした。胸部のパーツが火花とともに砕くだけ散って、彼の巨きよ体たいが宙に浮うき、何度か回転してから地面に激げき突とつする。

「ぐ！」

　筋力・体格の差を技術でカバーできるのが動力鎧の特とく徴ちようだ。

　起き上がろうとしたバクスターに、マリカがモーニングスターを突きつけた。

「動力鎧騎士の礼れい儀ぎだ。命まではとらん。しかし、身みの代しろ金きんの心配はしておけ」

　マリカの従騎士がバクスターを拘こう束そく。捕ほ虜りよにとられた。一番手の決けつ闘とうがテスタニア側の勝利に終わったのだ。兵士たちが勝利の雄お叫たけびをあげ、軍楽隊がファンファーレを鳴らす。




「くぅ～！」

　味方が負けたというのに、ルアナが興奮に身を震ふるわせていた。

「あの強さ！　あのセリフ！　姫ひめ騎き士しのお手本のようである！」

「確かに彼女、キマってますねえ」

「ベニー、騎士団長に伝言頼たのむ」

「二番手を希望、ッスね」

「その通りである。バクスター卿敗北の悪い流れを断たち切る、と」

「了りよう解かい」

　ベニーはすぐに駆かけ出した。

　戦場での伝令役も、従騎士の大事な仕事のひとつだ。

　騎士団長──ガブリエラのテントは、そのまま数十人で軍議を開くことができるほど大きなものだった。今はそこに、ガブリエラとその従騎士である少女キャンディスの二人だけがいた。ベニーは挨あい拶さつをして、膝ひざをついてかしこまる。

　そして、事情を説明した。

「……というわけです、ガブリエラ団長」

「バクスターを一番手にしたのは私のミスだが……」ガブリエラは苦い顔だ。「ここで、ルアナに見せ場を用意してやるのもシャクだな」

「…………」

　ガブリエラの言い分はわからんでもない、とベニーは思う。

　ルアナは、実力があって家いえ柄がらもいい。気分屋で、最大目的である「姫騎士これくしょん」以外にはなかなか本気を出さない。口だけではなく結果を出すので、上司の立場からすると扱あつかいにくい部下だろう。

「でも、二番手を外されたらルアナお嬢じよう様さまが不ふ機き嫌げんになりますよ。マリカ・ゴドレーシュにこのまま何人も抜かせるほうがまずくないですか？」

「何人抜かれると思う、ベニー？」

　ガブリエラはベニーの経歴、能力を知っているので、身分違ちがいではあるが意見を求めてくることが多い。

「団長か、副団長か、ルアナお嬢様。この御三方が出ない限り、七、八人はいかれるでしょう。そうなったら、この戦いくさの流れは向こう側のものです。人数で勝まさっているとはいえ、勢いがついた相手は厄やつ介かいだ。他国の観戦武官も天衣騎士団をあなどる」

「ふむ……」

　この戦場には、少し離はなれた場所に観戦武官の一団がいる。

　戦争に参加していない国でも、戦場に観戦・監かん視し目的の軍人を送ることができる。それが観戦武官制度だ。

　戦争の研究、外交の一種でもあるが、この大陸で観戦武官団は動力鎧騎士戦闘の審しん判ぱん員いんも兼かねる。卑ひ怯きような真ま似ねをすればたちまちその噂うわさは全土に広がる。

　ガブリエラは従騎士キャンディスとともに歩き出した。

　ベニーは立ち上がって、慌あわててついていく。

　テントから出るなり、

「二番手はルアナ・ヘイスティングス！」

　と、ガブリエラは高らかに告げた。




　　　　４




「ご武運を」

「うむ！」

　意い気き揚よう々ようとルアナが前に出ていく。

　従騎士であるベニーは、神聖集合性帝国軍陣じん営えいにとどまって一騎打ちを見守る。もしもルアナが負けたら、最初の身代金交こう渉しようはベニーの仕事だが……。

「まあ、その心配はいらないか」

　独りごちた。

　ご武運を、と言ったがベニーはルアナの幸運を願ったわけではなかった。不運が起こらないことを祈いのった。何かの間違いさえ起きなければそれでいい。

「マリカ・ゴドレーシュ！　私の名はルアナ・ヘイスティングスなのである！」

「ヘイスティングス家随ずい一いちの猛も者さと聞いた！　相手にとって不足なし！」

「提案がある！」

　ルアナが、戦場の隅々までよく通る声で言う。

「この一騎打ち、身代金不要ウイズアウト・ア・ネツトとしたい！」

「なに……！」

　それを聞いた両軍の騎士たちがざわめいた。

「命のやりとりである！」

　動力鎧騎士同士の戦いは、捕虜にとり、身代金や領地と交こう換かんするのが当たり前になっている。捕虜を虐ぎやく待たいするのは戦時国際法によって禁止。捕虜を処しよ刑けいするのにも、公的な裁判が必要になる。

　しかし、戦争は戦争。

　裁判や身代金では都合の悪いものもいる。

　裁判抜きで、その場で殺したいような敵もいる。

　そこで、ウィズアウト・ア・ネット宣言の出番だ。

　もともとは、身代金の支し払はらい能力がない貧びん乏ぼうな騎士のための制度だった。「金はないし、国にも家にも迷めい惑わくをかけたくない。命のやりとりにしてほしい」というわけだ。

　ウィズアウト・ア・ネット宣言後の一騎打ちは、何があっても戦時国際法で裁かれることはない。

　勝つにしても負けるにしても、身代金交渉のほうが便利なので、この宣言を行うのはごく少数だ。

　そして、その「少数」にルアナが含ふくまれている。

　ルアナが姫騎士と戦うときは必ずこのウィズアウト・ア・ネットなのだが、この規模の戦で宣言するのはこれが初めてだ。

「面おも白しろい！」

　敵方の動力鎧騎士マリカ・ゴドレーシュは、予想通りの反応をした。

「ルアナ・ヘイスティングス！　こちらも戦場で命を惜おしむつもりはない！」

「よく言った！　さっそく始めようか──」

「いざ！」




　ルアナの好みは、高貴で気き丈じような女性騎士だ。それが王位継けい承しよう順位を持つ姫騎士ならば、なおいい。そんな女性たちを屈くつ服ぷくさせる瞬しゆん間かんに、ルアナは人生最高の喜びを感じる。

　マリカは、二本のモーニングスター・メイスを構える。

　ルアナは、愛用の金属片付き鞭メタルウイツプを振り回し、風切り音を立てる。

　目に見えない、いまだに謎なぞの多いエネルギー──生体蒸気が、両者の動力鎧内に張り巡めぐらされたチューブに充じゆう満まんする。パワーアシスト機関が高出力を発揮した。通常ではありえないパワーとスピードを得た少女二人が、激突する。

「はっ！」

　武器のリーチは、ルアナのほうが長かった。メタルウィップの先せん端たんが、マリカの頭部に襲おそいかかる。
















　マリカは咄とつ嗟さに身をひいて──

「チッ」

　金属片が兜かぶとをかすめた。鮮あざやかに火花が散る。

　ダメージにはならなかったものの、完全にはかわせなかった。

　ルアナは、ただのお嬢様ではない。

　目的のためなら努力を惜しまない。

　地味な基き礎そ体力作り、剣けん術じゆつ・槍そう術じゆつ・その他武器術の訓練、生体蒸気魔ま法ほうの研究──特に戦せん闘とう技術に関しては、ベニーがみっちり鍛きたえ上げている。

　色々な武器を試してみて、もっともルアナに向いていたのが「メタルウィップ」だった。しかもこの鞭むちには、様々な「仕し掛かけ」が施ほどこしてある。

　第一いち撃げきはかわされたが、ルアナは自分に有利な間合いを維い持じし、右側に回りこみながらメタルウィップを立て続けに振ふった。

　マリカの攻こう撃げき範はん囲い外がいから、好き放題に鞭を連打する。

「──ッ！」

　まさに、鉄の暴風だった。

　マリカは左右のモーニングスターを駆く使しして、鞭を打ち弾はじく。

　大量の火花に、目もくらむようだ。

　ルアナはメタルウィップを振りかぶって、ひときわ強い力で振り下ろした。

　しかし──

「ふっ！」

　マリカはむしろ「それ」を待っていた。

　威い力りよくがある攻撃ほど、大振りになる。

　マリカは横に跳とんでメタルウィップをかわした。狙ねらいを外した鞭が、ズドン！　と地面にめり込む。舞まい上がった土つち煙けむりの中から、マリカが突とつ進しんしてくる。

　間合いが詰つまった。

　メタルウィップに有利な距きよ離りから、モーニングスター・メイスの距離に。

　マリカの連打が始まった。

　近距離で、太たい鼓こを叩たたくように殴なぐりまくる。

「さすがなのである！」

　ルアナはマリカの猛もう反はん撃げきを喜んだ。

　バックステップしつつ、素す早ばやくメタルウィップをたぐり寄せる。

　次の瞬間──

「なッ！」

　マリカは驚おどろきで目を丸くした。

　ルアナのメタルウィップが、分離したのだ。

　武器が分離する仕掛け自体は珍めずらしいものではない。──が、そういう仕掛けには普ふ通つうちょっとしたジョイント部品を使う。ルアナのメタルウィップにはそれがなかった。ごく自然に、まるで自分の意志を持っているかのように一瞬で、分離部分に触ふれることもなく──長い鞭が、二本の短い鞭に。

　その滑なめらかさに、マリカは驚いたのだ。

　ルアナのメタルウィップは、魔族の鍛か冶じ師が製造した特別製のものだ。しかも、人間相手にこの仕掛けを使ったのはこれが初めてになる。

　マリカの高速連打に、ルアナは短くなったメタルウィップの高速回転で対たい抗こうした。

「！」

　すさまじい金属音が鳴り響ひびき、驚いたぶんマリカのほうが遅おくれた。ラッシュ、手数勝負のなかでも、ルアナには上下に打ち分ける余よ裕ゆうがあった。




　ずっと戦いを見守っていたベニーは、胸のうちで「決まったな」とつぶやく。




　ガキッ！　と金属音が響いて、マリカの体がふらついた。

　胸部の装そう甲こうがへこんでいる。

「しまっ──」

　次に、右のショート・メタルウィップがマリカの肩かたを強打。装甲パーツの一部が吹ふき飛んで、千切れたチューブから生体蒸気が噴ふき出す。

　すぐに損傷箇か所しよの閉へい鎖さが自動的に行われたが、パフォーマンスの低下は明らかだった。

　マリカがバランスを崩くずしたところに、左右のショート・メタルウィップを立て続けに打ち込む。二匹ひきの獰どう猛もうな蛇へびが、同じ獲え物ものに襲いかかるように。

「くああっ──！」

　マリカが悲鳴をあげた。

　ルアナのやり方は巧こう妙みようだった。生身の部分を直接打たずに、まずは動力鎧を徹てつ底てい的てきに破は壊かいしていった。兜や鎧よろいの装甲を引き剝はがし、アンダーウェア姿にしてしまう。壊こわれたのは動力鎧でも、その衝しよう撃げきは内部に伝わっている。

　──動力鎧、大破！

　見た目ではっきりわかるような外傷はないものの、マリカは脳を揺ゆらされて朦もう朧ろうとした。

「くぅ、う……」

　半はん裸らになったマリカの体が、アーマーオイルの光こう沢たくでぬらりと輝かがやいていた。

　動力鎧の下には、豊満で形のいい胸が隠かくされていた。下着はシルクではなく、より戦闘的な革かわ素材。レザーの質感が、マリカの体に食い込んで実に卑ひ猥わいな見た目だ。

「ふふふ……！」

　ルアナは、分離したメタルウィップをまた一本に戻もどし、腰こしにさげた。それからマリカに歩み寄って、頭をわしづかみにし、動力鎧の力を使って片手で持ち上げる。

「ああ……」

　マリカはほぼ抵てい抗こうできず、だらんと力なくぶら下がった。頭を締しめ付けられて、口の端はしからよだれがこぼれている。半裸の女性騎き士しがさらし者のようにされて、テスタニア王国軍の兵士たちは目をそらすしかなかった。

「おとなしくなったな……！」

　ルアナには露ろ悪あく的なところがあった。

　つまり、悪ぶる。自分が悪人だと無意味にアピールしたがる。

　──ああいうのやめればいいのにな、お嬢じよう様さま。

「マリカ・ゴドレーシュの身み柄がらは預かったのである……！」

　ルアナはマリカを地面に叩きつけた。

「！　かはッ！」

　鎖くさり付きの手て枷かせで拘こう束そくし、ウィズアウト・ア・ネットの決闘で負けた騎士の証あかしである「敗者のチョーカー」を首に巻き付ける。




　戦いが終わって、ベニーはルアナに駆かけ寄った。

　ここで、なぜかマリカの従騎士も近づいてきた。

　マリカの従騎士は若い男で、なにを血迷ったのか槍やりを構えている。それを見て、双そう方ほうの陣じん営えいから「ああっ！」という驚きの声があがった。いくら主人のピンチとはいえ、動力鎧騎士の一騎打ちに従騎士が手を出すのは重大なルール違い反はんだ。

　たかが従騎士におくれをとるルアナではないが、動力鎧の稼か働どうには体力を使う。主人の負担を減らすために、ベニーは自分が相手をしてやろうと決めた。

　従騎士には、従騎士で対処する。

　マリカの従騎士は長い槍でルアナを狙っている。

　ベニーは「任せてください」と前に出た。

「マリカ様！」

「見苦しいな、お前！　わきまえろ！」

「どけぇ！　従騎士！」

「どかねぇよ」

　ベニーは、マリカの従騎士に向かって無造作に間合いを詰めていった。

　従騎士は槍を突ついてベニーの足を狙う。

　ベニーの動きは速かった。

「──！」

　ベニーは高速で、従騎士のサイドに回りこんでいた。

「く！」

　従騎士は、体をひねって槍を振った。鉄の槍なので打撃武器としても使えるのだ。

　しかし──

「まあ、気持ちはわかるよ」

　ベニーは軽かろやかなステップで従騎士の懐ふところに潜もぐり込む。

　こうなると、長い槍は不利な要素でしかない。

　ベニーは大型の武器を持っていない。短い槍、クロスボウ、そしてナイフ──それだけだ。しかも、どの武器も構えようとしない。

　この程度の相手は素手で充じゆう分ぶん、ということだ。

「主人がつかまっちゃうなんて、悲しいよな」

　従騎士は急いで槍から手を離はなし、副武器の長ちよう剣けんを腰の鞘さやから抜ぬこうとする。

　ベニーは長剣を抜く従騎士の手首をつかんで、逆の手で肘ひじを押さえながらひねり、関節を極きめた。

「でも、勝負ってのはそういうもんだよ」

　国境警備隊時代に身につけた軍隊格かく闘とう術だ。

　そのまま、ベニーは従騎士の右みぎ腕うでを折る。

　折ってから、従騎士の股こ間かんに蹴けりを一発。

　急所を蹴られて苦く悶もんする従騎士の首をつかんで投げる。

　倒たおした相手の顔面を上から蹴って、とどめ。

「なんという……」

　自分の従騎士の不始末に、マリカは悲痛な声を漏もらした。

「よくやった、ベニー！」




　──「姫ひめ騎士これくしょん」計画は順調に進んでいた。







　　　第二章










　　　　１




　リガリア平原の戦いは、テスタニア王国軍の敗北に終わった。

　ルアナはマリカ・ゴドレーシュを捕ほ虜りよにしたところで敵軍に興味を失い後方に引っ込んだが、その一戦で完全に流れが変わったのだ。

　──神聖集合性帝国・天衣騎士団には、ウィズアウト・ア・ネットをためらわない、凄すご腕うでの動力鎧騎士がいる。

　その事実を突きつけられて、身みの代しろ金きん交こう渉しようをあてにしていた連中の士気が落ちた。そういった悪い空気は、伝染病のように広がってやる気がある人間の足まで引っ張ってしまう。

　天衣騎士団の圧勝。負けたのは最初の一人のみ。

　テスタニア王国軍の動力鎧騎士はほとんどが捕虜になり、停戦交渉に移った。あとは外交部門の仕事だ。これだけひどい負けっぷりだと、神聖集合性帝国の要求を丸のみにするしかないだろう。




　神聖集合性帝国、帝てい都とオールドブラー。

　昔は、ひとつの街全体を城じよう壁へきで囲むのが当たり前だった。しかし生体蒸気が発見され、動力鎧騎士たちが登場し、戦場が変容。城壁は不要となり、王城を中心に、一いつ般ぱん市民の都市が広々と拡大しつつある。

　石とレンガの建物が密集し、軍事施し設せつの高い塔とうが一定間かん隔かくで配置されている。陸軍が管理する監かん視し塔の隣となりには、生体蒸気を蓄ちく積せきし、必要に応じて分配するための動力発生施設が建っていることが多い。

　動力発生施設は、鉄骨でできた巨きよ大だいなカタツムリの殻からのようだ。鉄骨の隙すき間まから空気の取り込み口が突き出し、外側に配置されたクレーンを動かすための無数の歯車がギチギチと不気味な音を立てていた。

　近年の急速な人口増加の末に、八〇万人が暮らすようになった帝都オールドブラーの大通りを、天衣騎士団の戦勝パレードが進んでいく。

　この程度の勝利は「いつものこと」なので、規模は控ひかえめだ。

　それでも、動力鎧騎士の行進みたさに、通り沿いには見物客がひしめいている。男たちが愛国心に高こう揚ようしている。女たちは黄色い声をあげ、花を投げ、子どもたちは機能美に溢あふれた動力鎧を見て目を輝かせている。

　動力鎧スキュラクロウは特に人気があった。そもそも、ルアナ自身が国民に人気があった。人格というよりは、華はなやかな見た目と圧あつ倒とう的てきな勝率が受けている。黙だまっていればルアナは完かん璧ぺきな姫騎士に見えるのだ。

　ベニーは目立ちたくないので、革の兜かぶとで顔を隠している。

　夜には城の舞ぶ踏とう会の間で、皇こう帝ていも出席する祝賀会が開かい催さいされる予定だ。




　パレード終しゆう了りよう後に動力鎧を脱ぬいで、ルアナとベニーは家に戻った。

　神聖集合性帝国では、すでに絶対王政の中央集権化が完了しており、爵しやく位いはすべて名めい誉よ称しよう号ごう的てきなものになっていた。

　貴族の官かん僚りよう化、騎士の常備軍化も進んでいる。

　ヘイスティングス家の大邸てい宅たくは、王城の近くに存在する。

　邸宅はレンガ造りの三階建て。壁かべの表面は化け粧しよう石で装そう飾しよくされ、敷しき地ち内に動力鎧の整備工こう房ぼうや軍馬の廏きゆう舎しやまであった。

「お帰りなさいませ、ルアナお嬢様、ベニー様」

　玄げん関かんをくぐると、ずらりと並んだメイドたちが迎むかえてくれる。

　ヘイスティングス家のメイドたちは、全員露ろ出しゆつ度どが高い特とく殊しゆな制服を着せられていた。頭や手足の先にはメイド風のパーツ──カチューシャやつけ襟えり──がついているものの、胸と腰こしを隠かくすのは黒い水着のみ。もちろんすべてルアナの趣しゆ味みだ。

　小さなエプロンに、布地の少ない水着とガーターベルトという組み合わせが、マニアックな色気を醸かもし出している。

　ヘイスティングス家の現当主、大おお旦だん那な様ことルアナの父親は近所の評判を気にしていて、

「メイドたちがあんな格好だと、当主の私がスケベなおっさんだと勘かん違ちがいされる……」

　とよく嘆なげいている。

　しかし、ルアナにメイドたちの衣い装しようをまともにするつもりはない。

「……捕虜はすでに、地下に運んであります」

　メイド長のアナスイがそう報告してきたので、

「うむ」

　ルアナは満足げにうなずいた。

　アナスイは、かつて敵国の騎き士しであった。姫騎士これくしょん計画の、記念すべき最初の獲え物ものだったのだ。胸がとてつもなく大きいので、ルアナが考案したメイド衣装を着ると「法に触ふれるのではないか？」と不安になるほど卑ひ猥わいに見える。

　かつては南国の姫騎士だったアナスイ。

　ロングの赤毛で、肌はだは健康的な褐かつ色しよく。

「南海の戦人魚ウオー・マーメイド」と異名をとった彼女も、今ではルアナに仕えるメイド長という立場を楽しんでいるようだ。

　アナスイもルアナに負けた身なので、首には「敗者のチョーカー」が巻いてあった。それは黒い首くび飾かざりで、小さなリボンがついている。ウィズアウト・ア・ネット宣言後の決闘で負けた騎士の証しよう拠こだ。
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「ベニー、打ち合わせ通りにいくぞ」

「……やるんですか、お嬢じよう様さま」

「もちろん、やるに決まっているのである！」

　ベニーは気が進まないが、それを口に出したりはしない。お嬢様には絶対服従。彼女に拾われた日から、そう決めている。

　ヘイスティングス家の大邸宅、その地下へと降りていく。

　そこに、ルアナのための姫騎士拷ごう問もん室がある。

　鍵かぎ付きの、分厚い鋼鉄の扉とびらをくぐり抜けた先の地下一階。

　そこは石の地肌がむき出しの、冷たい雰ふん囲い気きの広い部屋だ。

　拷問室というだけあって、天てん井じようには鎖くさりを吊つるすための滑かつ車しやがあり、捕虜を監かん禁きんするための檻おりがあり、捕虜を大の字に固定するための拘こう束そく台があった。

　拘束台の隣には、木でできた棚たながある。

　棚には、鞭むち、ロウソク、ロープ、親指締しめ器、ワニ型のペンチ、火ひ箸ばし、長い針、苦く悩のうの梨なし、貞てい操そう帯たい──などなど、さまざまな拷問具がみっしりと詰つまっている。

　とらわれた姫騎士、マリカ・ゴドレーシュがそこにいた。




「いい格好なのだ……！」

「貴様……！」

　マリカは、黒くろ革かわの極小下着を着せられている。体のラインがはっきり見える、というレベルではない。ある意味全ぜん裸らよりも恥はずかしい姿だ。

　そんな姿で、さらにマリカは鉄の手て枷かせで拘束されていた。長方形、板状の拘束具で、三箇か所しよ──首と、左右の手首──を同時に固定する。

　足には棒状の拘束具がはめられていた。足首は棒の両りよう端たんに縛しばり付けられ、はしたなく足を開いたまま、自分の意志では閉じられないようになっている。

「ルアナ・ヘイスティングス！　よくもこんなはずかしめを……！」

　マリカの怒ど声せいを、ルアナは平然と受け止めた。

「ウィズアウト・ア・ネット宣言後に負けたら殺されても文句は言えぬ。礼を言って欲しいくらいなのである」

「むしろ、殺すよりも邪じや悪あくな所業！」

「神聖集合性帝国はもともと魔ま族ぞくの軍団である。みじめな敗北者に邪悪と呼ばれることをおそれはしない」

「くっ……！」

「マリカ・ゴドレーシュ。お前には、私の軍門にくだってもらう」

「ふん！」

　マリカは鼻で笑った。

「私は痛みに強いぞ！　何をされても屈くつ服ぷくするものか！」

「なるほど……」

　ルアナはにんまりと笑った。

　ベニーはこっそりため息をついた。マリカの言動は、ルアナを喜ばせるためにやっているとしか思えない。

　──本当に屈服したくないのなら、もっとルアナお嬢様の性格を計算しないと。あえて情けない態度をとるとか……。

「とはいえ、立派な姫ひめ騎き士しに対して単純な痛みの繰くり返しがききそうにないのも事実。私も捕虜を虐ぎやく待たいするような真ま似ねは好まぬ。より効果的にいかせてもらう」

「……効果的？」

「すぐにわかる」

　と、ルアナは意味ありげに微笑ほほえんで、

「ベニー」

「はーい」

「クスリを塗ぬり込め」

「わかりました」

　拷問用具の棚に薬箱が置いてあったので、ベニーはその蓋ふたを開けた。貝かい殻がらを使ったクリームのケースを手にとって、たっぷりとてのひらですくう。

　そしてそれを、身動きがとれないマリカの体に塗りつける。

「下げ郎ろう、触さわるな！」

「俺が下郎であることは否定しないし、触れてほしくない気持ちもわかる。……でも、お嬢様の命令は絶対なんスよ」

　マリカの引き締まったおなかや太腿、もっときわどい場所にも指を滑すべり込ませる。そのたびに、彼女は顔を真っ赤にして手足に力をこめるが、拘束具はびくともしない。健康的な姫騎士の肌の感かん触しよくが、クリームで強調されて伝わってくる。

　役得、と言いたいところだが──

　抵てい抗こうできない女性に好き勝手をしているという罪悪感はぬぐえない。天然の、ルアナのようにはいかないのだ。

「このクリームは……！」

　マリカが戸と惑まどいの声をあげた。

「神経を敏びん感かんにするクリームなのである」と、ルアナ。「材料は薬草、妖よう精せいの鱗りん粉ぷん、魔ま獣じゆうの脱だつ皮ぴした抜ぬけ殻などなど──」

　神聖集合性帝国の医学薬学は大陸でもトップクラス。

　多種多様な材料を使って、強い効き目を発揮する。

「はっ、はっ、はあ……！」

　すぐに神経クリームが効いてきて、マリカの汗あせの量が増えて、呼吸も荒あらくなった。

　ベニーはマリカから離はなれて、乾かわいた布で手を拭ふく。

　ルアナはマリカの背中をつうっと指で撫なでた。

　それだけで、

「ひゃうん！」

　マリカは色っぽい声をあげてしまった。

「ぐぅふっふっふ……けひゃひゃ、うひひ」

　そんなルアナの笑い方は、とても高貴な生まれとは思えないものだった。

「そしていよいよ『クレイジーチックルくん』の出番なのである！」

「なんだそれ!?　嫌いやな予感がするぞ！」とマリカが悲鳴。

　ルアナが「パチン！」と指を鳴らした。

　すると目には見えないが、ルアナの指先から生体蒸気の魔力が放たれた。それを受けて、地下拷問室の奥にある倉庫から、奇き妙みような物体が「がっしょんがっしょん」と音を立てて姿を現す。

　クレイジーチックルくん。

　その本体は、人間の生首を収納するのにちょうどいいサイズの四角い箱。

　箱からは、直径一〇センチほどの太さのチューブが、イソギンチャクの触手のようにたくさん飛び出していた。

　すべてのチューブが、うねうねと生物的にうごめいている。

「クレイジーチックルくん、かわいいヤツだにゃー」とルアナ。

「かわいくない！」とマリカ。

　それに関しては、ベニーもマリカに同意する。うん。かわいくはない。




　近づいてきたクレイジーチックルくんは、マリカに向かってチューブを伸のばした。

「クレイジーチックルくんは、くすぐり責めの生体蒸気魔法装置なのである」

「！　ひあっ!?」

　多数のチューブの先せん端たんには、生体蒸気機関で稼か働どうする極ごく細ぼそのブラシがついていた。ブラシは細かく振しん動どうし、敏感になったマリカの肌をくすぐりにいく。

「──ッ！」

　マリカは歯を食いしばろうとして、結局悲鳴をあげた。
















　くすぐられて笑う、というよりは過呼吸に近い状態になる。

　足の指先まで突つっ張らせて、ビクンビクンッと痙けい攣れんする。

　動きは生物的だが、クレイジーチックルくんはあくまで機械装置だ。マリカがどんなに追い詰められようと容よう赦しやがない。

「──ッ！　はっ、ひっ……！　たす、たすけて……！」

「いい顔になってきたではないか……！」

　こういうとき、ルアナお嬢様は本当に悪い顔をする、とベニーは思う。

　とても楽しそうだ。
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「はあ……ひあ……」

　クレイジーチックルくんの動きがようやく止まったとき、マリカは壊こわれた人形のようにぐったりとした。

「もう、やめ……やめて……」

　汗だくで、プライドを傷つけられた表情だ。

「いい感じに力が抜けたようだな」

　と、ルアナはマリカに顔を近づける。

「ここで、いいことを教えてやろう」

「え……？」

　ルアナは服のポケットから一枚の紙切れを取り出した。

　新聞の切り抜きだ。

「テスタニア王国、敗戦後の号外記事である。読んでやる。──『王国軍・竜りゆう巣そう騎士団は、敗因のひとつとしてウィズアウト・ア・ネットで無む謀ぼうな戦いに臨んだマリカ・ゴドレーシュの敗北をあげている』」

「……！」

「『さらにゴドレーシュ家は、マリカの廃はい嫡ちやくを決定』」

　ルアナは、証しよう拠ことして記事をマリカの眼前に突きつけた。

「かわいそうに、戻もどる場所がなくなってしまったな」

　廃嫡とは、主に長男・長女から相続権をとりあげることをいう。

　マリカはゴドレーシュ家の正統後こう継けい者しや、テスタニア王国の女王になる可能性すらあった。

　その権利をすべて、公的に失ったのだ。

「そんな……」

　マリカは大きく目を見開き、そこにたちまち涙なみだがあふれる。

　姫騎士として凜り々りしく戦っていたマリカ。愛国心にあふれ、家の名をあげることに躍やつ起きになっていた。まるで空を飛ぶかのような栄光の日々──。それが一戦の敗北で地に落ちて、今では捕ほ虜りよとしてなぶられ、国にも家にも捨てられた。

「安心せい」

　ルアナは今までとは別人のように優やさしく微笑み、

「これ以上ひどいことはしない」

　マリカの拘こう束そく具を解除していった。

　そして、すべてを失った姫騎士の体をぎゅっと抱だきしめる。

「お前のいるべき場所は、ここなのである」

「あ……」

　殺し文句が出た──さすがお嬢じよう様さま。

　このあたりのやり口は、ベニーも感心せざるを得ない。

　──そもそもルアナお嬢様がウィズアウト・ア・ネットなんて宣言しなければマリカもこんな目にあわずにすんだのに！

　──ひどいことをしておきながら、まるでテスタニア王国軍のほうが悪いかのように誘ゆう導どうしていくこのやり口！

　──マリカはくすぐりにくたびれて、すっかり判断能力が落ちている。

　まず戦いに勝ち互たがいの立場を決定する。捕虜にしてから相手のプライドを傷つけ、直後に冷れい酷こくな現実を突きつける。そして仕上げ──精神状態が限界に近づいてきたところで、急に優しくなって相手の心の隙すきに入り込んでいくわけだ。心を揺ゆさぶり、つけこみ、最終的には自分のとりこにしてしまう。

　優しいといえば、優しい。




　──それから数週間後。

　マリカ・ゴドレーシュは、姓せいをベッキンセイルに改めて、正式にヘイスティングス家に雇こ用ようされた。

　執しつ拗ような説得──調教ともいう──によって、マリカはルアナに対する忠誠心に目覚めた。

「ルアナお嬢様……」

　マリカはルアナ専属の護衛係の一人に選ばれて、人目が少ない場所だと露ろ骨こつに甘えた態度をとるようになった。

「ここが私の居場所なのですね……」

「すっかりわかってくれたようだな」

「お嬢様のおそばにいることができて、幸せです」

「にゃふふふ……！」

　甘えられたルアナは満足げに笑う。

「凜々しい姫ひめ騎き士しがかわいい子こ猫ねこちゃんになる瞬しゆん間かんは最高なのである……！」

「これでいいのかねえ……」

　そんなルアナとマリカを見て、ベニーは少しだけヘイスティングス家の将来を心配した。
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　ベニーことベネディクト・マクアルパインは、生まれつき死んだ魚のような目をしていた。母親にそう言われた。「こんな荒すさんだ目つきの赤ちゃんがいてもいいのか！」と父親も驚おどろきを隠かくせなかったそうだ。加えて、ベニーは目の下にクマができやすい。一日でも徹てつ夜やしたら、何十年も不ふ眠みん症しようで苦しんでいる男の顔になる。

　それが、国境警備隊時代に悪化した。悲ひ惨さんな戦いを経験して、死んだ魚の目に激戦区の兵士特有の暗い影かげが足された。

　その後、国境警備隊での任期を終える直前のベニーに、

「陸軍なんかやめて私の従騎士になりなさい」

　と声をかけてきたのがルアナだった。

「死んだ魚の目がとてもいい。その人相の悪さは私の計画にちょうどいい」と。

　ひどい誘さそい文句だとは思ったが、楽しそうだったのでベニーは引き受けた。




　マリカがヘイスティングス家に雇用されて、さらに数日後──

「ベニーには変態性が足りないのである！」

　いきなり、ルアナがそんなことを言ってきた。

「なんですか、突とつ然ぜん」

　神聖集合性帝国の帝てい都と、オールドブラー。

　ヘイスティングス家の大邸てい宅たく。

　ルアナとベニーはティールームにいた。

　ただお茶を飲むだけでなく、休きゆう憩けい室、やや私的な応接間、身内の会議室──多目的に使える大部屋だ。

「ベニーは目つきとクマがとてもいいと思った。これはきっと、私の期待に応える変態に違ちがいない、と！　しかし実際はどうだろう！　すっごくまとも！」

「まともでいいじゃないスか」

「もっとこう、姫騎士をいたぶるときには変態っぽくしてほしいのである」

「俺、変態じゃないし……」

「まあ、別の意味で期待以上の働きをしてくれているので、多少態度は悪いものの従騎士として満足はしているが……」

「おお、ありがとうございます」

「でも、私は変態も欲しいの！」

　ルアナが「変態」と大きな声で言ったので、ベニーは慌あわてて周囲を見回した。これが大おお旦だん那な様の耳に入ったら厄やつ介かいなことになる。しかし近くにいるのは数人のメイドたちだけで、ルアナのひどい言動にも無反応だ。彼女らはなにも聞こえなかったかのように、優ゆう雅がな動きで紅茶やお茶ちや菓が子しを用意している。

「俺の知り合いで一番の変態だと……カナタかなあ」

「その娘むすめ、私もリストアップしておいた」

「いよいよ、仲間にしますか、じゃあ」

　カナタはプロだ。腕うでがいい。

　そしてたぶん、ルアナ好みの変態だ。
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　──帝都オールドブラー郊こう外がい。

　今はもう使われていない農園の大きな建物に、一〇人近い男とひとりの少女がいる。

「こいつの名前はカナタ。オールドブラー帝都警察の密みつ偵ていだ」

　顔に傷のある大男──ダリウス──が言った。

　カナタと呼ばれた少女が、部屋の中央に拘束されていた。美しいロングの黒くろ髪かみに、黒い瞳ひとみ。体にフィットした鎖くさり帷子かたびらと動きやすい水着風の黒くろ装しよう束ぞくを着込んでいる。

　カナタは、後ろ手に縛しばられていた。胸を挟はさみこむように縄なわが巻かれているので、形の良い胸が膨ふくらんで見えた。手だけでなく、膝ひざと足首も縄で連結されているので、うつぶせでおしりを突つき出す無様な格好をさらしている。

　伝統的なショーグン・アサシンの一族。

　ショーグン・アサシンといえば暗殺と隠おん密みつのプロフェッショナルだ。

　しかし今は、犯罪者集団に捕とらえられてしまった。

　ダリウスの隣となりには、ひげ面づらの肥満体ロックがいる。

「馬ば鹿かめ。警察に裏切り者がいることも知らずに、のこのこ潜せん入にゆう捜そう査さを仕し掛かけてきやがった」

「大間ま抜ぬけだ！」

　ぐわっははは、と男たちが下げ卑びた笑い声をあげた。

「誰だれも助けにはこない」

　ロックは勝ち誇ほこっている。

「このあたりは『たまたま』通りかかるような人間もほぼいない。素す直なおになれば殺しはしないが、クスリを使ってボロボロにしてやる……」

　ダリウスとロックは、このあたりのチンピラを仕切っている。大きな犯罪組織の下で、オールドブラーに中毒性のある違い法ほうな薬物を運ぶ仕事をしている。ダリウスとロックは小物でも、その背後にある密輸ルートにオールドブラー帝都警察は興味を持っていた。

「くっ……！　ケダモノどもめ……！」

　カナタは悔くやしげにうめいた。

「これからあたしの服を乱暴に剝はぎ取るんだな！　そして、お前らについての捜査がどの程度進んでいるのか訊きき出すために拷ごう問もんするんだな！」

「話が早いじゃねぇか」

　といやらしくダリウスは言う。

「性的に乱暴するんだな！」

　カナタは涙なみだ目めで悲鳴をあげた。

「あれやあそこはもちろん、普ふ通つうの人間ならまず興味を示さないようなプレイをあたしに強制するんだな！」

「え、まあ……」ダリウスがやや困こん惑わくしてきた。

「色々やると思うけど……」と、ロック。

「散々もてあそんだあとに、あたしのすべての爪つめをはぐんだろう！　そのあと、皮ひ膚ふをはいでいく……！　長く苦しめるために、血管を傷つけないように、皮をはぐ……！　皮だけでも、筋肉を切ったときと同等の痛みを与あたえることができる……！」

　ダリウスは眉み間けんにしわを寄せて、

「い、痛そうだな……」

　ロックは顔を歪ゆがめて、

「皮だけはぐって……効き目はありそうだけど……面めん倒どうくさそう……」

　集まった男たちが、口々に戸と惑まどいを漏もらし始めた。「おれ、普通にいたぶるものかと……」「あんまり大量に血が出るとちょっとテンション落ちるし……」「俺たち性的な趣しゆ味みはわりと普通なんで……」

「骨を折ったり、指を切るくらいは……」

　ダリウスがそう言うと、

「バカッ！　そんなんじゃ手ぬるいだろッ！」

　逆にカナタが怒おこった。

　カナタは興奮し頰ほおを上気させ、ハアハアと荒あらい息を吐はき、よだれまで垂らしていた。

「もちろん、酸は用意してあるんだろうな……！　肉や骨を溶とかすほど強力なやつじゃなくていい！　皮をはいだり歯を砕くだいたりしたあと、そこに塗ぬりつけるための酸だよ！　神経にしみこんで超ちよう痛そう！　ああっ……！　なんておそろしい……！」

「それはちょっと……」

　ダリウスが引いていた。

「こっちは昨晩から監かん禁きんされてて、ずっと暇ひまを持て余してたんだ！　さっさとやれ！　このケダモノども！」

「やれって言われても……」

　ダリウスとロックは顔を見合わせる。

「なんか、準備が足りないような気がしてきた……」

　ここにいる男たちは、ナイフか手て斧おのくらいしか持っていない。

「じゃあ、俺……とりあえずカミソリと小型のハンマー買ってくるわ」

　ダリウスの部下であるチンピラのひとりがそう申し出た。

「血が出るなら……バケツとか、モップもあったほうがいいっすね。探してきます」

　別のチンピラが言った。

「一応、ひとりでは動くな。それぞれ二人組で行動しろ」と、ダリウス。

「はい」

　こうして、四人のチンピラが拷問用具の買い出しにいった。

　四人の帰りを待っている間も、

「ひどすぎる……！　このケダモノども！　きっとさっきの連中も、買い出しにいった店で、棚たなに並んだ商品を見て『ああ、これも拷問用具になりそうだね』なんて目移りしてるに決まってるんだ！　それで時間がかかってる……『このペンチ、歯を抜くのに使えるな』とか『この火ひ箸ばし、穴に突っ込むのにいい太さだ』とか……！」

　ずっとカナタはハイテンションだった。

「正直、ちょっと黙だまっててくれんか……？」

　ロックはうんざりした顔で言った。カナタの話を聞いているうちに食欲が落ちてきた。




　──数時間後。

　さすがに、四人の帰りが遅おそいなとダリウスが不安に思った、そのとき。

　ガチャリとドアが開く音がした。

「お前ら、遅すぎんだよ」

　と、ダリウスがドアのほうに目を向けると、そこには見知らぬ青年が立っていた。死んだ魚の目をした青年──ベニーだ。

「相変わらずだなあ、カナタ」

「まさかの！」

　カナタの目がキラッと輝かがやいた。

「ベニー様！」

　ふたりはすでに知り合いだ。

「……俺に『様』とかつけるのやめてくれよ」

　ベニーは迷めい惑わくそうに言った。

「なんだ、てめえ……」

　ダリウス、ロック、手下のチンピラが四人。

　ナイフや手斧、それぞれ武器を構える。

　ベニーは素手のままつかつかと歩いていく。

「あ、ちなみに」とベニー。「この農家を出た四人はもう片づけた」

「なんだと……！」ダリウスが驚おどろく。

「どうしてここがわかった……？」と、怪け訝げんそうにロック。

「国境警備隊出身の警察官は多いんだよ」

　ベニーは答えた。国境警備隊の絆きずなは血よりも濃こい。どんな情報でも提供してくれる。たとえば……カナタと連れん絡らくがとれなくなったとき、どの刑けい事じが裏切った可能性が高いか、という情報でも。

「怪あやしいやつを締しめあげたら、ここの住所をあっさり吐いた」

「うるせえっ」

　チンピラのひとりが、ベニーに向かってナイフを突いた。

　ベニーは冷静に、ナイフを持った手首に手刀を打ち込んだ。ベニーは全身鍛きたえられていて、手も鋼鉄のように硬かたい。手首の骨は一いち撃げきで破は壊かいされて、ナイフを取り落とす。

　さらにベニーは男の首をつかんで、引き寄せながら顔面に膝ひざ蹴げりを打ち込む。鼻の骨が砕ける音がして、男はダウン。

　別のチンピラが、今度は手斧で襲おそってきた。

　ベニーはその一撃を横にかわし、それから敵の肘ひじを押さえると股こ間かんに蹴りを一発。このチンピラも倒たおす。

「くっそ！」

　三人目がベニーに襲いかかったタイミングで、

「楽しそうじゃない」

　もうひとり、この農家に入ってきた。

　動きやすいドレス姿のルアナだ。

　ルアナが自分の武器を振ふるった。

　動力鎧着用時はメタルウィップを使うが、今は普通の服なので普通の鞭むちを使う。

　びゅんっと風を切る音がして、そのあと衝しよう撃げき波はが発生した。ちゃんとした革かわの鞭は、熟練者が振ればその先せん端たんが簡単に音速を突とつ破ぱする。

　ルアナの鞭を食らって、チンピラがひとり吹ふっ飛んだ。

「この程度の連中、動力鎧を使うまでもない！」

　さらに鞭を閃ひらめかせて、ルアナがもうひとり仕留める。

　これで四人。

　ひとりも死んではいないが、激痛にもだえ苦しんでいる。

「そこまでだ！」

　ダリウスが、カナタの髪かみの毛をつかんで持ち上げて、喉のどにナイフを押し当てた。

「これ以上暴れたら、この女をぶっ殺す！」

「あたしを殺すなんて……！　ほんとケダモノ！」

　そう言ったカナタは、ダリウスの手首をつかんでナイフの刃は先さきを自分の首からそらした。




　いつの間にか縄なわを解いていたのだ。




　ダリウスが目を丸くして、

「……え？」

「縄抜けはショーグン・アサシンの基本テクニックでね」

　カナタはダリウスの手首をつかんだまま、反対側の手でナイフの柄えの部分を強打した。ナイフはダリウスの手からすっぽ抜けて天てん井じように突つき刺ささる。

「あたしは英才教育のおかげで、五歳のときには一部の関節を自由自在に外せるようになってた」

「じゃ……」

　ダリウスは驚きのあまり棒立ちになった。

「じゃあなんで……」

「『じゃあなんで、すぐに逃にげ出さなかったのか』？」と、カナタ。

「あ、ああ……」

「捕つかまってる間に、あんたらがベラベラしゃべるのをずっと聞いていた。重要な情報を漏らすかもしれないと思って。それに……どんな拷ごう問もんをされるのかも興味があったし……」

　と、カナタは頰を赤らめる。

「なるほど、変態だな……！」

　ルアナは、ベニーにそっと耳打ちした。

「でもベニー様がきてくれたし、あんたらは期待はずれっぽいのでもうおしまい！」

　カナタの体が沈しずんで、そこから急激に回転した。

　右足を斧おののように振り回す、後ろ回し蹴りだ。

　パカン！　と乾かわいた音がして、ダリウスは切れ味鋭するどい蹴りに意識を刈かり取られる。

「ひっ！」

　と、ロックは武器を捨てて逃げ出した。

「こらこら」

　ベニーは逃げるロックにあっさり追いついて、足を引っかけて投げる。

　投げて倒して、上から何発か殴なぐってとどめを刺す。

「これで全員、か……」

「ベニー様あああぁっ！」

　カナタはすさまじい勢いでベニーに抱だきついた。

「あたし、本当に一番いたぶってほしいのはベニー様……！」

「ばかもの！」

　ルアナが軽く鞭を振って、カナタの足に絡からめた。

　そして、ひっくり返す。

「ひゃあ！」

　カナタは転んで尻しり餅もちをついた。

「ベニーは現在私の従騎士だ！　勝手に抱きつくな！」

「……とまあ、そういうわけなんで」

　ベニーは申し訳なさそうに言う。

「一いつ緒しよに、彼女に仕えてくれないか？」
















「祖魔の姫ひめ騎き士し……ルアナ・ヘイスティングス様……！」

　カナタの目がキラキラと星のように輝いた。

　さすがに知っていたようだ。

「ベニー様のご主人さまということは、あたしにとってもご主人さまでなんの問題もありません！」

「それは、そうであろう」

　自信満々の表情で、ルアナはカナタの頭を床ゆかに押しつけた。

　再びおしりを突き出す体勢になるカナタ。

　ルアナは、平手でパシンパシンとカナタのおしりを叩たたいた。

「ああ！　痛い！　気持ちいい！」カナタは歓かん喜きの悲鳴をあげる。「ベニー様！　このままじゃあたし、ルアナ様にネトラレますよ！」

「寝ねとるもなにも、俺とカナタはまだ付き合ってない……」

「教育！　教育である！」

　楽しそうにルアナが言った。
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　ショーグン・アサシン、カナタも仲間になった。

　──その翌日。

　ベニーは、ひとりで古い友人に会いにいった。

　ルアナの命令だ──「やっぱり姫騎士屈くつ服ぷくといえばオークは欠かせないのである！　前にもリストアップしたが、オーク族ならイアン軍ぐん曹そうが優ゆう秀しゆうだと聞いている！　いよいよスカウトしてくればよい！」

　オーク族は奇き妙みような種族だ。

　なにしろ、オスしかいない。母親はいない。特とく殊しゆな木の「根っこ」から自然に生まれてくる。なので、オーク族はその木──オルクスの木、という──を中心に巣を作る。

　幼児の時期はなく、生まれたらいきなり思春期の少年サイズだ。例外なくがっしりとした体格で、顔は人間と豚ぶたが混ざったようだ。一応髪の毛も生えているが、量は少ない。

　凶きよう暴ぼうで残ざん忍にんな性格のものが多く、オスしかいないこともあって、種族全体の傾けい向こうとして盗とう賊ぞく化、傭よう兵へい化しやすい。──しかし、ここ最近そういったオーク族全体の傾向を問題視するオークもいて、ごく一部は人間と同じ学校で教育を受けたりもする。

　イアンもそのうちのひとりだ。オールドブラーの最高学府を卒業した。




　ベニーはイアンと、オールドブラーの閑かん静せいな住宅街にある公園で待ち合わせた。

　先にベンチに座っていたのはイアンで、本を読んでいた。

　ベニーはその隣となりに腰こしをおろす。

「久しぶり、イアン」

「ああ、会えて嬉うれしいよ、ベニー」

「なんの本読んでるの？」

「数学の本。微び分ぶんと積分を経済学に応用する研究。流れを巨きよ視し的てきにとらえる」

　イアンはオーク族としては珍めずらしく普ふ段だんはメガネをかけている。

「商売でも始めるの？」と、ベニー。

「いやあ、ただの趣しゆ味み」

　ここでようやく、イアンは本を閉じた。

「俺になんの用かな」

「俺がルアナ・ヘイスティングス様に仕えてるのは知ってるよな？」

「ああ、一応俺はまだ陸軍所属だ。戦いくさの様子は聞いてる」

「イアンも付き合ってほしい」

「いいよ」

「うえっ」ベニーは思わず奇妙な声をあげた。

「なんだよ」

「いや、即そく答とうだったんでびっくりして。最初は断られるかと」

「断られたときのために、いくつも説得の方法を用意しておいた？」

「ああ」

「ついてこい」

　と、イアンは立ち上がった。




　公園のすぐ近くに、大きな学校があった。イアンとベニーが校庭に足を踏ふみ入れると、たくさんの子どもたちがイアンに抱きついた。子どもたちはみな笑え顔がおで、それぞれのお願いを好き勝手に言う。「イアンおじさん！」「今度また勉強教えて！　イアンおじさんは、他の先生より教え方が上う手まいんだもん」「イアンおじさん、剣けん術じゆつや格かく闘とう技ぎの続き教えてよ、ねえー」

「今日はちょっと様子を見にきただけなんだよ、悪いな」と、イアン。

　そうこうしているうちに教師がやってきて、休み時間は終わりましたよと大声で告げると子どもたちはしぶしぶ教室に戻もどっていった。

「またね！」「すぐきてね！」

「…………」

　教師も少しだけ校庭に出てきて、イアンに向かって深々と頭を下げた。

　そのあと、イアンとベニーは校庭で立ち話を始めた。

「全ぜん寮りよう制せい学校だ」

　イアンはハンカチを取り出し、メガネを外し、レンズを軽くふきながら言う。

「そう言えば聞こえはいいが……まあ半分以上児童養よう護ご施し設せつみたいなもんだ」

「戦災孤こ児じか」

「この学校に通っている子どもたちの親は、ほとんどが国境警備隊さ」

「──っ」

　国境警備隊──戦災孤児。その言葉を聞いて、人相の悪いベニーの顔がさらに曇くもった。

「戦死した警備隊兵士たちの遺児だ」

「なるほど……」

　先進国同士の戦いでは、戦死者の数が少なくなるように様々なルールが定められている。

　しかし、相手が知性のまったくない怪かい物ぶつの軍団だったら話は別だ。

　ここしばらくは少し落ち着いているが、国境警備隊の相手は先進国ではなかった。言葉も通じない、それどころか意思疎そ通つうがまったくできない敵を相手に、血で血を洗う悲ひ惨さんな戦闘を繰くり広げる部隊だ。損そん耗もう率がとても高く、敵がゲリラ戦を仕し掛かけてくるので動力鎧を投入してもいまいち効果が上がらない。

　そんな悲惨な戦場で、ベニーとイアンは背中合わせで戦ってきた。

　戦友だ。

「俺が援えん助じよしてもたかが知れてる。この全寮制学校は経営が苦しいから、ヘイスティングス家の財力が欲しい。ルアナ様を手伝うのはそれが条件だ。噂うわさを聞く限り、ルアナ様は金を惜おしむタイプじゃないだろ？」

「ああ」

　ベニーはうなずく。

「ルアナ様は金を惜しまない。むしろ、こういうことには使いたがる」

「決まりだな」




　祖魔の姫騎士──ルアナ・ヘイスティングス。

　死んだ魚の目の従騎士──ベネディクト・マクアルパイン。

　ショーグン・アサシン──カナタ。

　インテリのオーク族──イアン軍曹。

　そしてこの四人を支えるのは、メイド長のアナスイや護衛係のマリカといった元敵国の姫騎士たち。

　これが「地じ獄ごくのルアナ軍団」と呼ばれるようになるのは、もう少し先の話だ。
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　ルアナの従じゆう騎き士しであるベニーは、邸てい宅たくに住み込みで働いている。ちなみにベニーはオーク族のイアンにも住み込みを勧すすめたが、「一人暮らしの気楽さが好きだから」と断られた。

　ベニーの部屋は三階のさらに上、つまり屋根裏部屋だ。非常時に立てこもるための設備が整っていて、屋根裏だけで八部屋もあり、一部屋四人として合計三二人が二ヶ月は生活できる食料と武器が常に備び蓄ちくしてある。

　現在、この屋根裏部屋にいるのはベニーだけなので、広々とした感覚を楽しんでいる。欠点といえば、構造上天てん井じようがやや低いことくらいか。大おお柄がらな人間ならともかく、身長がそれほどでもないベニーだと気にならない。

　朝日がさしこんできたのと、敷しき地ち内にある廏きゆう舎しやで馬が鳴いたのが聞こえて目が覚めた。

「んー……」

　柔やわらかいベッドの上で身をよじらせる。

　顔が横に向いた瞬しゆん間かん──

「──え？」

　カナタと目が合った。

　彼女が、いつの間にかベニーの部屋に忍しのび込んでいた。

「うわあああッ！」

「ああっ……！　おはようございます！　ベニー様……！」

「驚おどろくだろ！」

　カナタは、ただベニーの部屋にこっそり忍び込んできただけではなかった。

　ベニーの寝ねている間に、屋根裏部屋の天井に引っかけるための鈎かぎや滑かつ車しやを取り付け、そこに縄なわを通し……カナタは自分自身を拘こう束そくしたうえで宙ちゆう吊づり状態にしていた。いったいどんな方法を使ったのか詳くわしいことはわからないが、とにかく実に器用な話だ。

「どうぞ、勝手に忍び込んだこのカナタに罰ばつを与あたえてください……！」

　カナタは発情した顔で、宙吊りのままおしりを振ふった。

「起き抜ぬけにそんなことできるか！」

「でも、朝のほうが元気がいいことも……」

「……顔を洗ってくる」

　ベニーはベッドから出て、カナタの前を素す通どおりした。

「ああ、放置プレイ……！」

「プレイじゃねえよ！」

　ベニーははっきりとわかるほど不ふ機き嫌げんだった。

　忍び込まれたのが嫌いやだったのではない。

　忍び込まれたのに、まったく気づかなかった自分が嫌なのだ。

　──国境警備隊の頃ころより、腕うでが落ちたなんて思いたくはないが。

　単純に、カナタがその道の専門家だからとか、殺気を持っていなかったとか……気づかなかった理由はいくらでもあげられる。それでも、間近で女の子が宙吊りになっていたのに眠ねむっていたなんてあまりにも情けない。

「鍛きたえなおさなきゃな……」

　そう独りごちて、ベニーは屋根裏部屋の洗面所に向かった。屋根裏なのに水道設備が整っているのは、ここが籠ろう城じよう用の施設でもあるからだ。

　洗面所の窓から、生体蒸気を蓄ちく積せきする動力発生施設が見えた。

　鉄骨でできた巨きよ大だいなカタツムリの殻から。

　定期的に、まるで呼吸しているような大きな音を立てる。

　あの施設が、帝てい都とオールドブラーの各所に配置された水道ポンプを動かしているのだ。

　タオルで顔を拭ふいて、出入口のドアを開けた。屋根裏部屋のドアは、懐かい中ちゆう時計のふたのように縦に開け閉めするタイプのものだ。それを開けてから、折りたたみ式の木製階段で廊ろう下かに降りる。普ふ段だんは出しっぱなしの折りたたみ式階段だが、非常時には屋根裏にすっかり収納することができる。

　ベニーが階段を降りたところで、

「ベニー様あああ！」

　泣きながらカナタが追いかけてきた。

「放置プレイじゃなくてガチ放置する気でしたね!?」

「どうせ自分で縄抜けできるんだろ！」

　実際、カナタはあっさり宙吊り拘束状態から脱だつ出しゆつしていた。

「まあ、できますけど……！」

「じゃあ、いいじゃないか」

「あれ……？　いいのかな？」

　と、カナタは首をかしげる。もしかしたら本当にバカなのかもしれない。




　カナタとベニーが出会ったときは、敵同士だった。

　神聖集合性帝国を狙ねらうテロ組織に雇やとわれて、カナタは国境警備隊の施設に対して破は壊かい工作を行っていた。

　そんな彼女を捕とらえたのがベニー。

　取り引きを持ちかけて寝返らせたのもベニー。

　つまりベニーはカナタの命の恩人だった。

　それ以来、執しつ拗ように変態的なプレイを求められて困り果てている。

　ショーグン・アサシンの一族では、敵に捕つかまっても何も吐はかないよう徹てつ底てい的てきに痛みに耐たえる訓練をする。痛みを無視し、あるいは快楽に変へん換かんすることで、どんな厳しい拷ごう問もんでもやり過ごすことができる──ところがカナタの場合、それを「やり過ぎて」しまって、日常生活にも影えい響きようが出るレベルになってしまった。
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　ヘイスティングス家の大浴場に、ルアナがいる。

　朝あさ風ぶ呂ろだ。

　お嬢じよう様さまであるルアナは、自分で自分の体を洗ったりはしない。屈くつ服ぷくさせた姫ひめ騎士たちにやらせる。美しい姫騎士たちが、奴ど隷れいのように奉ほう仕しする姿を見るのがルアナにとって最高の喜びなのだ。

　ヘイスティングス家のメイド制服は基本が水着で、頭や手足にカチューシャやつけ襟えりがついているというもの。小さなエプロンに、布地の少ない水着とガーターベルトという組み合わせ。この異常な制服の便利なところは、そのまま風呂やプールに入ってもいいこと。

「南海の戦人魚」と呼ばれていたアナスイが、メイド水着姿でルアナの背中を洗っている。

　ルアナの足の指を一本一本丁てい寧ねいにスポンジ──海綿を加工した天然もの──できれいにしているのは、この館やかたでは新顔のマリカ・ベッキンセイル（ゴドレーシュから改かい姓せい）だ。新顔といっても、短期間ですっかり馴な染じんでいる。マリカは水着ではなく、動力鎧の下につけるレオタード姿だ。浴室なので少女たちの肌はだには汗あせが滲にじみ、マリカのレオタードもうっすらと下が透すけて見える。

　アナスイとマリカの共通点は、「敗者のチョーカー」をつけていること。

「アナスイ、お前はもっと胸を使うのである」

　と、ルアナは尊大な態度で言った。

「はい、ルアナ様……」

　アナスイは、特に胸が大きい。その胸に石せつ鹼けんを塗ぬりつけて、スポンジのかわりにしてルアナの背中を洗う。

　泡あわまみれの胸が卑ひ猥わいに歪ゆがんで、その柔らかい感かん触しよくにルアナはにやけた。美しくても強くても、こういうときはダメ人間丸出しの顔だ。

　すべすべの肌の感触。支配欲を満たされる喜び。

「にゃふふふ……！　その調子だ！　ふたりとも、ご主人さまに奉仕せよ」

「はい……」

「ルアナ様の、望むままに……」

「よいぞよいぞ、ふにゃああ……！」

　とりあえず、みんな楽しそうではある。
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「ここか……」

　ひとりの少女が、ヘイスティングス家邸宅正門の前に立っていた。

　旅行者用のマントに、顔の半分を保護する分厚いスカーフ──冒ぼう険けん者風の身なりである。

　マントの下は、長身で筋肉質だった。

　戦士の体型──。ブラウンの髪かみは短く、ボーイッシュな少女だ。

　革かわの胸当てに、ぴっちりとしたホットパンツという服装。よく日焼けしている。

　伸しん縮しゆく式の棒を背負い、腰こしのベルトには一組の拳鍔ナツクルダスターをさげていた。その名前通り、拳こぶしにはめて使う金具で、打だ撃げき力りよくが劇的に向上する。格かく闘とうを得意とする戦士が好んで使う武器だ。

「よし……！」

　ひとりで気合いを入れてから、少女はヘイスティングス家の門番に話しかけた。




　ヘイスティングス家のティールームで、ルアナ、ベニー、イアン、カナタ、マリカが雑談を交わしていた。

「カナタといったか。お前は変わっているな。私の従騎士にぞっこんのようだが」

「命の恩人なので！　ベニー様にとって大事な人はあたしにとっても大事です。ルアナ様のためなら、なんでもやります！　料理やトイレ掃そう除じといった雑用はもちろん、暗殺、誘ゆう拐かい、ベニー様への性的な奉仕、長ちよう距きよ離り偵てい察さつ、潜せん入にゆう捜そう査さ、放火や爆ばく破はなどの破壊工作、新兵の訓練、ベニー様への性的な奉仕……」

「今、おかしいのが混ざってたぞ……！」

　思わずツッコむベニー。

「いっけね、本音出ちゃった」

　てへへと舌を出すカナタ。

「お前たち、ルアナ様がいるのに少し軽すぎないか」

　マリカが生き真ま面じ目めな口調で言った。

「よいよい」ルアナは笑って手を振る。「私も、あんまり堅かた苦くるしいのは好きじゃないしな」

「さすがルアナ様……！　実に寛かん容ようで素敵です……！」

　マリカが顔を赤くして、目をキラキラさせてルアナを見つめる。

「カナタは汚よごれ仕事に強そうで、実に頼たよりがいがありそうなのである」

　満足げにルアナがうなずいた。

「イアンは……なんというか、私が思っていたオーク族とは違ちがうな。メガネかけてるし」

「オーク族は目が良すぎるので、本を読むときはメガネで調整しておかないとツラいんですよ」

「帝都大学出身とか。ずいぶんインテリだな」

「──とはいえ、俺もそこそこ経験のある兵士です。腕には自信があるし、捕らえた女性騎き士しを脅おどす演技くらいはお手のものです。まあ、いわゆる普ふ通つうのオークっぽくやってやりますよ」

「イアン軍ぐん曹そうの腕は俺が保証します。国境警備隊時代の上官ですし」

「もう軍曹じゃないんだけどな」

「でも、敬けい称しようとしてならそう呼んでもいいですよね？　しっくりくるので」

「そうか。じゃあ私たちも軍曹と呼ぼう」とルアナ。「たしかに、しっくりくる。カナタとイアン軍曹の面識は？」

「何度かは。だが、基本的にカナタはベニーにべったりだったからな……。ショーグン・アサシンは、一いつ般ぱんの兵士にはあまり姿を見せたがらないし」

　ここで、アナスイがやってきた。

「失礼します。ルアナ様に、ぜひともお会いしたいとお客様が……」

「来客ぅ？」

　と、ルアナは怪け訝げんそうに言った。




　邸てい宅たく一階の応接間で、ルアナはその少女と顔を合わせた。

　ふたりの他には、一応護衛のマリカと従騎士のベニーも同席している。

　門を通る際に、少女は武器をすべて没ぼつ収しゆうされていた。マントと旅行用スカーフを外すと、多少乱暴そうだが整った顔立ちが見て取れる。

「会っていただき感謝いたします。ルアナ・ヘイスティングス様。自分はココと申します」

　少女──ココは、片かた膝ひざを床ゆかについて頭を下げ、敬意を示した。

「汎南方連合王国PAN-Southern United Kingdomの戦士です。サヴァナローラ家に仕えております」

「ふむ。ＰＳＵＫ」

　サヴァナローラ家、と聞いて、ルアナの片眉まゆがぴくりとはねた。

　ベニーとしては、汎南方連合王国ＰＳＵＫのほうが気になった。過去に何度か神聖集合性帝国と激しく戦ったことがある。現在戦争中でないだけで、決して友好的な関係にあるとはいえない。

「サヴァナローラ家といえば……」

　ルアナが目を細めて言う。

「ＰＳＵＫの名門。有名なレティシアがいるはず……」

　やはり、気になるのはそこか、とベニーは思う。

　レティシア・サヴァナローラ。

　ＰＳＵＫはいくつかの王国の寄り合い所帯だが、その中でも最大のものがウィルトゥース王国。今、その王位継けい承しよう権を持っているのがまさにサヴァナローラ家だ。

　つまりレティシアは、かなり高位の姫騎士なのである。

「そのサヴァナローラ家です。私はレティシアに仕えておりました」

「『おりました』……ということは今は違うのか」

「はい。事情があって辞やめました。そしてルアナ様に、お願いが」

「言ってみよ」

「情報を渡わたしますから、レティシアをさらってほしいのです」
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「穏おだやかではないな。隣りん国ごくの姫騎士をさらうとは……」

　ルアナはすぐには飛びつきはしなかった。警けい戒かいしている。

「レティシアは、美しく優やさしく、聡そう明めいな姫騎士という評判です」

「それは、この神聖集合性帝国にも届いている」

「しかし、それはあくまで表向きの顔。裏では権けん謀ぼう術じゆつ数すうをめぐらし、ライバルを巧たくみに蹴け落おとしてきました。さらにあろうことか、レティシアには何の罪もない者を一方的にいたぶって楽しむ異常な性せい癖へきがあるのです。屋や敷しきの使用人から通りすがりの村娘むすめまで、たくさんの者が犠ぎ牲せいになりました……」

　ココは悲痛な表情で言った。

　血が滲にじみそうなほど固く拳を握にぎりしめている。

「さらう、といっても戦争の切っ掛かけになるのはごめんだ」

　と、ルアナがもっともなことを言った。

「お話ししたいのは、まさにそこ」

　ココが身を乗り出す。

「レティシアは来週、少数の護衛とともに『ノーマンズランド』に入ります」

「ほお」

　ノーマンズランド──無法地帯。

　この大陸には、人間外の生き物が多数存在する。

　ルアナたちは魔ま族ぞくの末まつ裔えいだが、決して怪かい物ぶつではない。魔族はコミュニケーション能力が高く、ちゃんとした社会性もある。

　知性が低く、凶きよう暴ぼうで、他種族とのコミュニケーションが不可能な生物は怪物モンスターと呼んでも異論はないだろう。

　怪物は、大おお雑ざつ把ぱに「巨きよ獣じゆう」「妖よう異い」「幽ゆう鬼き」の三種に分類できる。

「妖異」と「幽鬼」は群れる。国家や社会を作ることはないが、軍勢らしきものを形成する。それらの群れが暮らす地域を「バッドランド」という。

　バッドランドの怪物たちは危険なので、国境警備隊が常に見張っている。

「巨獣」はノーマンズランドに生息する。

　その名前通り、大きい。全長一〇メートルに達するものも報告例がある。

　巨獣たちはほとんど群れない。せいぜい家族を作る程度だ。人間の生活圏を脅おびやかすこともない。しかし、凶暴な巨獣がいないわけではない。たまに、危険な巨獣を排はい除じよするために討とう伐ばつ隊が組まれる。

　バッドランドとノーマンズランドは、どこの国の領地でもない。国際法は適用されない。姫ひめ騎き士しを襲おそうのにはぴったりの場所だ。

　話がうますぎるな、とベニーは警戒した。

「レティシアがノーマンズランドに入るのは、ちょっとした実績作りでしょう。ＰＳＵＫの軍部では、あそこで巨獣を倒たおすのがステータスとなるのです」と、ココ。

　バッドランドに比べれば、ノーマンズランドは安全だ。優ゆう秀しゆうな動力鎧騎士が何人かいて、装備がしっかりしていれば、死亡者が出る可能性はかなり少ない。──それでいて、巨獣の頭ず蓋がい骨こつはインパクトの強いトロフィーになる。

「サヴァナローラ家第二王女の姫騎士レティシアは、前々から狙ねらっていた最高級の獲え物ものなのである！」ルアナが力強く言った。「……しかし、これが私をノーマンズランドに誘さそい出して罠わなにかける策だとしてもなんら不思議はない」

「その通り」

　そう言いながら、マリカが剣けんを抜ぬいた。

　彼女の主武器はモーニングスター・メイスだが、普段は護身用の長剣を腰にさしている。

　マリカは剣先をココの眼前に突つきつける。

　あまりにギリギリだったので、ココのまつげに先せん端たんが触ふれた。

「『レティシアに仕えていたが、辞めた』なんて噓うそをつくのは簡単だ」

　ココは剣にもまったく怯ひるむ様子はなく、

「証しよう拠こが必要だと？」

　ルアナはうなずき、

「なにかあるかの？」

「では……」

　パチン、と乾かわいた音がした。

　ココが、突とつ然ぜん革かわの胸当ての留め具を外し始めたのだ。

　胸当てが床に落ちて、服のトップスが露あらわになった。さらにココは、そのトップスも脱ぬぎ捨てる。

　ベニーは目をそらすべきかと思ったが、彼女が何をする気なのかという好こう奇き心しんが勝まさった。

　トップスの下には、包帯が巻かれた胸のふくらみがあった。

　包帯をシュルシュルと外していく──

「あ……！」

　マリカが驚おどろきの声をあげた。

　ココの胸の谷間、ちょうど心臓の上あたりに、大きな傷があった。

　古傷ではない。比ひ較かく的てき新しい傷。刃は物もので肉をごっそりえぐった痕あとだ。

　普通なら致ち命めい傷しようだったろう。

「仕えていたとき、レティシアに面おも白しろ半分で刺さされました……。たまたま近くに腕うでのいい治ち癒ゆ技師がいたので助かりましたが、あのときの、あの女の表情は今でも忘れられません」

　生体蒸気の使い道は、動力鎧を動かしたり、水道や機関車といったインフラを維い持じする他にもたくさんあった。

　そのうちのひとつが、治癒、医い療りよう分野だ。

　術者が生体蒸気を患かん者じやに送り込むことによって、ケガの再生速度を急激に速める。他人と生体蒸気の波長を合わせないといけないので、特にバランス感覚に優すぐれた術者でなければ治癒技師にはなれない。

「なるほど」

　ルアナは腕を組んで、大きくうなずいた。

「やってやろうではないか」
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「ノーマンズランドに行って、巨獣討伐中の姫騎士を拉ら致ちする？」

　イアンが、少し呆あきれたように言った。

　監かん視しをつけてココを客室に軟なん禁きんしつつ、ルアナを中心にベニー、イアン、カナタ、マリカ、アナスイが集まっている。

「そうだ。楽しそうであろう」

　ルアナは得意顔でふんぞり返る。

「あのココという少女戦士が、普ふ通つうなら致命傷になりそうな大ケガをしていたのは本当だ」

　ベニーは続けて言う。

「それがレティシアからの虐ぎやく待たいによるものかどうか断定はできないが、彼女の話の信しん憑ぴよう性せいが上がったのは間ま違ちがいない」

「ご……ごうもん！　ココとやらを拷ごう問もんして体に訊ききましょう！」

　カナタが興奮した口調で言った。

「そうすれば確実です！」

「効果が薄うすそう」ベニーが頭かぶりを振ふる。「姫騎士を『堕おとす』とき以外、そういうのはダメ」

「じゃ、じゃあ……あたしを拷問してください！」

「なんの意味もないだろそれは！」

「うう……ごうもん……」

「とにかく、私は行くぞ」

　ルアナはきっぱりと言った。

「レティシアが標的なら、多少の危険はあってもやる価値がある」

「とりあえず、下調べじゃダメですかね？」

　イアンが提案した。

「こういうのにはカナタが適任でしょう。カナタが先行して、レティシアがノーマンズランドに入ったことを確認しておく。そして、時間の許す限り何か怪あやしい動きがないか周辺を調べておく、と」

「ウェヒヒヒ、おまかせあれ」

　と、カナタはルアナの前にひざまずいた。

「こんな変態に任せて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ルアナは足を上げてカナタを踏ふみつける。

「ああんっ、も、もっと……！」

「カナタが変態なのは……」と、困り顔でイアン。「まあ、たしかにそうなんですが……。顔を直接合わせた機会はそんなに多くなかったとはいえ、カナタの隠おん密みつ能力には国境警備隊時代ずいぶん世話になりましたからね。俺もベニーも何度か助けられた」

「カナタは……」ベニーも言う。「ドがつくほどの変態で、欲望が強すぎて空気も読めないし、デリカシーもないし、普段の言動も気持ち悪い」

「うう、言葉責め……！」

　カナタがハアハア荒あらい息をつく。

「でも」と、ベニーは言葉をつなぐ。「カナタの動力鎧は機関車より速く移動できる。それでいて隠密性も高い……特別なものだ。あまりに操縦が難しくて、同型機がこの世にほとんど存在しない。イアン軍ぐん曹そうの言う通り、長ちよう距きよ離り偵てい察さつ、作戦の下調べにはぴったりです」

「ほう。動力鎧を持っているのか」

　ルアナが興味を持った。

「ショーグン・アサシンの一族に伝わる『九七式・鎌かま鼬いたち』動力鎧」えへんと胸をはって、カナタが答える。「なんと空を飛べるんだよぉ」

「私のスキュラクロウも飛べるぞ」

「でも、それって瞬しゆん間かん飛行でしょ？　あたしのは長距離いける。行動範はん囲いは数百キロ」

　ルアナとマリカが、驚いて顔を見合わせた。

「それはすごく、珍めずらしいな」

　マリカは感心して言った、が──

「しかし、なにが『飛べるんだよぉ』だ！　ルアナ様に対して馴なれ馴れしいぞ！」

　マリカはカナタのおしりを平手で何度も叩たたいた。

「ふひん！　絶賛から急転直下のせっかん！」

「ははは、よいよい、許してやれぃ、マリカ」

　そう言いつつも、ルアナはまだカナタを踏んだままだ。

「はっ！」

「とにかく、方針は決まったのである」

　ルアナが高らかに告げる。

「カナタの準備が出来次し第だい出発！　我われ々われもノーマンズランドに向かう！　レティシアの性しよう根ねが腐くさっているとすれば、私たちが調教……もとい教育してやらねばなるまい！」
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　サヴァナローラ家は、もともと赤毛の家系である。第二王女レティシアの場合、母親のプラチナブロンドが混ざったせいか、赤が薄くなり、髪かみはほとんど淡あわい桃もも色いろとなっていた。髪質がいいので、長く伸のばしても滑なめらかで張りがあり、美しい。

　レティシアの瞳ひとみはグリーン。深い森を連想させる、大らかで優やさしそうな目だ。

　どれほど見た目は可か憐れんでも、彼女は王族であると同時に軍人でもあった。

　──つまり、姫ひめ騎き士しだ。

　今、彼女は愛用の紋もん章しよう付き錫しやく杖じようを携たずさえ、動力鎧に身を包み、久しぶりの巨きよ獣じゆう討伐隊として出しゆつ陣じんのセレモニーに出席していた。

　汎南方連合王国ＰＳＵＫのなかでも最大の勢力、サヴァナローラ家が治めるウィルトゥース王国。その王都、パラティヌス。

　セレモニーが行われているのは、とてつもなく大きな橋の上だった。

　パラティヌス王城は深くて広い堀ほりに囲まれていて、いくつか跳はね橋がかかっている。

　跳ね橋といっても鋼鉄製で、一〇階建ての塔とうのようなサイズであり、それを動かすには莫ばく大だいなエネルギー──生体蒸気機関が必要だった。

　いかつい歯車と連結した可動橋の上で、ちょうどサヴァナローラ家当主──枯かれ木のような老人だ──の締しめくくりのスピーチが終わったところだった。

「では、いって参ります！」

　と凜り々りしく告げて、レティシアは自分が率いる騎士団の精せい鋭えい七名とともに馬を進めた。少し遅おくれて、それぞれの従騎士がついていく。

　彼女も含ふくめて、合計一六名の討とう伐ばつ隊──

　その出発を城じよう壁へきの上から見送るのは、サヴァナローラ家の第三王女ラウドミアと、外交官のアルキメデスだった。

　第三王女──すなわち、レティシアの妹──ラウドミア。

　ラウドミアは、レティシアと違ってサヴァナローラ家らしい燃えるような赤毛だ。

　アルキメデスは、ウィルトゥース王国の人間ではない。同じ汎南方連合王国を構成する同盟国から派は遣けんされている。メガネをかけた知的な青年である。

「変な時期に討伐隊を組みますね……レティシア様は」

　馬上の騎士たちの背中が遠ざかってきたころに、アルキメデスがつぶやいた。

「種類にもよりますが……」とラウドミア。「巨獣によっては、その内臓や骨がよい薬になります。レティシア姉様は、アーシア姉様の病状を心配しているのでしょう」

　アーシア・サヴァナローラ、第一王女である。

　現在、サヴァナローラ家には男子がいない。

　子どもはアーシア、レティシア、ラウドミアの三姉妹しまい。

　そして最も女王位に近いアーシアは、現在原因不明の病で床とこに臥している──。

「嫌いやな噂うわさを聞きました」と、アルキメデス。「第一王女アーシア様の病は、何者かが仕組んだ毒物、あるいは呪じゆ術じゆつのたぐいによるものではないかと……」

「アルキメデス様」ラウドミアははっとした顔で言った。「ここは王城。うかつなことを口にするのは災わざわいのもと」

「……失礼しました……忘れてください」

　アルキメデスは慌あわてて頭を下げた。

　しかし、と彼は言葉をつなぐ。
















「レティシア様は、見かけ通りの人ではないという噂も聞きました」

　ラウドミアは眉み間けんにしわを寄せ、

「……それはどういう意味でしょうか？」

「いえ、なんでもありません。ただ、ラウドミア様もお体には気をつけて」

「…………」

　ラウドミアは、ノーマンズランドの方向に目をやった。

　すでに、レティシアたちの姿は見えなくなっている。

「姉様……」
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　まずは早朝、カナタが大急ぎで下調べに出発。

　その日の昼に、ルアナたちも帝てい都とオールドブラーを旅立った。

　今回、ルアナは従騎士ベニー、護衛係マリカ、イアン軍曹、案内係ココを連れて行く。

「ココは、臨時雇やといとする」とルアナ。「お前が言ったことがすべて本当だとわかったなら、しっかりと報ほう酬しゆうを支し払はらおう。レティシアの一団と戦せん闘とうになったら、お前もただ見物しているだけというわけにはいかんぞ。それでよいか？」

「はい。ルアナ様。それでよろしくお願いします」




　神聖集合性帝国と汎南方連合王国は国境に面している。そして両方の国にとって北側に、ノーマンズランドが存在する。

　荷物も多いので、ノーマンズランドの帝国側監かん視し所までは列車を使った。

　運転士六人が乗り込んだ生体蒸気機関車が、八両から一〇両の客車や貨車を牽けん引いんする。この大陸で長距離を高速で移動するには、機関車か馬を使うしかない。

　当然、ルアナたちは一等客車の豪ごう華かな旅だ。列車はオールドブラーからノーマンズランドに近い北方の都市まで驀ばく進しんする、およそ半日の旅。食堂車もあったので、そこで遅おそめの昼食をとった。メニューはフォアグラのソテーと白身魚のムニエル。白ワインを入れた魚ぎよ介かい類るいのスープ。ライ麦パンにたっぷりバターをつけて食べる。飲み物は紅茶だ。

「さすがルアナ様……！　揺ゆれる列車のなかでも、食べ方が美しい……！」

「ふふふ……それほどでも……あるがな」

「…………」

　マリカがルアナを延々と褒ほめ称たたえるのを見ながら、ベニー、イアン、ココは黙もく々もくと食べ物を口に運んだ。

　列車で行けるところまで行って、駅で荷物をおろした。現地の警察から四頭立ての馬車を借りて、それに動力鎧や装備類を積み込む。とりあえず、イアンが馭ぎよ者しやを務めた。馬車を走らせて、北方の境界線に向かう。

　神聖集合性帝国とノーマンズランドの境界線にそって、月げつ桂けい樹じゆを多用した柵さくが数十キロにわたって構築されている。たいていの巨獣は、月桂樹の香かおりをなぜか嫌きらうのだ。

　そんな長大な柵を管理しているのが、境界線の内側にある監視所だ。

　監視所で一いつ泊ぱくし、カナタが帰ってくるのを待つスケジュールになっている。




　ルアナは、さすがに下にも置かない待たい遇ぐうだった。

　監視所の中庭で馬車を降りると、兵士たちがずらりと並んで捧ささげ剣けんの敬礼をした。そのまま食堂に通されて、炊すい事じ担当の兵士がワインを持ってくる。

　監視所は陸軍が管理する砦とりでのひとつだ。

　陸軍とルアナが所属する騎士団は指揮系統が異なるまったく別の組織だが、身分の差は階級差より重い。「祖魔の姫騎士」は別格なのだ。

　──とはいえ、いくら豪勢にもてなそうにも、北方の監視所では限界がある。この一帯は、生体蒸気動力発生装置の数も足りていない。そのため水を運ぶのにも一苦労だ。

　監視所の兵士たちは必死になって一級の食材をそろえた。牛ヒレ肉のステーキが出てきてベニーは驚おどろく。このあたりでは、野生動物がすぐにノーマンズランドに入ってしまうため、食肉を確保するのがとても難しいと聞いている。そして隊長が「現在、ルアナ様のために部下が生体蒸気をかき集めています」と告げたところで──

「そこまでしなくともよい」

　当のルアナからストップがかかった。

「別に歓かん迎げいを期待してここにきたわけではないのである。普ふ通つうでよい」

「しかし……」と、監視所の隊長がなにか言い返そうとした。

「やめよ」

　ルアナはビシッと隊長を指さした。

「これ以上口ごたえするのならば『リトルフィンガー・ペインくん』の出番なのである」

「リ、リトルフィンガー……？　なんですかそれは」

「イアン軍ぐん曹そう」

「はい」

　イアンが食堂を出て、馬車に積んでいた荷物のひとつを抱かかえて戻もどってきた。

　鋼鉄の椅い子すだ。

　ただし、肘ひじ掛かけや脚あしの部分に拘こう束そく具がついた椅子だ。

　さらにこの椅子──リトルフィンガー・ペインくん──には、レバーを引くと脚の部分が振ふり子のように動く、という機能があった。

　隊長がそれを見て怪け訝げんそうな顔をする。

「これは……なにに使う道具でしょうか？」

「ふふふ、私は残ざん酷こくなことはあまり好きではない」とルアナ。

　かなり邪じや悪あくな微び笑しようを浮うかべている。

「しかーし、ときには『痛み』が重要な場面もある。でだ……この世でもっとも印象的な痛みはなにか？　考えた末に、私は『小指を棚たなの角に思い切りぶつけたときの痛さ』だと結論を出した。それくらいなら、やり過ぎないかぎり血も出ないしな」

「そ、それは……！」隊長がごくりとつばを飲み込む。「たしかに痛そう！」

「裸足はだしにしてからこの椅子に縛しばり付け、ちょうど小指の進路上になにか硬かたいものの角があるように位置を調整する。レバーを引くと、椅子の脚が動いて小指が強制的に角に向かっていく──とまあ、そういう仕掛けなのである」

　隊長や兵士たちの顔がさあっと青ざめた。

「なんと……」「おそろしい道具だ……！」

「というわけで、小指が大事なら過か剰じような歓迎は慎つつしむように！」
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　──その日の夜。

　カナタが帰ってきた。




　ルアナの気まぐれで、監視所の屋上で夕食をとることになった。

「過剰な接待はいらない」ということになったので、食事のメニューは陸軍将校たちと同じもの。夕食にはルアナ、マリカ、ココ、ベニー、イアンの他に、監視所の所長と副所長も同席した。

　食事が終わって、未成年は紅茶を、成人はワインを飲んでくつろいでいると、頭上から微かすかな音が聞こえた。凧たこ揚あげのときに出る音に少し似ていた。見上げると、翼つばさを生やした人ひと影かげが月光に照らされて、神秘的な輝かがやきを放っている。

　カナタの動力鎧──九七式・鎌かま鼬いたちだ。

　かなり軽装甲の動力鎧で、少しでも重量を減らすためかカナタは薄うす着ぎだった。翼は真っ黒に塗ぬられていて、明らかに夜や陰いんに乗じて飛ぶための迷めい彩さいだ。

　バックパックのようなデザインのユニットを背負っていて、そこに生体蒸気のパイプが集中している。バックパックで生体蒸気をエネルギーに変へん換かんし、噴ふん射しや口から噴出させて飛ぶ。

「ただいま戻りました、っと」

　ふわり、とカナタは屋上に着地した。

　驚いた監視所の所長たちが口をあんぐりと開けている。

　長ちよう距きよ離り飛行型動力鎧は、存在しないわけではないが、かなり珍めずらしい。

　着地すると、動力鎧鎌鼬の翼が自動的に折りたたまれた。コンパクトになったところで、カナタは生体蒸気を通すパイプの連結を外し、バックパックをおろす。

　カナタの鎌鼬は、動力鎧でありながら一人で着ちやく脱だつ可能なのだ。

　隠おん密みつ作戦を行うために、その機能は必ひつ須すだった。

「それがカナタの動力鎧か」と、ルアナ。

「うへへ、かっこいいでしょう」

　と、カナタはルアナの前に片かた膝ひざをついてかしこまる。

「見た目よりも、性能が大事なのである。動力鎧も、その操縦者も」

「もちろん、しっかり調べてまいりました」

　結論から言えば──と、カナタは語りだす。

「第二王女レティシアがノーマンズランドに向かったのは確実です。目的は巨きよ獣じゆう討とう伐ばつということになっていますが、実際は病に冒おかされた第一王女アーシアのために薬の材料を探すことだとか。……しかしこれには他にも妙みような噂うわさが」

「噂、ねえ」ルアナが小首をかしげた。

「第一王女に毒を盛ったのが第二王女のレティシアで、巨獣討伐、薬探しはそれをごまかすためのパフォーマンスと……。時間がなかったので噂の裏をとることはできませんでした」

「その噂が本当なら、ココの話ともつじつまが合うな」

「…………」

　ココは難しい顔をしている。

「討伐隊はレティシアを含ふくめて合計一六名」カナタは続ける。「八名が動力鎧騎き士しで、残りは従騎士。騎馬と馬車で移動中」

　ルアナは邪悪に微笑ほほえみ、

「ふぅむ。本当にどうにかなりそうだな」

「レティシアのウィルトゥース王国は、ノーマンズランド内にいくつか無人の休きゆう憩けい所を建設しています」

「有人の監視所ではない？」

　横からイアン軍曹が訊たずねた。

「バッドランドよりはマシとはいえ、ノーマンズランド内で人間が長期間生活するのは難しいですからね」と、カナタ。「無人の施し設せつなら、巨獣たちも邪じや魔まにならない限り興味を持たない。定期的に利用すれば、それほど荒こう廃はいもしませんでしょうし」

「あ、それなら……」

　と、ココがベルトにつけたポーチから一枚の地図を取り出した。

「王国陸軍の製作です。あまり正確な地図ではないですが、ノーマンズランド内にあるウィルトゥース王国関連施設の位置が書き込んであります。レティシアの大おお雑ざつ把ぱな進路がわかれば、どの休憩所を利用するか推測できるかも」

「見して、それ」

　と、カナタがココに向かって手を伸のばした。そして指をくねくね動かし、

「ほれほれ。よ・こ・せ」

　上から目線で言った。

「……む」

　カナタは、強いものには弱く、弱いものには強い性格をしている。どんな理由があったにせよ、ココは金で自分の主人を売ろうとしているのだ。立場は弱かった。

「……ほらよ」

　ココはその態度が気に入らなかったようだが、カナタがただ者でないのは先ほどの動力鎧を見れば明らかだ。ココはおとなしく地図を渡わたす。

「どーれどれー」

　カナタは地図を見て、

「ニセモノではないです。上空から見下ろしたときと比べてそれほど違い和わ感かんがない。信用できるでしょう」

「便利だな。飛べる動力鎧」と、ルアナ。

「でも、生体蒸気の消費が激しくて……。しばらく休まないともう飛べません。それに、ノーマンズランドやバッドランドの空には飛行型のモンスターも多い。色々危険も多くて……でもそのスリルも徐じよ々じよに快感になってきて……はああっ……！」

「変態そこまで！」

　ルアナがカナタのおしりにキック。

「あふん！　ご褒ほう美び！」

　と、カナタは悲鳴なのか嬌きよう声せいなのかよくわからない声をあげた。
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　翌朝、ルアナ一行は帝てい国こくの監かん視し所を出立した。

　ルアナ、ベニー、マリカ、カナタ、ココは馬に乗っている。

　イアンは馬に乗らないかわりに、陸軍兵士用の動力鎧で移動する。

　騎士用の動力鎧よりもずっと性能の低い、量産型動力鎧だ。

　性能が低いぶん、少ない生体蒸気で長時間稼か働どうする。

　デザインはかなり簡略化されている。鎧よろいの骨組みだけ、という感じの見た目。手足に関節保護アンダーウェアをつければ、アーマーオイルは必要ない。

　陸軍量産型動力鎧にはほぼ装そう甲こうがなく、騎士用の動力鎧と互ご角かくに戦うのはかなり難しい。それでも製造期間が短く値段が安いし、馬キのヤ駆ンけタ足ーをやや上回る速度で走ることもできる。馬の全速力──襲歩ギヤロツプ──についていくのは無理だとしても、馬よりも多くの荷物を運べることを考えれば合格点だ。

　ルアナ、マリカ、カナタも動力鎧姿だ。この三人の場合は、イアンの量産型と違ちがってオーダーメイドの特別製。ただし、普ふ段だんから筋力増加機能をオンにしていると体力の消費が激しいので、生体蒸気の回路はオフにしてある。

　長距離飛行型のカナタは抜ばつ群ぐんの機動力を誇ほこるが、今はまだ偵てい察さつのときの疲つかれが抜ぬけていないそうだ。情報収集のために派手に飛び回ったので、無理もない。

　ベニーとココのふたりは「普通」だった。普通の戦士の装備で、普通に馬に乗る。ベニーには素す手ででも動力鎧に対たい抗こうする「秘策」があるのだが、ココにもそれに類するものがあるかどうかはわからない。




　薄暗くなるほど草木が茂しげった森のなかを進んでいく。

　生気に満ちた濃こい緑の世界。

　──ノーマンズランドだ。

　巨獣たちが踏ふみ固めた道がある。馬でも困らない程度に幅はばが広い。あちこちに、びっしりと苔こけが生えた大きな石が転がっている。

　爽さわやかな空気は微かな冷気をはらみ、まだ巨獣の気配すら感じないのにそこはかとない緊きん張ちようをもたらす。

　境界線を越こえた──という感覚。本来、人間がいるべきではない場所。

　同じ「境界線の外」でも、バッドランドとは違うな、とベニーは思った。バッドランドは踏み込んだ瞬しゆん間かん吐はき気がする。ノーマンズランドは違う。気持ち悪くはならない──が、なにかが恐おそろしい。

　しばらく進んだあと──

「…………」

　前方の木々がざわざわと音を立てた。

　大量の枝や葉をかきわけて、とてつもなく大きな生き物が鎌かま首くびをもたげる。

　首長竜の巨獣だ。

　その名前通り長い首の、四本足の竜りゆう脚きやく類。

　体長二〇メートル近い。

　ドスン、ドスンとまるで小さな山が動いているように見える。

　首長竜は、なにを考えているのかわからない真っ黒い目でこちらを見た。

「ふむ……」

　ルアナはまっすぐに睨にらみ返す。

　先に視線を外したのは首長竜のほうだった。

　巨獣は何事もなかったかのようにルアナたち一行の横を通り過ぎていく。

　ノーマンズランドの巨獣は草食が多い。出産直前・直後など、気が立っているときに出くわさなければ、いきなり戦せん闘とうになったりはしない。

　──だが。

　もちろん、凶きよう暴ぼうな巨獣もいないわけではない。

　用心を怠おこたれば、大変な目にあうだろう。
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　神聖集合性帝国も、巨獣討伐隊向けの宿しゆく泊はく施設をノーマンズランド内にいくつか設置している。そのうちのひとつに一泊してから、移動を再開。

　カナタの偵察とココの地図のおかげで、今回の獲え物もの──レティシアの宿泊地点は予想がついていた。

「……そろそろかの」

　と、ルアナがつぶやいた。

　予想地点に近づいたところで、カナタが馬を降りて、

「では、様子を見てきます」

　と偵察に向かった。

　たとえ動力鎧の飛行機能が使えなくとも、カナタの身体能力は高く、隠おん密みつ性も抜群だった。

　カナタは生体蒸気による筋力増加も使わずに、軽々と数メートルジャンプして森の上部を走っていく。まるでサーカスの軽かる業わざ師のようなアクロバティックな動き。枝をつかんでぶらさがり、体を振ふって勢いをつけて、また別の枝に飛び移る。それでいて、大きな音が出ない。どんな力の使い方をしているのか、想像もつかない。

　それを見たルアナが、

「これからあいつのことをスーパーエロティック・モンキーと呼ぼう」

「さすがにそれはヘコむんじゃないスかね……」と、ベニー。「いや……『言葉責め！』とか言って喜ぶかな……」




　三〇分ほどでカナタが戻もどってきた。

「見つけましたよぉー。極ごく上じようのメス獲物」

　ベニーは苦い顔で、

「……お前、ほんと、そういう下品な言葉づかいやめろよな」

「スーパーエロティック・モンキー、はやく報告せい」

　ルアナがせかした。

「そ、それってこのあたしのことですか!?　おおう！　言葉責めですね……！」

　というカナタの反応に、ルアナとベニーは顔を見合わせた。

「よ、予想通り……！」

「お前ら、付き合っちゃえよ」と、ルアナ。

「きゃー！」カナタが歓かん声せいをあげた。「ルアナ様ステキ！　めがみ！　ご主人さまの命令だからはやく付き合っちゃいましょう！　ベニー様！」

「ええい、報告せよ」

　マリカがほっぺをつねる。

「いでででッ！」

「さあ」

「わかったよー、もう……！」

　つねられた場所をさすりながら、カナタは報告を始める。

「レティシア一行はこの休憩所に宿泊中」

　と、カナタは地図の一点を指さす。

「騎き士しは全員動力鎧を着用。生体蒸気回路はオフ。あたしが見たときは従騎士たちが夕食の用意をしてました」

「なんだ、奇き襲しゆうには打ってつけのタイミングではないか」

「あたしの見る限り」と、カナタは舌なめずり。「あのレティシアって姫ひめ騎士。かなりの魔ま力りよくを持ってますが、実戦経験は不足してますね」

「お嬢じようちゃんの巨きよ獣じゆう討とう伐ばつ隊ごっこはここまで」

　そう言ったルアナは、これ以上ないほど悪い顔をしていた。

「徹てつ底てい的てきに陵りよう辱じよくしてやるのである！」
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　ルアナ一行は、移動手段を徒歩に切り替かえる。

　軍馬はよく調教されているので、縄なわでつながなくとも逃にげる心配がない。

　先頭をいくのはカナタ。そのあとにマリカ、ルアナ、ベニー、ココ、イアンの順で続く。

　ここはノーマンズランドだ。休きゆう憩けい所の周囲には、岩のかたまりや雑草の茂みなど、身を隠かくしながら近づくための場所がいくらでもあった。

　真夜中。気配を殺してウィルトゥース王国の休憩所に忍しのび寄っていく。ノーマンズランドで国際法は通用しないから、不意打ち・奇襲も卑ひ怯きようなことではない。そもそも、人数ではルアナたちのほうが負けているのだ。

　レティシアたちが泊とまっている休憩所は、ただ大きいだけが取とり柄えの石造りの建物だった。壁かべにはツタが絡からみつき、遠目には古代の遺い跡せきに見える。巨獣たちは基本的に火を嫌きらうので、休憩所のいたるところで松たい明まつが燃えている。まさかノーマンズランドで人間に襲おそわれるとは夢にも思っていないようだ。

「…………」

　先頭のカナタが立ち止まって、指でサインを送ってきた。

『異変発生。要注意』

　という感じの手信号ハンドシグナル。

　他の五人は待機し、カナタが単独でさらに先に進んで様子を見る。五人からは、カナタの背中しか見えない。

　やがてカナタが手招きをしたので、ルアナたちはようやく休憩所に忍び込む。

　そこで最初に目に入ってきたのは、縛しばられた若い男だった。

　レティシアの巨獣討伐隊に参加していた誰だれかの従騎士が、頭を殴なぐられたらしく意識を失っていた。目隠しをされたうえで、手足をロープで縛られている。

「これ、カナタがやったのか？」ベニーが訊たずねた。

「うんにゃ。あたしが見たときにはこうなってた。少し先に、従騎士が三人、同じように気絶して縛られてた」

　マリカは表情を険しくして、

「巨獣はこんなことはしない……私たちより先に、誰かに襲しゆう撃げきされた？」

「うろたえるな」

　ルアナの声は冷静そのものだ。

「我われ々われの獲物は姫騎士レティシア、ただひとり」

「レティシア様……！」

　急に、ココが走りだした。

「うろたえるなと言うに！」

　ルアナが、制止の声を発する。

「ルアナ様、一応、大声はやめといたほうが……！」とベニー。

「ああっ、もう！」

　結局、ココはひとりで先に行ってしまった。

「追いかけますか？」カナタが訊ねた。

「もちろんである」とルアナ。「しかし、なにが起きているのかいまいちよくわからん。用心しながら行くぞ」

「こいつら」と、マリカが気絶した従騎士を指さす。「どうします？」

「放っておくに決まっているだろう。手間が省けたと前向きに考えるのである」

　ルアナ、マリカ、カナタの三人は、動力鎧の生体蒸気回路をオンにした。

　関節部の隙すき間まから、余分な生体蒸気が「プシュー！」と勢いよく漏もれる。




　すでにやられていたのは、従騎士だけではなかった。動力鎧姿の騎士も、生体蒸気のパイプを切られて手足を拘こう束そくされた状態で床ゆかに転がされている。

「この調子だと、全ぜん滅めつか？」と、走りながらイアンがつぶやいた。

「どうも、そんな感じだね。あと、ココのことだけど……」

「気づいたか、ベニー」

「もちろん、俺はそれほど鈍にぶくないよ、軍ぐん曹そう。さっきココは焦あせって『レティシア様』と悲鳴をあげてた。俺たちに事情を説明したときは、『レティシア』と呼び捨てにしていたはずだ。昔の癖くせがとっさに出てきただけか、それとも……」

　それとも、忠誠心がまだ残っているのか。

　ひどいことをされたというのは、噓うそだったのか？

「やっぱり、最初から俺たちをハメる気だったのかね」と、イアン。

「罠わなだとしてもねぇー」会話に、カナタが割り込んできた。「あたしらをどうにかしたいんなら、もっと上う手まいやり方があったはずだよ。レティシアが餌えさだったとしても、彼女の部下を気絶させて拘束する意味はあんまりない」

　ベニーはうなずき、

「カナタにしては珍めずらしくいいこと言ったな」

「いやあ……えへへ、ベニー様に褒ほめられてちょう嬉うれしい……！」

「なんにせよ。レティシアを見つければはっきりするさ」




　レティシアたちの休憩所は、二階建てだった。

　ココを追いかけて、階段を駆かけ上がる。

　二階の一番奥──主しゆ寝しん室しつで、ようやくココに追いついた。

　──が、その部屋は「目的地」でもあった。

　つまり、レティシアがいた。

　ひとめで由ゆい緒しよ正しき「姫騎士」だとわかった。

　気品が違ちがう。動力鎧の性能も良さそうだ。

　そしてなにより、あちこちにサヴァナローラ家の紋もん章しようをつけている。




　石の地じ肌はだがむき出しの殺風景な広い寝室で、淡たん桃とう色しよくの髪の姫騎士レティシアが、三人の動力鎧騎士に囲まれていた。

「──むッ！」

　と、ルアナは愛用の武器メタルウィップを構え直した。

　レティシアを囲んでいる騎士は、いずれも所属不明。動力鎧に紋章や部隊章のたぐいが一いつ切さいついていないのだ。二刀流の女性騎士ひとりに、男性騎士がふたり。全員、量産型ではないオーダーメイドの動力鎧だ。

　そして、レティシアはといえば──

「…………」

　その可か憐れんさには、ベニーも一いつ瞬しゆん目を奪うばわれてしまった。

　花の妖よう精せいがまとうような鎧よろいが実によく似合っている。ただ顔形が整っているというだけでなく、内面から滲にじみ出る優やさしさがあった。

　レティシアを直接見て、ベニーは確信した──ココは噓をついていた。レティシアは、面おも白しろ半分で人を傷つけるような人間には見えない。

　レティシアの武器は、紋章型の打だ突とつ部位がついた錫しやく杖じようだった。生体蒸気で他人を治ち癒ゆする「僧そう兵へい」「治癒技師」……あるいは「医い療りよう騎士」が好んで使う武器だ。

　三対一で、レティシアは完全に押されていた。

「チッ」

　と、二刀流の女性騎士が舌打ちした。

　襲撃側の三人が、アイコンタクトをかわす。

　ルアナたちの登場に驚おどろいているのは明らかだ。

「ふっ！」

　有無をいわさず、ルアナはメタルウィップを振ふるった。

　これではまるで、レティシアを助けにきたみたいだ、とベニーは思う。──いや、もしかしたらそれが最初からココの狙ねらいだったのか？

　超ちよう高速の一撃が、男性騎士の動力鎧の肩かたに直撃した。

　パーツが吹ふき飛び、彼の顔色が青ざめる。

「退ひくぞ！」

　二刀流の女騎士が叫さけぶ。

　襲撃側の三人は、ただちに窓から外に飛び出していった。

　二階の高さでは、動力鎧騎士ならケガはしない。

　カナタが追いかけようとすると──

「深追いはやめたほうがいいぞ」

　イアンが言った。カナタの足がピタリと止まる。

「こんなに簡単に撤てつ退たいしたってことは、近くに敵の予備兵力が待機している可能性が高い。だが、こっちにはまだ片づけないといけないことがある」

　イアンの言葉に、ルアナは感心したように「ほう」と声を漏らした。

「レティシア様……！」

　ココが、レティシアに駆け寄ってひざまずいた。

「ココ……！」

　レティシアの顔が笑ってぱっと輝かがやく。

「感動の再会、といったところか……」

　言いながら、ルアナが鞭むちを振るった。

「説明してもらわねばならんの！」

　バシンッ！　と石の壁をえぐって威い嚇かくする。

　しかし──

「助けてくださってありがとうございます……！」

　レティシアは笑え顔がおのまま、ルアナに向かって頭を下げた。

「え……う……ああ!?」

　殺気を受け流されて、ルアナがやや間の抜ぬけた声を発した。

「ちょっと待て」

　と、ベニーは鋭するどく言った。

「こっちは、そのココって女に騙だまされてきたんだぞ。ありがとうじゃねーだろ」

「…………」

　レティシアは、ベニーを見つめた。

　その視線があまりにまっすぐすぎて、ベニーは目をそらしそうになった。──太陽が眩まぶしいとき、それをじっと見ていられないように。

「あなたは……」

　レティシアの視線が、ベニー、イアン、カナタの順に動く。

「あなたたちは……大変な目にあってきたんですね」

　彼女の大きな目から、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれた。いつの間にか、レティシアの顔から笑みや輝きが消えていた。

　どきりとした。

　ベニーは、過去を見み透すかされたようで気持ち悪くなる。

「これは……調子が狂くるうな」







　　　第六章
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　イアンが言った通り、敵の退ひき際ぎわが良すぎたことから後ご詰づめがいる可能性は高く、同じ場所にとどまるのは危険だったので帝てい国こく側の休きゆう憩けい所まで戻もどった。

　レティシアの部下たちは、申し訳ないがそのまま放置。ルアナたちは別にＰＳＵＫの味方ではないのだ。しかし、拘束されたままではあまりにかわいそうなので、気絶している騎き士しや従騎士たちの足を縛しばる縄なわだけは解いておいた。手の拘束だけなら、意識が戻ったら自分で抜けることができるだろう。




　帝国の休憩所で、レティシアとココを別々に監かん禁きんした。

　まず、ココを尋じん問もんする。

「事情を聞かせてもらおう」

　ルアナが椅い子すのうえで足を組んだ。ベニーとマリカが、ココを押さえつけてルアナの前に無理やり平へい伏ふくさせる。イアンが、別室でレティシアを監視している。

「もう気づいていると思うが……俺の主人はレティシア様だ。一ひと芝しば居い打たせてもらった」

　ココの一いち人にん称しようが、いつの間にか「俺」に変わっていた。

　キャラクターも含ふくめて演技をしていたようだ。

「胸の傷は？」と、ルアナ。

「暗殺者からレティシア様をかばった際に負傷したものだ」

「それを治癒したのがレティシア、ということか」

「そうだ。察しがいいな」

「なぜ、我われ々われを巻き込んだ？」

「ウィルトゥース王国内に、味方がいなかったからだ……！」

　ココは厳しい顔で言った。

「レティシア様は命を狙われている」

「誰だれに？」

「…………」

　少しためらってから、ココは結局答える。

「第三王女、ラウドミア」

「跡あと目め争いか……！」

　嫌いやな話になってきた、とでも言いたげにルアナは眉み間けんにしわを寄せた。

「レティシア様の悪い噂うわさがたくさん流れていただろう」

　そう言って、ココはカナタのほうに視線をやった。

　カナタはこくりとうなずく。

　ココは続ける。

「あれを流したのは、ほとんどラウドミアだ。そんなあくどいことをやりながら、ラウドミアは被ひ害がい者しやのような顔をして周囲を騙している……！」

「第三王女だけの力ではないだろう」と、ルアナ。「それだけで、ウィルトゥース王国内のすべてが敵になるとは考えにくい」

「その通り……」

　ココは低くうめいた。

「実は、現在の王と王女もラウドミアを推おしている」

　彼女の重い口調は、認めたくない事実を認めねばならないとき特有のものだった。

「レティシア様の母──前女王は亡なくなった。王はすぐに後妻をとって、そこで生まれたのがラウドミア。現女王の機き嫌げんをとるために、王でさえもレティシア様の排はい除じよに積極的で……」

「ひどい話だな」

　ルアナが不ふ愉ゆ快かいそうにつぶやく。

「レティシア様の姉上……第一王女アーシア様も毒を盛られて苦しんでいる」と、ココ。「それもラウドミアのしわざであろうが、証しよう拠こがない。それどころかラウドミアは、その罪をレティシア様にかぶせようとしている……！　俺はそのことをレティシア様に進言したが、なぜか聞き入れてもらえず……」

「巨きよ獣じゆう討とう伐ばつ隊に出た理由は？」

　ベニーが訊たずねた。

「レティシア様は、巨獣の骨や内臓を使って特別な治ち療りよう薬を作ることができる。アーシア様を助けるための巨獣討伐隊だ。しかし、ここでラウドミアが直接的な手段をとる可能性がとても高かった。動力鎧傭よう兵へい騎士の一部隊を雇やとい入れたと聞いて、俺はもう居ても立ってもいられなくなった」

　ココは切せつ迫ぱくした表情で続ける。

「レティシア様が女王になるのは難しい。それなら、せめて命だけは助かって欲しい……！」

「そこで、私の出番というわけか」

　ルアナが言った。

「そうだ。レティシア様が助かるには政治亡命が手っ取り早い」

　政治亡命──

　政治的な理由によって、迫害や抑よく圧あつを受けている人間が他国に逃のがれることだ。

「普ふ通つうの方法では、レティシア様の政治亡命はラウドミアに妨ぼう害がいされるだろう。その妨害を突とつ破ぱするには、姫ひめ騎き士し狩がりで有名なルアナ・ヘイスティングスを巻き込むのが一番だと俺は判断した。引っ張りだすのも簡単そうだったしな……！」

「たわけー！」

　ルアナがぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませる。

「怪あやしいと思いつつ乗っかってやったのもわからんのか！」

「なに……！」

「『利用した』などと思い上がらないように！　こっちは姫騎士を屈くつ服ぷくさせればそれでいいのである！　あとで、お前の大事な姫騎士レティシアが私の足の指をなめる場面を見せつけてやる！　ふはははーん！　そうなってからお前は心底後こう悔かいするであろう！　命は助かる！　しかしその命は私のものになる！　ベニー、マリカよ、ココを拘こう束そくしておけ！　今からレティシアをいたぶってやる！」
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　ココを監禁した客室を出て、次はレティシアの部屋へ。

「あ、そっちはもう終わりましたか」

　外から鍵かぎのかかった部屋の前に、イアンが立っていた。見張り役だ。

「だいたいの情報は聞き出した」と、ベニー。「カナタから聞いておいてくれ」

「おーう」

　イアンとカナタはココの見張りに回った。

　レティシアの部屋にはルアナ、ベニー、マリカの三人で入る。

「あら」

　レティシアは動力鎧を脱ぬいで、体のラインがはっきりと出る薄うすい法ほう衣え姿になっていた。清せい楚そな顔だが、体には肉感的な色いろ香かがある。ふっくらとした、さわり心地ごこちのよさそうな胸。きゅっと引き締しまったおしりに太ふと腿もも。

　ルアナが「ふひひ……」と下品に笑った。

「どうも、改めて自己紹しよう介かいいたします……」レティシアは立ち上がり、ルアナに向かって優ゆう雅がに一礼した。「ウィルトゥース王国のレティシア・サヴァナローラ第二王女。国際法院に所属する医い療りよう騎士でもあります。以後よろしくお願いいたします」

「神聖集合性帝国、天衣騎士団。ルアナ・ヘイスティングス」と、胸をはる。

「もちろん存じております……『祖魔の姫騎士』」

「状じよう況きようはわかっているな、レティシアよ。どちらが立場が上かも」

「はい、助けていただき感謝しております」

「私は！」

　と、ルアナが強い口調でレティシアに詰つめ寄る。

「お前のようなお嬢じよう様さまを屈服させ、これくしょんに加えることに情熱を燃やしている。ただ助けたのではない！　そのかわり、大事なものをもらう！」

「大事なもの？　もしかして、私の安あん眠みん枕まくらでしょうか？」と、レティシアは可愛かわいく小首をかしげる。「寝ね付つきが悪いので、オーダーメイドの特注品を使っていて……」

「ちがーう！　どこの世界に安眠枕を欲しがって本人を拉ら致ちするバカがおるか！」

「そう言われればそのとおり」

　そして、レティシアは輝かがやく笑えみを浮うかべた。

「ルアナさんはとても聡そう明めいなおかたですね……」

　彼女の笑顔には破は壊かい力があった。

「う……！」とルアナが低くうめく。

　流ながれ弾だまに当たって、ベニーもクラクラした。レティシアは彼にとって、今までの人生で会ったことのないタイプの女性だった。

「ベニー、ちょっとこい」

「あっ、ハイ」

　ルアナはベニーの腕うでを引っ張って、一度部屋の外にでる。

　バタンとドアを閉めるなりルアナは、

「あいつ、マジでかわいい……！」

「そうっスね。マジやべえっスわ」

「ああいうタイプを落とすのに私は一番燃えるのである」

「落とされたほうが幸せですしね」と、本当に幸せそうな顔でマリカ。

「でも、逆にすごく厄やつ介かいそうな感じがした」とベニー。「柔やわらかいものほど折れにくいってやつですよ」

「わかっている。手て強ごわい相手だろうが……私だって、姫騎士を屈服させることに関しては世界一のプロフェッショナルと言っていい」

「姫騎士コレクターなんて他にはいないから」

「打ちのめしてやる」

「どうやります？」

「一対一で油断させてから、踏ふみ込む。ベニーとマリカは扉とびらの前で待っていろ」

「大だい丈じよう夫ぶですか」と不安そうにマリカ。

「こちらがひとりになれば、向こうも少しは安心する。そこを突つくのだ」

「わかった。なにかあったら大声をあげてください」

「心配しすぎだ！　私を甘く見るな！」

「いや、ルアナ様。抵てい抗こうされるとかそういうことではなく……レティシアの可愛らしさには気をつけて」

「可愛らしさに気をつける、だと？」

「虜とりこになれば、逆に向こうに取り込まれる……つまり、懐かい柔じゆうされます。主人になったつもりで、実は相手の思い通りに動かされている……。歴史上、そういう女性のことを『傾けい城せいの美女』という」

「私をあなどるなよ！　ベニー！」

　ルアナは自信満々の表情だ。

「姫騎士これくしょんにかける私の情熱は本物。懐柔されるなどありえないのである！」

「そ、そこまで言うなら！」

「うむぅん！　ではいってくる！」

　と、ルアナはずんずんとレティシアの監かん禁きん部屋にひとりで入っていった。

「いいのか、いかせて」

　そう言ったマリカの顔は不安に満ちていた。

「ああなったらルアナ様は人の言うこと聞かないから……」

　ベニーはため息まじりに言った。




　──二時間後。




　部屋の中でふたりが話している気配はするが、少し静かすぎるのでベニーとマリカは心配でたまらなくなってきた。

　なにかまずいことになっていないか？

　少なくとも、ルアナが姫騎士を攻せめている気配がしない。

「ルアナ様は嫌いやがるだろうが……」

　ベニーはマリカのほうを見た。

「だな。背に腹はかえられない」

　ふたりは思い切って部屋に踏み込んだ。

　すると──

「……レティシアの太腿ってちょう気持ちいいのだ……」

「よしよし。リラックスしなさいな……」

　ルアナはレティシアのひざまくらで、いい子いい子と頭を撫なでられていた。

「どう見ても懐柔されとる──！」

　ベニーとマリカはその場ですっ転びそうになる。

「はっ！」

　ふたりの声に気づいて、ルアナも我われに返った。

　ばっとレティシアから離はなれる。

「いったい、私はこんなところでなにをしていたのだ……！」
















「おそろしい術を使うな、レティシアよ！　お前は魔ま女じよか！」

「第二王女です」

「自分の妹に命を狙ねらわれているわりには、余よ裕ゆうがあるな」

　ベニーがわざと意地が悪い口調で言った。

「それは……たしかに悲しいことです」

　さすがに、レティシアの表情が曇くもった。

　自分が危険な位置にいることは、忘れていなかったようだ。

「でも……」

　と、レティシアはすぐに気を取り直して言い返してくる。

「ココが頼たよりになる人を連れてきてくれると、信じていましたから」

　そう言った彼女の目は、あまりにもまっすぐでベニーには眩まぶしすぎた。

「ルアナさん、私にはあなたが姫騎士にこだわっている理由がなんとなくわかってきました」

「く……！」

　ルアナは眉み間けんにしわを寄せ、

「そんなことを言っていられるのも今のうちだけだ！　こうなったら、姫騎士陵りよう辱じよくにぴったりの残ざん忍にんな相手を連れてきてやる！」
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「俺が脅おどし役ですか？　気が進まないですが、まあ……命令なら」

　明らかに浮かない顔をしているのは、オークの軍人イアンだった。

「お前が話の通じるやつというのは我々はすでに知っているが……」と、ルアナ。「レティシアはちがう。少なくともオークは見た目が怖こわい。オークは言葉も使えないモンスターが圧あつ倒とう的てきに多いから先入観もある。それを利用するのである」

「……やってみます」

　そのときイアンはメガネをかけていたので、ケースに入れてポケットに片づけた。

「メガネかけてるところ、レティシアに見られてないだろーな、軍ぐん曹そう」

　ベニーが訊たずねた。

「見られてないよ」と、イアン。「戦せん闘とうになりそうなときは外してるからな。レティシアと会ったときは外してたはずだ」

「いけいイアン軍曹！」

　ルアナがびっと人差し指を立てて強く命じる。

「お前の強こわ面もてとオーク演技で、レティシアを恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落とすのだ！」

「オーク演技もなにも、オークなんですが……」

「オーク演技だよぅ。『本物』じゃなくて『本物っぽい』のが大事なんだよう」

　ルアナが妙みように甘えたような声を出した。

　言いながら、イアンの肩かたをポンポン叩く。

「はあ……」




　イアンはレティシアの監禁部屋に入っていった。

　ドアを少しだけ開けて、ベニー、ルアナ、マリカがこっそり様子をうかがう。ココの部屋の見張りには、カナタがつく。

「うぇ……へへへ」

　下品に笑うイアン。

　ああ、いきなり無理しちゃって、とベニーは思う。

「ルアナ様から、ニンゲンのオンナを好きにしていいって言われたぜ……！」

　と、イアンはレティシアににじり寄る。

　レティシアはきょとんとした顔で、首をかしげた。

「はい？」

「わからねえわけじゃねえだろ……！　オークのやり方を体で教えてやる」




「けっこういい感じではないか」

　覗のぞき見しながら、ルアナが小声でつぶやいた。

「でも耳が真っ赤ですよ、イアン軍曹」

　ベニーは冷や汗あせを流している。

「耳？」

「オークは皮ひ膚ふが緑や茶色なんで人間にはわかりにくいんですが、イアン軍曹は感情が顔に出やすいんスよ。特に耳。長い付き合いだからわかる。あいつ、めっちゃ恥はずかしがってる」




　イアンは、レティシアに迫せまったもののそこから先がよくわからなかった。

　そもそも、きれいな女性は苦手だ。オークには女性がいないのだ。

　女性に暴力を振ふるうのも苦手だ。

　性的な暴力など、もってのほかだ。イアンの倫りん理り観かんに反する。

　──で。

「オークは力加減が下手だからな……ぶっ壊こわれるかもな。せいぜい楽しませてもらうが」

　いくら下品な言葉を重ねても、手て詰づまりになってしまう。

「びびってるのがわかるぜ、お姫ひめ様さまよぉ……！」

「？」

　レティシアはまったく動じずに少し笑った。

「びびってなんかいませんよ？　それはあなたのほうではありませんか？」

「なに……！」

「鼻に、メガネをかけたあとが少しついてますよ」

「！」

　イアンはとっさに自分の鼻に手をやった。

　あちゃー、とベニーは声を出しそうになった。イアンが珍めずらしく動どう揺ようを隠かくせていない。──ルアナのときといい、レティシアには他人の心を読む特とく殊しゆな能力でもあるのだろうか？

「私を脅すために、無理に粗そ野やな振る舞まいをしているのですよね……」

　ここで、レティシアは切なげに目を伏ふせる。

「……そういうのは、よくないと思います」
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　レティシアの部屋から出てきたイアンは、廊ろう下かの隅すみっこに膝ひざを抱かかえて座り込んだ。

「捕ほ虜りよに……あんなお嬢じよう様さまに哀あわれみの目で見られた……ショックだ……」

「お、落ち込むなよイアン軍曹！」

　ベニーは必死に励はげます。

「向こうだって、必死に冷静に振る舞ってただけかもしれないじゃん！」

「そんな感じじゃなかったよ……レティシア様は」

「こら！」ルアナが眉まゆを吊つり上げる。「『様』をつけるな、敵に！」

「すみません、つい……心が乱れて……」

　イアンは、ぶつぶつと言い訳のようにつぶやく。

「そりゃ、たしかに俺はオークとしては少数派だけど……モンスターではありたくないと常に思ってるけど……あんなふうに……まるで子どもをあやすみたいな扱あつかいをされたら……さすがに部族の誇ほこりが傷つくというか……」

「インテリなのかオークなのかはっきりせい！」とルアナ。

「今の彼は傷心のインテリオークっすよ」とベニー。

「あのうー」

　ココの見張りについていたカナタが話しかけてきた。

「カナタか」ルアナが振り向く。「見張りはどうなっとる」

「ココは縄なわ抜ぬけもできないっぽいし、部屋には外から鍵かぎがかかってますよ。それより……」

　カナタはいつになく真しん剣けんな面おも持もちで言う。

「この休きゆう憩けい所に敵が近づいてきてます」

「なぜそれがわかった」

「ショーグン・アサシンは敵の殺気に敏びん感かんです。あ、敏感といえばあっちのほうも……」

「それはいいからさっさと続きを言え！」ベニーが怒おこった。

「あん、怒った顔もステキ……！　ええと、なんでしたっけ」

「敵が近づいてきたことがわかった理由だ！」ルアナも怒った。

「あ、はいはいそうでした！　殺気と、あとタバコの臭においです」

「タバコ？」

　この大陸でタバコといえば葉巻のことだ。特に軍隊で愛好者が多い。

「敵に喫きつ煙えん者がいたらしめたもんです。タバコは風下なら四〇〇メートル離れてても臭います」

「高い戦闘能力を持っていても、しょせんは金のことしか頭にない連中だな」

　と、ルアナはほくそ笑えむ。

「返り討ちにしてやろう」

「賛成できません……」と、イアン。さっきまで落ち込んでいたが、敵が接近と聞いた瞬しゆん間かん表情が引き締しまっている。

「なぜだ」

「敵の数がわからない。規模によっては、包囲されます。神聖集合性帝国方面に逃にげながら、相手の戦力がわかったところで反はん撃げき……でいかがでしょうか？」

「むう」

　イアンの慎しん重ちよう策が出た。

　攻こう撃げき的なルアナの趣しゆ味みではなさそうだが──

「それでいこう」

　意外なことにあっさり承しよう諾だくしてくれた。







　　　第七章
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　レティシアを襲しゆう撃げきした二刀流の女騎き士し──傭よう兵へい騎士──の名前は、アイシュワリヤーといった。機動力重視の動力鎧を身にまとい、褐かつ色しよくの肌はだを惜おしげもなくさらしている。

　アイシュワリヤーは、敵がレティシアだけではなくなったので予備兵力と合流した。まさかのときのためにとっておいた動力鎧傭兵騎士二〇名。分け前の問題もあるので今回は使う必要はないと思っていた連中だったが、そうもいかなくなった。

　また、同じタイミングでアイシュワリヤーの雇い主も追いついてきた。

「……逃のがした、と聞いて驚おどろきましたわ」

　サヴァナローラ家の第三王女、ラウドミア。

　赤毛でスレンダーな体型の美しい少女。朗ほがらかで優やさしい性格と評判の彼女……。しかしその裏には、姉たちを陥おとしいれる毒針を隠し持っている。

　髪かみの毛の色に合わせて、ラウドミアの動力鎧も赤い。

　圧縮した空気で移動する装置がついているので、彼女の動力鎧は足の部分が太く見える。

「ホバー」と呼ばれる新方式の高機動戦せん闘とうシステムだ。

「別べつ荘そうに泊とまると噓うそをついて私も出てきたからいいようなものの……」

　ラウドミアの武器は──槍やり。

　三段階に伸しん縮しゆくする、特殊な可変馬上槍。

　ラウドミアは、自分の部下──精せい鋭えいを選んだ親衛隊──を四人連れてきていた。

　全員、ラウドミアが使っている鎧よろいの量産型タイプを装着。

　武器も、馬上槍で統一されている。

「アイシュワリヤー傭兵騎士団……噂うわさほどの実力ではなかったのかしらね」

「予想外の敵と遭そう遇ぐうしました」

「ルアナ・ヘイスティングス……姫騎士を狩かる姫騎士。レティシアを自分のモノにしようとしているんでしょうけど、そうはいかない」

　ラウドミアは邪じや悪あくな微び笑しようを浮うかべた。

「お姉様は、このノーマンズランドで巨きよ獣じゆうに不覚をとって死亡──そういう筋書きになっているんですから」

「とりあえず、足止めと追つい跡せきのために八人を馬で先行させています」と、アイシュワリヤー。

「私たちも急ぐわよ。『例の罠わな』の準備は？」

「少し前に整っております」

「よろしい」

　と、ここでラウドミアはくんくんと鼻を動かす。

「ところで……あなた、とてもにおうわね」

「え……？」

　ラウドミアは、アイシュワリヤーが率いる傭兵騎士のひとりを睨にらみつけた。

　若い男だ。

　ラウドミアは一瞬で間合いを詰つめて、男に鋭するどいハイキックを食らわせた。

「──ッ！」

　ゴッ！　と乾かわいた打撃音が響ひびいて、その若い傭兵騎士は意識を刈かり取られて崩くずれ落ちる。

「タバコを吸うなら、任務が終わってからにしてくださいな。ここは巨獣の森……タバコの臭いは遠くまで届く」
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　ルアナ、ベニー、イアン、マリカ、カナタ、レティシア、ココ。

　七人はすべて馬で移動する。

　イアンが運んでいた大荷物は、もう必要ないので休憩所に置いていく。量産型の動力鎧も、最高速度では軍馬に劣おとるのでここで放ほう棄き。

　いつ追いつかれて敵と戦闘になるかわからないから、ベニーとココ以外の五人は、動力鎧を着込んでいつでもＯＮにできる状態だ。

　レティシアもココも拘こう束そくしない。いまここでふたりがルアナたちから離はなれることに、なんのメリットもないのは明らかだ。それがわかっているから、ルアナも純じゆん粋すいに戦力として期待している。「敵の敵は味方」というやつだ。

「ノーマンズランドは事実上の森林戦ッス」と、馬を走らせつつベニー。「広い道は、巨獣に遭遇する可能性が高いし、万が一先回りされたら待ち伏ぶせをくらう」

「草木が生おい茂しげった場所は目立ちにくいが、極きよく端たんに移動速度が落ちる」イアンが重ねるように言った。「移動には浅めの河かわ床どこや獣けもの道みち、涸かれ川を多用する」

「追手をまくためには」さらにベニーが続ける。「足あし跡あとをなるべく偽ぎ装そうすることや、移動の際に木の枝葉を折らないことなどがある。でも、今回はその暇ひまがない。もう敵が近い」

「夜戦なら他にも手があるんだけどな」とイアン。

「状じよう況きようが悪けりゃ悪いほど、少人数のほうに有利に働く」とベニー。

「……お前ら、ただの従騎士とオークじゃないな」

　感心したようにココが言った。

「今いま頃ごろ気づいたのかよ」

　ベニーは憮ぶ然ぜんとして答えた。

「帝国の監かん視し所に入れば一安心」

　そう言ったカナタは、ときおり馬を止めて動力鎧の力で飛び上がり、地形や敵の位置を確認している。長時間の飛行は生体蒸気の消しよう耗もうが激しいので、短く区切って使っていく。

　ノーマンズランドで道に迷うと大変なことになるので、飛行可能な彼女の存在はありがたかった。

「八人ほどぴったりついてきますね。まけません」

「馬をオトリにする手でどうですか」と、イアン。

　ルアナはさすがに勘かんが鋭くて、その一言だけでイアンがどんな作戦を立てたのか察した。

「それでいくか！」

　ルアナ、イアン、ベニー、マリカの順で、華か麗れいに馬から飛び降りた。

「馬を先に走らせて、伏ふせるぞ！」

　馬の尻しりを叩たたいて、それから自分は獣道の脇わきで木の陰かげに身を隠かくす。それを見て、カナタ、レティシア、ココも同じようにした。

　馬の蹄ひづめの音が遠ざかっていって、つかの間、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　──少しして。

　追手の馬が近づいてくるのがわかった。

　カナタが言っていた八人だ。

　こちらが伏せているともしらず、誰だれも乗っていない馬を追いかけている。

　ルアナをはじめとする動力鎧騎士たちは生体蒸気回路をオン。

　筋力増加機能を戦闘出力に持っていく。

　八人の敵を、横あいから急襲する。




　敵はすべて動力鎧騎士。

　ベニーはナイフを右手に構えて飛びかかって、馬上の敵に一撃。

　装そう甲こうの隙すき間まから、左の太ふと腿ももに刃やいばを突つき刺さしたのだ。

「うわっ」

　と、その男は慌あわてて馬から落ちる。

　ベニーは同じ男の右太腿にも一刺し。

「しっかり止血すれば助かるが、これ以上やるというならとどめを刺す」

「くっ……！」

　太腿からの出血を止めるために、その男は武器を捨てて、関節保護アンダーウェアで出血部分をきつく締めた。手の力を緩ゆるめれば、また血が派手に流れ出す。これでしばらく、動きがとれないはずだ。

　ココは、腰こしのベルトにさげていた一組の拳鍔ナツクルダスターを使った。

　スパイクつきの金具を拳こぶしにはめて、殴なぐる。

　強い打撃は、重装甲が相手でも効果がある。兜かぶとの内部で頭が揺ゆれれば、脳のう震しん盪とうが起きる。ナックルダスターは、マリカが使っているモーニングスター・メイスに効果が似ている、対騎士戦闘の武器だ。

　動力鎧騎士のほうが生身の人間より筋力や機動力では勝まさっているが、奇き襲しゆうの、最初の一撃ならばそれらの要素はあまり関係がない。

　ゴウン、と鐘かねを叩くような音がして、殴られた男は錐きり揉もみして馬から落ちていく。

　意外なことに、レティシアも強かった。

　医い療りよう騎士らしい、相手を傷つけない戦い方を心得ていた。

　錫しやく杖じようの紋もん章しよう部分を敵の足に引っ掛かけて、それを逃のがれようとする敵の力を利用して、華麗にくるりと投げる。

「一応痛くないようにやっているつもりなんですが……」

　アイキドーと呼ばれる古代武術を思わせる動きだ。

「ケガがあったら申し訳ありません」




　イアンは二刀流だ。

　しかし、いわゆる片手剣けんを二本振ふるうスタイルとは少し異なる。

　右手には怪かい力りきをいかすためのいかつい戦いくさ斧おのを、左手には防ぼう御ぎよ用の鉄刀を持つ。

　鉄刀には、刃がついていない。片手剣の形をしているだけで、ほぼ鉄の塊かたまりと言っていい。

　相手を斬きる必要がないから、とにかく分厚い。

　この鉄刀で敵の攻こう撃げきを受ける。

「ふんっ」

　動力鎧騎き士しの一撃を完全に受け止めて、びくともしない。

　ただ火花が散っただけだ。

　そのまま鉄刀で相手をぶん殴って、仕留める。

　イアンに右手の戦斧まで使わせるほどの敵は、少ない。

　ルアナもメタルウィップを振るう。

　マリカがモーニングスター・メイスで殴りつける。

　──八人を倒たおすのは一瞬だった。

「次に顔を合わせたら命はないぞ！」

　敵は、そこそこ痛めつけるだけで殺しはしない。ルアナは姫ひめ騎士をこれくしょんしたいだけで、人を殺したいわけではない。それに、負傷者は死体の三倍手間がかかるのだ。死体は片付ければそれで終わり。しかし、負傷者を回収したら敵は応急処置をしたり病院に搬はん送そうしないといけなくなる。状況によっては、生かしておくほうが敵にとっては重荷になる。




　ルアナたちは再び国境監視所への道を急いだ。

　だが──

　ノーマンズランドで少し騒さわぎ過ぎたのかもしれない。

　さっきオトリにした馬を捜している途と中ちゆう、巨きよ獣じゆうの一いつ匹ぴきが目の前に立ちふさがった。
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　その巨獣は明らかに機き嫌げんが悪かった。

　六本足で、亀かめのような頭が二本生えている。

　むき出しの牙きばを光らせる、凶きよう暴ぼうな亀。

　ちょっとした丘おかのようなサイズ──全長およそ一三メートル。

　巨大亀の目は血走っていて、よだれをポタポタとこぼしている。なにがあったのかはよくわからないが、とにかく気が立っている。

「やばいな、これは……」

　イアンがつぶやいた。

「対巨獣戦せん闘とうのコツは……」と、ベニー。「とにかく、足と頭だ。そこにダメージを積み重ねれば、なんとかなる」

「ベニーはいいことを言う」

　ルアナが大だい胆たん不ふ敵てきに笑った。

「なんとかなる。なんとかするのである」




　巨大亀が、そのサイズからは想像もできない高速で襲おそいかかってきた。

　ルアナたちはとっさに散開し、六本の足をかわす。

　ドスン！　と大きく重い音が響ひびいた。

　危うく、踏ふみ潰つぶされるところだった。

　大きい、ということにはただそれだけでプレッシャーがある。

　天敵を前にしたような、本能的な恐きよう怖ふに襲われる。

　しかし、ルアナたちはテクノロジーの恩おん恵けいを受けていた。

　生体蒸気、そして動力鎧の力。

　ルアナとカナタが、同時に飛んだ。

　長時間飛行は無理だが、ルアナの動力鎧も瞬しゆん間かん飛行が可能だ。

「ふっ！」

　上からだと、巨獣の頭部も狙ねらいやすい。

　カナタがまず、ナイフを投げた。

　ショーグン・アサシンである彼女は、体と動力鎧のあちこちに百本近い投げナイフを装備している。

　カナタの投てき術は大したもので、二秒で八本も投げることができる。しかも、すべての投げナイフがクロスボウ並みの威い力りよくを有しているのだ。

　ドスドスドスッ、と突き刺さり、何本かは巨大亀の目にも突き刺さった。

　いきなりの的確な反撃に、巨大亀も悲鳴をあげた。

　もうひとつの頭部を狙って、ルアナが高速でメタルウィップを叩きつける。コンパクトに、鋭するどく振って連続攻撃を行う。

　特とく殊しゆな鞭むちが、巨大亀の肉をえぐった。

「──ッ！」

　怒いかり狂くるった巨大亀は、凄すさまじい勢いで突とつ進しん。

　体当たりを仕掛ける。

　速いし、大きい。

　これを避よけるのは難しく、イアンが吹ふき飛ばされてしまった。

「がっ！」

　いくら普ふ通つうの人間と比べたら圧あつ倒とう的てきに大きいイアンでも、ノーマンズランドの巨獣と比べたら虫のようなものだ。

　イアンは軽々と数メートルは宙を泳ぎ、森の大木に叩きつけられた。

　さらに、巨大亀は急激に半回転した。

　二本の首と六本足だけではない。

　そいつには長い尻尾までついていた。

　その一撃に、マリカが吹っ飛ばされる。

「くっ！」

　イアンもマリカも命に別状はないようだが、ダメージは重くすぐには立ち上がれない。

　瞬間飛行しかできないルアナが着地した。

　着地の直後は比ひ較かく的てき隙が多い。

　そこに、巨大亀が突っ込んでいく。

　──まずい！

　ベニーが飛び出した。

　ルアナの動力鎧は高性能だ。

　いくら相手が巨獣とはいえ、一撃で大ケガを負わされることはないだろう。

　──だがしかし。

　ベニーにとってルアナは大事な主君だ。

　こんなところで、変なケガをしてほしくない。

　ベニーは巨大亀とルアナの間に割り込んで、ジャンプした。

　素す手でだ。

　武器を構える気配も見せない。

　空中で身をひねり、ネジのように柔じゆう軟なんに手首を回し──

　右の掌しよう底てい打だを突き出す。

「なっ……!?」

　自分より圧倒的に大きな敵に、素手の一撃。

　レティシアやココは啞あ然ぜんとした。

　意味のある行動とは思えなかった。

　ベニーの掌底打が、巨大亀の胴どう体たいに直撃する。

　巨大亀はびくともしない──かに見えたが、次の瞬間。

「！」

　パアン！　と何かが割れるような音がした。

　ベニーは危なげなく着地し、巨大亀は急に足を止めて動かなくなる。

　不気味なうなり声を発しつつ、巨大亀は口から泡あわを吹いた。

　それだけではない。

　ふらつき、びくびくと巨体が痙けい攣れんし、最終的には崩くずれ落ちた。

「しばらく目を覚まさない。ほっときゃいいだろう」

　ベニーは平然と言った。

「ケガはないっすか、ルアナ様」

「いつもながら、見事な技わざの冴さえよ」

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」

「今の技……」

　と、ココがベニーに驚おどろきの表情で話しかける。

「生体蒸気を肉体から直接放ったのか──？」

「そんな感じなのかね」

　と、ベニーはごまかすように言った。

「俺も少しは武術を使う。人よりは古代武術にも詳くわしい」

　さらにココはベニーに食い下がる。

「それはまさか──」

「ベニー様あああぁ！」

　いきなり、カナタがベニーに抱だきついた。

「かっこいい！　あんな巨大亀をワンパンなんてさすが！　マジパネェ！」

「うるせえなお前は！」

「そこ、じゃれてないでマリカとイアン軍ぐん曹そうの具合をみるぞ！」

　と、ルアナが怒ど鳴なる。

　マリカはなんとか一人で歩けるほどに回復していたが、イアンの腰こしの骨にはヒビが入り、足首もひねっていた。

　いくらオークは人間よりも頑がん丈じようといっても、このままだと移動に支障が出るだろう。

「すみません……」

「いや、あんな巨獣を相手によくこの程度ですんだものだ……」

　と、マリカが言った。

　彼女も巨大亀に吹き飛ばされたが、動力鎧の防ぼう御ぎよ力に助けられていた。

「私におまかせを」

　レティシアがイアンに近づいた。

「姫様！」ココが悲鳴に似た声をあげる。

「医い療りよう騎き士しの出番です」

　と、レティシアは微笑ほほえむ。

「あ、いや……俺は平気だから」

「遠えん慮りよせずに」

　レティシアはイアンの負傷箇か所しよに手を当てた。

　生体蒸気回路が出力を上げて、プシューと音を立てる。

　レティシアの手が火花に似たものを散らした。

　知らない人間には、鍛か冶じ師の仕事に見えるだろう。

　いわゆる治ち癒ゆ魔ま法ほう──生体蒸気を負傷者に送り込んで、ケガの再生速度を急激に速めているのだ。

　レティシアは、他人と生体蒸気の波長を合わせるのが特に上う手まい。その証しよう拠こに、普通ではありえない速度で骨のヒビが修復され、足首の捻ねん挫ざも治る。

「これはすごい……」

　誰だれよりも、イアンが驚いていた。

「よかったです……！」

　と、レティシアはイアンの手を握にぎって喜ぶ。

　その瞬間、イアンは完全に照れた。

　顔を真っ赤にして、慌あわててレティシアの手を振ふり払はらう。

「あら」

　レティシアは無む邪じや気きな表情だ。ココがハラハラと心配している。

「さ、先を急ぎましょう……！」

　イアンは決して女性の扱あつかいが得意なタイプではないが、ここまで照れるのは珍めずらしい。

　おやおや、とベニーは思った。
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　訓練された軍馬は、軍用犬ほどではないが人間に忠実だ。少し乗り手が離はなれても、よほどのことがない限り必ず戻もどってくるものだ。

　巨きよ大だい亀がめとの戦せん闘とう後、ルアナたちは比較的あっさりオトリにした軍馬を見つけることができた。むしろ、馬のほうがルアナたちを捜していたくらいだ。再び騎乗して、帝てい国こく側国境に向かって走りだす。

　ずっと追手のことを警けい戒かいしていたが──

「拍ひよう子し抜ぬけッスね」

　ベニーは言った。

　帝国のノーマンズランド監かん視し所に到とう着ちやくしたのだ。

　つまり、もう神聖集合性帝国領だ。

　サヴァナローラ家──汎南方連合王国ＰＳＵＫも、迂う闊かつには手が出せなくなった。

「にふふ」

　と、ルアナがいやらしく笑う。

「レティシアよ。これでお前の命は助かった、が……ここからが私の腕うでの見せどころよ」

「そうでしょうか？」

　レティシアは浮うかない顔だ。

「ラウドミアが、この程度で諦あきらめるわけがありません」

「この程度もなにも……」

　少しむっとした様子のルアナ。

「このルアナ・ヘイスティングス。よりによって帝国の領内でＰＳＵＫの人間に不覚をとるわけがない」

「ラウドミアとやらが下手に動いたら、外交問題ですよぉ」と、カナタ。

「これ以降、もしもラウドミアが手を出してくるとするなら……」イアンが言う。「証拠を残すわけにはいかないから、俺たちを皆みな殺ごろしにするしかない。もちろん、それを帝国領内でやるのはほぼ不可能だ」

「ラウドミアは、自分の本ほん性しようを隠かくすのが本当に上手い……いつも演技をしています」

　レティシアは続ける。

「幸運が重ならなかったら、私もあの子に騙だまされていたでしょう……。目的のためには手段を選ばない娘むすめ。きっと、こちらが想像もしていなかったような手を打ってくるはずです」

「一応、用心はしよう」

　と、ルアナは乗馬用の鞭むちでレティシアを指し、

「しかし、帝てい都とオールドブラーに着いたらなにをされるのか……楽しみにしておけ！」

「ふふふ。『地じ獄ごくのルアナ軍団』の名は伊だ達てではないのだ！」

　カナタが虎とらの威いを借る狐きつねのように胸を張って言った。

　思わずベニーはつっこむ。

「地獄の、ってなんだよ！　そんなの名乗ったことねえよ！」

　カナタは媚こびた様子で首をかしげ、

「かっこよくない？」

「よくない！」イアンが心底嫌いやそうに言う。「安っぽい悪役みたいだろ！」

「そうか、私は気に入ったぞ」

　ルアナから鶴つるの一声が出た。

「『地獄のルアナ軍団』……姫ひめ騎き士しこれくしょんのために作った私兵部隊にふさわしいネーミングなのである」

「え、これそういう部隊だったの!?」カナタが驚く。

「お前は今まで一いつ緒しよに行動しててなにを聞いてたんだよ！」ベニーは怒鳴る。







　　　第八章
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　監視所の所長をはじめ、兵士たちは名門の跡あと取とり娘むすめが無事に帰ってきたことを喜んだ。

　改めて、ここでレティシアとココを捕ほ虜りよとして拘こう束そく。

　あとは、駅のある都市まで馬で移動して、生体蒸気機関車で帝都に帰き還かんすれば今回の姫騎士これくしょん・ミッションは完かん了りようとなる。

　明日あしたは長ちよう距きよ離りの移動だ。

　それに備えて、今夜はゆっくり監視所に一いつ泊ぱくして休養する。

　──ベニーは、イアンと一緒に風ふ呂ろに入っていた。

　岩のくぼみを使った、天てん井じようのない大浴場──露ろ天てんの岩風呂だ。

　近くに熱湯の湧わく場所があり、そこからかけ流しの水路が構築してある。

　女性陣じんは、監視所のみなが用意したささやかな祝しゆく宴えんに出席していて忙いそがしい。ベニーもイアンも宴席のたぐいはそれほど得意ではないので、早々に抜けだして湯船につかって気分をリフレッシュしている。

　なんだかんだで、疲つかれていた。

「俺は上がる」と、イアン。

「もうか」

　入って、まだ五分ほどだ。

「こんなもんだ。じゅうぶんさっぱりした」

　オークは風呂嫌ぎらいが多い。嗅きゆう覚かくは人間より鋭するどいらしいのに、なぜかそうなのだ。

　イアンは風呂嫌いではないが、早風呂だ。

「俺はもうちょっとのんびりする」

「わかった」

　イアンが岩風呂から出ていった。

　ベニーひとりだ。

　ノーマンズランドが近く、周囲に人工の建物や照明が少ないからだろう。夜空が恐おそろしいほど鮮せん明めいだった。これほど美しい空なら、星をひとつひとつ数えていってもそんなに退たい屈くつではないだろうな、とベニーは思った。

　岩でできた浴よく槽そうの感かん触しよくが心地ここちいい。湯の温度もちょうどよく、芯しんまでほぐされるようだ。

　レティシアとココがこれからどうなるのか──。そのあたりはまあ、どうでもいいといえばどうでもいい。ベニーとしては、ノーマンズランドに入ってもルアナが傷ひとつなく帰還できたことのほうが重要だった。

「あとは、列車に乗り込めば……」

　そう独りごちたところで、ベニーは眉み間けんにしわを寄せる。

「……誰だ」

　岩風呂の出入口でドアが開く気配がした。

　なにかが近づいてくるが、足音はまったくない。

　こんな隠おん密みつの技わざが使えるのは──

「カナタだろ！」

「てへぺろ！　さっそくバレちった！」

「バレちったじゃねえよ。お前以外いねえよ！」

　監視所の岩風呂は、基本的には混浴だった。利用者が少ないし、そもそもこの監視所には女性がほとんどいないのでそれで問題なかったのだ。

　カナタはさすがに全ぜん裸らではなく、水着姿だった。

「さすがベニー様！　足音は出してないはずなのに！」

「お前からは変な気配が出てるからわかる」

　ベニーにそう言われると、カナタはぽっと頰ほおを赤らめて、

「それって……相思相愛……？」

「どうしてそうなるんだよ！」

　ベニーは、少し前に、カナタが忍しのび込んできたのにまったく気づかなかったときのことを思い出していた。ヘイスティングス家の、屋根裏部屋での話だ。あのときは、間近でひとりＳＭプレイの準備までされたのにベニーはぐっすり眠ねむっていた。それに比べると、今日はだいぶ調子がいい。

　ノーマンズランドでの戦いを経て、ベニーもちょっとは昔の勘かんが戻ってきたようだ。

　カナタの水着は、普ふ段だんの衣い装しようと同じ黒色だった。

　紐ひものような布地が、おなかのあたりでクロスしている。黒い水着が引き締しまった体に食い込んで、胸やおしりを卑ひ猥わいに変形させていた。

　ベニーは、カナタの水着姿に緊きん張ちようした。

　カナタは、その隙すきを見み逃のがさなかった。

　間合いが詰つまって、カナタはベニーに倒たおれこみ、湯船のなかでもつれ合う。

「ぷはっ」

　一度カナタに沈しずめられたベニー。

　なんとか彼女を押し返して、肩かたをつかんで向かい合った。

　向かい合って、そして──見つめ合った。

「……大好き、ベニー」

　いつもとは少し違ちがうカナタだった。真しん剣けんで、やや思いつめた感がある。

「カナタ……」

　星空の下、湯船につかってふたりきり。

　静せい寂じやくに耐たえられず、ベニーは訊たずねる。

「……お前、俺のどこがいいの？」

「昔、命を助けてくれた」

「それだけ？」

「ショーグン・アサシンは修しゆ羅らの一族」

　カナタの瞳ひとみが潤うるんで微かすかに輝かがやく。

「あなたの修羅にも、ひかれるの」
















「…………」

　カナタはベニーに顔を寄せていく。

　唇くちびると唇が近づいていく。

　そして──

「今のセリフは、かなりグッときた」

　ベニーはカナタの頭をつかみ、

「でも、俺はのんびりしてるんだよ！　帰れ！」

　思い切りひねって、投げた。

　ザッパーンと大きな音を立てて、カナタは岩風呂でひっくり返される。

「ううう～、ベニー様の難なん攻こう不ふ落らく！」

「褒ほめ言葉だな」

　──危ないところだった。

　カナタのような変な女に手を出したら、あとあと厄やつ介かいなことになると決まっているのだ。そもそも、ベニーはルアナに忠誠を誓ちかった身。自分の恋れん愛あいのことなど後回しでいい。
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　──翌朝、ルアナたちは監かん視し所を発たった。

　馬車の荷台に拘束したレティシアとココを転がして、列車の駅を目指す。

　ルアナとマリカが馬で移動。

　ベニーとイアンは、レティシアとココを乗せた馬車の馭ぎよ者しやを務める。カナタは、馬車の荷台に乗り込んで捕虜を見張る。

　乗った人数が多いぶん、馬車をひく馬が疲れやすかった。

「馬車馬の呼吸が荒あらいのう」

　ルアナが、馬車と並へい走そうしながら言った。

　ベニーが答える。

「馬車の荷台には捕虜だけでなく、動力鎧も積んでるッスからね。来たときよりも足が重くなるのは仕方ない」

　駅のある都市に向かう途と中ちゆう、ルアナたちは小さな村を通りかかった。

　大きな宿屋を中心に、鍛か冶じ屋やや食事処どころが集まっていて、普通の民家はとても少ない──典型的な旅籠はたご村だった。旅人が何泊かしてから通り過ぎるだけの村だ。

　村全体に、肉料理のいい匂においが漂ただよっている。空腹には効果的な宣伝だ。

「時間も微び妙みようだし、今晩はここで一泊でどうでしょう」

　ベニーは提案した。

「よかろう！」と、ルアナ。

　村で一番大きな宿屋に泊とまることになった。




「いらっしゃいませー！」

　三階建ての大きな宿屋だ。入るなり、元気のいい看板娘むすめが笑え顔がおで迎むかえてくれた。

　レティシアとココも連れて行く。ふたりは後ろ手に縛しばられているが、マントをかぶせて怪あやしまれないようにしてある。

　宿屋の一階は、受付・酒場・食堂。

　もう夕方なので、酒場には一〇人近い旅人がいた。

　誰だれもが、大きなグラスで酒を飲んでいる。

　受付には、屈くつ強きような中年男が立っていた。

「部屋を最低でも三つは借りたい」

　ベニーは受付の男にそう話しかけた。

「見たところ、高貴なお客様のようですが……こんな宿でよろしいのでしょうか？」

「旅の途中だ。問題ない」

「三部屋なら大だい丈じよう夫ぶです。四部屋はちょっと……」

「それでいい」

「食事は部屋に届けてくれ」

「わかりました。苦手な料理はありますか？」

「ないと思う。とにかく美う味まいやつ」
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　ルアナとマリカの部屋。

　イアンとベニーの部屋。

　捕ほ虜りよと、それを見張るカナタの部屋。

　それで三部屋だ。すべて三階だった。

　宿屋の使用人たちが、それぞれの部屋に料理を運んだ。肉も酒もたっぷりと。

　運び終えた使用人たちが一階に戻もどると、そこで戦せん闘とうの準備が始まっていた。

　酒場の旅人たちは、すべて傭よう兵へい騎き士しだった。旅人のふりをしていただけだ。手て際ぎわよく動力鎧を着込み、武器を点検する。

　旅人だけではない。この宿屋の使用人、この村の住民──すべてが、傭兵騎士団長アイシュワリヤーの部下と入れ替かわっていた。

　アイシュワリヤーたちはノーマンズランドでルアナたちに追いつくのを早い段階で諦あきらめて、先回りに専念した。

　帰り道に通るであろう旅籠村に目をつけて、アイシュワリヤーたちは帝てい国こく側監視所から派は遣けんされてきた兵士のふりをして警告した。

「巨きよ獣じゆうが一いつ匹ぴき境界線を越こえて迷い込んだ、とても危険なので避ひ難なんが必要だ」と。

　村が戦場になるかもしれないので迷めい惑わく料だ──そんな理由をつけてそこそこの金を渡わたすと、村民たちは疑いもせずに街に避難していった。

　ルアナたちの部屋に届けた料理には、すべて麻ま痺ひ毒が混ぜてある。口をつければ、少量でもすぐに効く。心臓が弱いものが服用すれば命にかかわるほど強力な薬だ。無味無む臭しゆうなので、最初から疑っていない限り気づくはずもない。

　アイシュワリヤー、そしてラウドミアも戦闘準備が整っていた。

　二刀流のアイシュワリヤー。その部下が二〇名。

　ホバー式動力鎧に伸しん縮しゆく式馬上槍やりのラウドミア。その親衛隊が四名。

「そろそろ食べ物に口をつけて、薬が効いてきたころでしょう」

　アイシュワリヤーが言った。

「でしょうね。一気に全員とらえてしまいましょう」

　と、にっこり笑顔のラウドミア。

　──そのときだった。

　二階の階段から、傭兵騎士団が集まった食堂に何かがころころと転がってくる。

「……ん？」

　導火線がついた真っ黒いボール状の、なにか。

　ラウドミアやアイシュワリヤー、そして数人の勘のいいものはすぐに飛び退のき、伏ふせた。

　黒いボールは爆ばく発はつした。




　爆発の威い力りよくは調整されていて、人体がバラバラになったり建物が吹ふっ飛ぶようなことはなかった。しかし、爆風のショックで一気に一〇名以上が気絶した。意識はあっても、立てなくなっているものもいた。

「小こ賢ざかしい手を使いおるのう」

　ゆうゆうと階段から降りてくる人ひと影かげ──ルアナだ。

「圧縮した生体蒸気と錬れん金きん術じゆつの浄じよう化か銀ぎん（雷らい酸さん水銀）を組み合わせたショーグン・アサシン秘伝の破は裂れつ玉だよぉ」

　カナタが言った。

　マリカ、ベニー、イアン。

　さらにレティシアやココもそろっている。

　ルアナ、マリカ、カナタ、レティシアは動力鎧を装着済み。

　それぞれ武器を構え──ベニーだけは素す手でだ──ラウドミアたちを見下ろしている。

「なぜ、お前ら……！」

　アイシュワリヤーは困こん惑わくの目で叫さけんだ。

「肉料理は失敗だったな」

　ベニーが言った。

「おおかた、先回りする途中、ノーマンズランドで野生動物を何匹ひきか殺したんだろう。で、それで料理を作って俺たちを待ち伏せていた。肉料理のいい匂いで、俺たちに一服盛るためだ。でもこっちは、このあたりでは食肉の確保が難しいことを知っている。監視所の兵士たちが牛ヒレ肉を確保していて驚おどろいた記き憶おくがあってな……」

「な……！」

「酒場なのに酒の臭においがしないのもダメだよ」と、イアン。「まあ、これから戦闘になるから本物の酒は飲めないよな。水をくんで、それで酔よっ払ぱらったふりをしてたんだろ？　涙なみだぐましい努力だけど、バレバレだ。あ、ちなみにオークの嗅きゆう覚かくは人間の三倍な」

「ラウドミア……」

　レティシアが、悲しげにつぶやく。

　ラウドミアは凶きよう暴ぼうに笑い、

「……レティシア姉様、なかなかやりますわね」

「もう、やめましょう、ラウドミア。ルアナ様たちは、とても強い。あなたがかなう相手ではありません」

「うわはははは！」

　とルアナが大たい笑しようした。

「もっと言ってやれ、褒めていいぞ！」

「破裂玉の奇き襲しゆうには驚いたが、まだ人数ではこっちが勝っている！」

　ラウドミアが叫んだ。

　それに合わせて、まだ意識がある傭兵騎士や親衛隊はルアナたちに襲おそいかかっていく。
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　カナタの破裂玉で戦線離り脱だつせずにすんだのは、アイシュワリヤーの部下が一〇人、ラウドミアの親衛隊が三人。ラウドミア側の戦力はほぼ半減した形だ。

　それでも、ルアナたちはレティシアやココを含ふくめても七名しかいない。だからこそ、ラウドミアは「押しきれる」と判断したのだ。

「甘く見られたものだな！」

　ルアナが吠ほえた。

　生体蒸気回路が全開。彼女の特別な動力鎧──スキュラクロウが、地じ獄ごくの底から響ひびくような重低音のうなり声をあげる。

　ルアナの武器は、金属ブロックをつないだメタルウィップ。

　相手が多いので、メタルウィップを分離した。

　二本のショート・メタルウィップを、左右の手に構えて、振ふり回す。

　ただ闇やみ雲くもに振り回すのではない。

　それぞれの鞭むちが、独立した意志を持った軟なん体たい動物のように敵に襲いかかる。

　衝しよう撃げき波はをともなう、凄すさまじい高速で。

　アイシュワリヤー配下の傭兵騎士ふたりが、胸を強打されてほぼ同時にひっくり返った。

「もう本当にさいっこうですルアナ様！　強い！　美しい！」

　と、マリカが大声で言う。

「そちらの人数は指揮官も含めて一三人！」

　今ではルアナによってこれくしょんされているマリカ。

　しかしかつては、テスタニア王国、竜りゆう巣そう騎士団最強の動力鎧騎士だった。

　彼女ひとりで、並の動力鎧騎士一〇人に匹ひつ敵てきする戦力なのだ。

　二本のモーニングスター・メイスを、巧たくみに使う。右のメイスで敵の防ぼう御ぎよを崩くずし、左のメイスを腹に打ち込む。あっという間にひとり倒たおした。

「これで残り一二人だぞ！」




　カナタも果か敢かんに敵中に飛び込んでいく。

「にょほほほ」

　と変な笑いで敵を挑ちよう発はつしつつ、猛もう烈れつな勢いで投げナイフをばらまく。

　高速機動型動力鎧と投げナイフの組み合わせは意外なほど相あい性しようがよく、アイシュワリヤーの部下たちはいいように翻ほん弄ろうされた。

　敵を混乱させてから、

「いっくようー」

　カナタはアサシン・ブレードを抜ぬいた。

　ショーグン・ブレードと呼ばれる武器がある。反りのある美しい片かた刃ば剣けんだ。現在、本物のショーグン・ブレードを製造できる鍛か冶じ師は大陸全土にほんの一〇人程度だという。屋内でも戦いやすいように、短めに作ったショーグン・ブレードは、特別にアサシン・ブレードとされる。それが、カナタの主武器だった。

「ふっ！」

　カナタのアサシン・ブレードが一いつ閃せん。

　すれ違ちがいざまに、敵がまとった動力鎧の生体蒸気チューブを切断。

　致ち命めい傷しようは与あたえずに、確実に戦闘能力だけを奪うばっていく。

　カナタは、命を奪うことへの抵てい抗こうが薄うすい。自分の命さえも、それほど大事にしているとは言えない。個人的には敵はいくら殺しても胸は傷いたまないが、ルアナやベニーがそれを嫌いやがるのでそうしない。




　動力鎧騎士と正面からぶつかるのは厄やつ介かいなので、ベニーとイアンは二人組で行動する。

「よっ、と」

　まず、ベニーが敵の膝しつ関かん節せつを狙ねらって、足の底で直線的に蹴けった。

　それを食らった敵は、膝ひざ頭がしらの骨を抜かれたように体勢が崩れる。

　まるで、足を使った「関節技わざ」のような、見事なローキックだ。

「ほいきた」

　と、崩れた相手にイアンが突つっ込む。

　右手に戦いくさ斧おの、左手に鉄刀。

　戦斧で胴どう体たいをまっぷたつ──にするといくら傭兵騎士とはいえさすがにかわいそうなので、鉄刀──ほぼ鉄の塊かたまり──で腹部を強打して倒す。

　鉄刀で腹部を打たれると、一時的に呼吸が停止し、気を失うこともある。

　ベニーが敵の動きを止めて、そこにすかさずイアンが怪かい力りきの打撃を叩たたき込む──

「イアンの腕うでが鈍にぶってなくて安心した」

「こっちのセリフだ」

　国境警備隊時代に培つちかった、息のあった完かん璧ぺきなコンビネーションで、敵を確実に仕留めていく。




「レティシア様……！」

「ココ、私は大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ラウドミア側にとって最も重要な標的はどう考えてもレティシアだった。

「私はアイキドー系の杖じよう術じゆつが使えます。自分の身くらいは自分で……」

「そうはいきませんよ！　なんのために俺がいるんだかわからなくなる！」

　長剣を振りかぶって傭よう兵へい騎き士しが襲いかかってきた。

　ココは、その長剣をナックルダスターで打ち弾はじく。

　ギンッ！　と派手に火花。

　パワーは動力鎧をつけた傭兵騎士のほうが上だったが、ココは力の使い方が上う手まかった。傭兵騎士の長剣は、軸じくをずらされて床ゆかに突き刺ささる。

　そうやって傭兵騎士の上半身が無防備になったところに、ココは腰こしをひねって正せい拳けん突き。

　ズドンと大きな音がして動力鎧にひび割れが走る。

　ココはナックルダスターをつけた拳こぶしを連打。

　動力鎧が変形するほど殴なぐって、とどめは──

「ふっ！」

　跳とび上がって、体をひねり、足を斧のように振るう。飛び後ろ回し蹴りだ。

　蹴られた敵がぐるぐると回転しながら吹ふき飛ぶ。

「ココは強いですね……動力鎧を着ればいいのに」

「俺の身体能力に釣つり合う動力鎧を作るのが大変らしいです」

　レティシアとココは積極的に攻こう撃げきに出たりはしなかったが、どのみちラウドミア側が完全に押されていた。
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「邪じや魔まをするなぁあああ！」

　ラウドミアが絶ぜつ叫きようした。

　彼女の動力鎧の特性──軽く地面から浮うき上がり、高速で移動するホバー。

　屋内なので、ラウドミアは自分の伸しん縮しゆく式馬上槍やりを一番短い状態──およそ一メートル五〇センチ──にセットした。

　そして、ルアナに向かって突っ込む。

　ラウドミアの馬上槍ホバー突とつ撃げきは、ルアナたちの想像をはるかに上回る鋭するどさだった。

「な──！」

　少し危ないと考えて、ベニーやマリカが女主人をかばいにいこうとしたが、他の敵が邪魔だった。間に合わず、ラウドミアの槍がルアナに届く。

「く！」

　ルアナはスキュラクロウの瞬しゆん間かん飛行機能を使った。階段から飛び上がり、ラウドミアの攻撃を間かん一いつ髪ぱつでかわし、酒場のカウンターに避ひ難なんする。

　ラウドミアの親衛隊はこれを好機と見た。

　残った三人が、それぞれ馬上槍を構えてホバーで突撃する。空気が震ふるえる。

　轟ごう音おん──そして火花。

　三本の馬上槍のうち、二本はショート・メタルウィップで打ち弾いた。

　しかし──

「しまっ──」

　防ぎそこねた一撃が、ルアナの右みぎ肩かたをえぐった。

　装そう甲こうの一部が砕くだけて、鮮せん血けつが散る。

「く！」

　ルアナは右手のショート・メタルウィップを取り落とした。

　深々と突かれた傷をかばって、うずくまる。

「やった──！」

　ラウドミアが歓かん声せいをあげた。

「一番優すぐれた私こそが、サヴァナローラ家の当主にふさわしいッ！」

　その瞬間、

「よくも──」

　ベニーの目つきが、いつもよりもさらに悪くなった。

　死んだ魚の目、ではない。

「ルアナ様に──傷を」

　人殺しの目に。

　はっとしてレティシアの顔が青ざめた。

「ラウドミア！」

　レティシアが必死に叫さけぶ。

「急いで降伏して全力で謝りなさい！　私ではなく、彼に！」

「はっ！」

　ラウドミアはレティシアの忠告を笑い飛ばす。

「どうして！　ようやくこっちが押しているのに！」

「ラウドミア！　あなたはもう勝てない、どう負けるかだけよ！」

「自分は甘っちょろい医い療りよう騎士のくせに、どうしてそんな言い草が……」




　異母姉妹しまいの会話を遮さえぎるかのように、打撃音が響ひびいた。




「手加減してたわけじゃないんだが……」

　ベニーがアイシュワリヤーの部下をひとり吹き飛ばし、さらに──

「この武術を使うとあとあと面めん倒どうなことになるんだ。狙ってるやつが多くてね」

　一瞬で移動して、ラウドミアの親衛隊をひとり打ちのめした。

　やられたものは、口から血の混じった泡あわを吹いている。

　なにが起きたのか、ラウドミアには一いつ切さい理解できないほどの素す早ばやさだった。

「こいつ……！」

　やばいことになっている。

　それに気づいたアイシュワリヤーが、二刀流でベニーに斬きりかかった。
















「なんなんだ、お前……！」

　アイシュワリヤーの剣けんを、ベニーは手刀で打ち弾く。

　手で受けたのに、傷ひとつなく、ただ火花のみが散った。

「失われた武術……『気功』だな！」

　アイシュワリヤーがうめく。

「攻撃に使うのは内ない家か拳けんの発はつ勁けい。しかし、今、刃やいばを受け止めたのは硬こう気き功こうという」

　ベニーは、右手を長く伸のばし、腰を低く落とす──失われた武術ロスト・ウーシユーの構えをとった。

　動力鎧を介かいさず、生体蒸気を直接肉体から放つ特とく殊しゆ武術。

　その使い手は、もう完全に途と絶だえたものとされていた。

　ベニーが言った通り、この技術を狙うものは多い。

　むやみに見せびらかすようなものではない。




　今では思い出すことも難しいが、かつてはベニーも豪ごう邸ていで暮らしていた。

　ごく普ふ通つうのお坊ぼつちゃんで、体を使うことはすべて苦手だった。

　しかし、両親が事故で死んで、遺産狙いの親しん戚せきに騙だまされて幼いベニーはバッドランドに捨てられた。

　世間知らずの弱っちい子どもが、怪かい物ぶつだらけの異常な世界でひとりぼっち。

　森で、なにを食べていいのかもわからない。知識はあっても、力が弱すぎて火をおこすこともできない。死ぬのは時間の問題だった。

　でも、死ななかった。

　ベニーはバッドランドで「失われた武術」の使い手に出会った──
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　──昔の話だ。

「陸軍なんかやめて私の従騎士になれ」

　と声をかけてきたのがルアナだった。

「あ……？」

　そのとき、ベニーは国境警備隊にいた。

　ルアナは、皇こう帝ていから直々の命令を受けて最前線の視察にきていた。

　そして──タイミングが悪く、バッドランドからの大攻勢があったのだ。国境警備隊の砦とりでが陥かん落らく寸前まで追い詰つめられて、結局ルアナまでもが戦った。激しい戦いになって、ギリギリのところで人類側が守り切った。




　ベニーは、壁かべに寄りかかって休きゆう憩けい中だった。その足元には、バッドランドの怪物たちが数十体も転がっていた。怪物たちはいずれもバラバラに近い状態で、あたり一面に内臓が散乱していた。血の海のなかで、ベニーは「いったいいつまでこんなことをやっているんだろう」という顔をしていた。

「陸軍なんかやめて私の従騎士になれ」

「あ……？」

「聞こえなかったのか？　私と一いつ緒しよに来い」

「帝てい都との名門貴族様が、こんな下したっ端ぱ相手になにを言ってるんだか……」

「自分を卑ひ下げするな。お前には、こんな血だまりよりも相応ふさわしい場所がある」

「……場所？」

「死んだ魚の目がとてもいい。その人相の悪さは私の計画にちょうどいい」

　ひどい誘さそい文句だとは思ったが、楽しそうだったのでベニーは引き受けた。

　自分でも嫌きらっているこの目つきを、生まれて初めて他人に褒ほめられたのだ。




　ベニーは、最強の姫ひめ騎き士しとされたルアナの母親が、ルアナの目の前で無残な殺され方をしたのを知っている。

　ルアナはこうも言った。

「ベニー。私たち、ちょっと似てると思わないか？」

　たしかに、共通点はある。ふたりとも、苦しいとはどういうことか、悲しいとはどういうことか、よく知っている。体で知っている。

　──ルアナの言葉が、なんだかすごくうれしくて。

　ベニーは、いつの間にかルアナにどこまでもついていこうと決意していた。

　幸運なことに、ベニーとルアナが出会った日の大攻勢を境にバッドランドの勢いが目に見えて弱くなり、国境警備隊にも余よ裕ゆうが出た。そのおかげもあって（もちろん、王位継けい承しよう順位を持つルアナの引きが強かったというのもあるが……）ベニーは円満に陸軍を辞やめることができた。

　──ルアナを傷つけるものは、相手が何者であろうと許さない。
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　アイシュワリヤーが左右の剣で立て続けに斬りつける。

　ベニーは円を描えがくように滑なめらかに手を動かし、剣の威い力りよくをことごとく受け流す。

　ベニーの手は、本気をだすと、刃は物ものに触ふれれば金属質な音を立てる。ココと違ちがってなにもつけていないのにもかかわらず、だ。

「そんな……素手で……！」

　戸と惑まどいのアイシュワリヤー。

　ベニーはアイシュワリヤーに対して右の拳こぶしを繰くり出す。

「くぅ……！」

　アイシュワリヤーはそれを、二本の剣を交差させた中心で受け止める。

　ガチン！　と、やはり素手が相手とは思えない音が鳴り響く。

「仕方ない！」

　アイシュワリヤーは切り札を使うことにした。

　まず、柄えの部分で二本の剣を組み合わせる。中央から両側に刃が伸びる「双そう刃じん刀とう」だ。さらにアイシュワリヤーは動力鎧の生体蒸気回路につながったチェーンを伸ばし、それを双刃刀の中心に接続する。

　動力を得た双刃刀は、アイシュワリヤーの手元で高速回転を始めた。

　台風の日に風車を回すような、凄すさまじい勢い。

　アイシュワリヤーは回転する双刃刀を器用に振ふるった。

「む……！」

　奇き妙みような武器を相手に、ベニーも微かすかにひるんだ。

　数歩後退するベニー。

　追いかけるアイシュワリヤー。

　双刃刀の回転に巻き込まれて、酒場のテーブルが粉々に砕ける。

　ドン、とベニーの背中が酒の棚たなにぶつかった。

「逃にげ場はないぞ！」

　アイシュワリヤーは双刃刀を水平に振り抜ぬく。

　ベニーはとっさに身を低くしてかわした。

　狙ねらいを外した双刃刀が、棚に並んだ酒瓶びんを一気に数十本も破は壊かいする。中身の液体と瓶の破片が飛び散る。

「ふっ！」

　ベニーは素早い裏拳を放った。

　手が双刃刀に触れて、今度はベニーが完全に打ち負けた。

　ばっと血が噴ふいて、慌あわてて手を引っ込める。

　切り傷は浅い──が、自じ慢まんの硬気功が完かん璧ぺきではなかったのが悔くやしい。

　ベニーは前の足で蹴けった。

　足の裏ではんこを押すように。

　蹴りが炸さく裂れつして、アイシュワリヤーの体が宙に浮ういた。そのまま数メートル後ろに飛ぶ。

「──ハッ──！」

　ベニーは、腰こしを沈しずめて下腹部に力をこめた。

「失われた武術」では、発勁という特殊な力の使い方をする。全身の生体蒸気を集約して勁力に変へん換かんし、それを爆ばく発はつ的てきに放つ──。極きわめれば、全身が鋼鉄の拳となる。久しぶりだったので、ベニーの発勁はずいぶん鈍にぶくなっていた。急いで呼吸を整えて、勁力を高める。

　生体蒸気を勁に変換する「換かん勁けい」──そして、交換された勁力を集中する「整勁」。

　ちゃんとした手順を踏ふんで、ベニーの勁力が強まった。

「よし」

　改めて、高速回転する双刃刀に挑いどむベニー。

　動きが速すぎてほとんど円えん盤ばんに見える刃と、ベニーの硬気功──鉄てつ砂さ掌しよう──がぶつかる。

「──ッ！」

　今度は、ベニーの拳が勝った。

　ベニーは拳とてのひらで双刃刀を挟はさみ込んで、その回転を止める。

「くうっ……！」

　アイシュワリヤーが押し込むが、びくともしない。

　やがて、双刃刀に仕込まれているチェーンとギアが焦こげくさい悲鳴をあげ始めた。

　ベニーは挟んだ双刃刀を押し下げていき、邪じや魔まにならなくなったところで上段蹴りを繰り出した。これがまともにヒットして、アイシュワリヤーがつけた動力鎧の頭部パーツがあらかた壊こわれて落ちていく。

「うあっ！」

　アイシュワリヤーは双刃刀を取り落とした。

「お前に構ってる場合じゃない」

　ベニーは立ったままアイシュワリヤーの肘ひじ関かん節せつを極きめた。

「つ、あッ……！」

　さらにベニーはアイシュワリヤーの首をつかんで、投げる。

　投げて倒たおしたアイシュワリヤーの後頭部に、とどめの手刀。

　彼女は完全に気絶した。
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「次はお前だ……！」

　間を置かず、ベニーは次の敵に向かう。

　ラウドミア。

　ベニーがギラついた目でラウドミアを睨にらみつけ、近づきながらまっすぐ指さした。

　彼女を守るために、親衛隊の動力鎧騎士ふたりがホバー移動でベニーの前に立ちふさがった。

　そして、馬上槍やりの突とつ撃げき。

　荒あら々あらしいホバーの咆ほう哮こう。

　ラウドミアもタイミングを合わせたので、三人同時だ。

「アイシュワリヤーを倒したくらいでいい気になるなよ！」

　ラウドミアが裂れつ帛ぱくの気合とともに吠ほえた。

　超ちよう高速で突ついてくる馬上槍が三本。

　ベニーの腕うでは二本。

　さらに強力に発勁し──

　ベニーは一番近くの馬上槍を、掌しよう底てい打だで叩たたいた。

　その衝しよう撃げきで槍の方向が変わって、親衛隊の動力鎧騎士は味方に突っ込んでしまう。

「──ッ！」

　馬上槍同士がぶつかって、動きが止まった。

　ベニーは親衛隊の体を踏み台にして、もうひとりの親衛隊に向かって飛び蹴りを繰り出す。

　手の他に、ベニーは足も金属のように鍛きたえられていた。

　飛び蹴りが、親衛隊の胸部に炸裂。

　動力鎧の胴どう体たいパーツが一発で割れる。

　そこは動力鎧で一番分厚い装そう甲こうだったのだが、本気のベニーの蹴りなら関係ない。

　着地すると同時に、ベニーはくるりと回転。後ろ回し蹴り。

　最後の親衛隊の頭部を打ち抜いて、吹ふき飛ばす。




「なんなんだよッ！」

　ラウドミアはホバーで飛び上がり、ひらりと身を翻ひるがえし、上空から馬上槍を突く。

「なんなんだお前は！　いきなり！　そんな強いとか！」

「うるせえな」

　ベニーはフットワークで馬上槍をかわした。

「その口、針と糸で縫ぬい合わせてやろうか！」

　ラウドミアの槍が、床ゆかを割って深々と突き刺ささる。

　隙すきができた、とベニーは思った。

　刺さった槍を抜くだけで、一手間だ。

「いただきだ……！」

　ベニーはラウドミアの側面に回りこんで中段蹴りを打つ。

　ところが──

「甘い！」

　ラウドミアの馬上槍は三段伸しん縮しゆく式だった。

　槍が機械仕じ掛かけで縮んで、振り回しやすい長さになった。ラウドミアは短くなった槍を手元で半回転させて、ベニーの蹴りを受ける。

　これにはベニーも素す直なおに「やるな」と驚おどろいた。王位継承順位を持つような高貴な身分の少女なら、たしなみとして武芸を学ぶ。身分が高ければ高いほど、武芸にかける時間を増やせるしいい教師がつく。しかし、どうしてもハングリー精神に欠けるため、「一線を越こえた」領域に踏み込む者はまれだ。

　ラウドミアは、一線を越えた領域に半歩以上踏み込んでいた。

　ルアナにかなり近いレベルだ。

　──なるほど、これほどの腕うで前まえなら「第三王女」の立場では満足できなくなるのもわからないではない。

　マリカ、カナタ、イアンの三人は、アイシュワリヤーが指揮していた傭よう兵へい騎き士したちと戦っている。アイシュワリヤーは倒されたが、傭兵騎士たちはラウドミアを頼たよりにしていた。すぐにマリカたちが残敵を掃そう討とうするだろうが、それまではベニーが負傷したルアナをかばってラウドミアと戦う。




「とてもいい槍でしょう……！」

　ラウドミアはベニーに馬上槍を向けた。

　彼女自身が突く動きに加えて、槍そのものが高速で伸縮して攻こう撃げき回数を増やす。

　ベニーは、防戦一方になった。

　馬上槍の突きを掌底打で弾はじくのがやっとだ。

　守りの時間が続いたらまずいな、とベニーが思った次の瞬しゆん間かん、ラウドミアが蹴ってきた。美しいフォームの上段回し蹴りだ。機械仕掛けの槍にすっかり気を取られていたので、ベニーはかわせなかった。

　打撃音のあと、ベニーの体が横ざまに吹き飛んだ。

「かッ！」

　ベニーは窓ガラスをぶち破って屋外に転がり出てしまった。硬こう気き功こうのおかげでガラスの破片が皮ひ膚ふにささったりはしなかった。

「くそ……」

　ベニーはすぐさま立ち上がって、宿に戻もどろうとしたが、なにか嫌いやな感じがした。

　危険が迫せまっている悪お寒かんに、思わず一歩飛び退のく。

　すると、ラウドミアの馬上槍が宿の壁かべを突き破って襲おそいかかってきた。

「！」

　そこそこ厚めの石の壁だったが、ラウドミアの鋭するどい突きの前にはプリンも同然だった。

　ついさっきまでベニーが立っていたところを、壁越しに槍が通過する。

　負けじと、ベニーは殴なぐり返した。

　こちらも壁越しだ。

　ベニーの拳こぶしも石の壁を粉々にして貫かん通つうする。

　石の破片をラウドミアに当てるつもりだったが、これは避よけられてしまった。

　ラウドミアは再び壁を貫通して突く。

　ベニーも壁ごと殴り返す。

　ドコドコと重い音が鳴り響ひびく。

　たちまち壁一面に蜂はちの巣状の大穴があいた。

　細かい破片が吹雪ふぶきのように舞まい散る。

「……！」

　ベニーとラウドミアの攻防が激しすぎて、結局──

　あいだにあった壁が完全に崩くずれ落ちた。

「あなたは、私の部下にしたいくらいね……！」

「俺はもうルアナ様に忠誠を誓ちかった身でな」

　ベニーは挑ちよう発はつ的に言った。

「それに、あんたに仕えるくらいなら、引退して田舎いなかでザリガニ釣つりの商売を始める」

「ザリ……ガニ？」

「可愛かわいいし、食べてもいいし」

　ベニーは、動力鎧はつけていない。軽い革かわの鎧よろいを愛用している。そして背中には、常に短い槍やりとクロスボウを隠かくし持っている。クロスボウは弓の一種で、引き金を持ち、バネの力を使って矢を撃うちだす。──このあたりの武器はあまりに使わないので、持っていることをベニー本人も忘れることが多いくらいだから、敵も気づかない。

　まず、短い槍を手にとって、投げる。

　手品じみた早はや業わざだった。

「──ッ!?」

　ラウドミアは驚くが、それでも冷静に馬上槍で飛んできた攻撃を打ち落とす。

　今の投槍は、時間稼かせぎだ。

　ベニーはわずかな時間でコンパクトなクロスボウを構えて、引き金を絞しぼった。

　普ふ通つうに撃っても、クロスボウの矢くらいで動力鎧の装甲を貫つらぬくことはできない。だからベニーは、ピンポイントでチューブを狙ねらった。

　生体蒸気回路と動力鎧をつなぐチューブだ。

　その太さはほんの数センチだったが──

「──なッ！」

　ベニーは狙いを外さなかった。

　ぶつん！　と音がして勢いよく生体蒸気の煙けむりが噴ふき出す。

　脚きやく部ぶへ動力を提供するチューブがクロスボウの矢によって切断され、ラウドミアのホバー機能が停止する。

「こんな……！」

　ラウドミアは露ろ骨こつに焦あせりを見せた。大おお幅はばな機動力低下だ。

　ベニーはナイフを抜ぬいて、左の逆手持ちに構えた。

　一気に間合いを詰つめて、白はく刃じんを閃ひらめかす。

　動力鎧の装甲ではなく、徹てつ底てい的てきに各関節部のチューブを狙っていく。

　鉄てつ砂さ掌しようでラウドミアの馬上槍を押さえつけて、ナイフで肘ひじ関かん節せつのチューブを切断。

　ラウドミアは慌あわてて馬上槍を捨てて、格かく闘とうで対たい抗こうしようとした。間合いをとるために前蹴げりを放つ。

　ベニーは冷静にラウドミアの蹴りをキャッチして、膝しつ関かん節せつのチューブを切断。

　そこから流れるように無む駄だのない動きで、腰こし、太ふと腿ももと連続で切っていく。

「う、あああ……！」

　こうなっては、動力鎧もただのオモリだ。

　とどめだ、とベニーはラウドミアの胸部に掌底打を叩きつけた。

「！　ぷはッ──！」

　衝撃で、ラウドミアは吐はきそうになった。嘔おう吐とはなんとかこらえたものの、よだれと鼻水がこぼれるのはどうにもならなかった。

　動力鎧の装甲が砕くだけ散る。一気にラウドミアの胸が露出した。下着に包まれた形のいい胸が激しく揺ゆれる。

「いやあああっ……！」

　ラウドミアは自分の胸を手で隠して、その場にうずくまった。




「このまま、ルアナ様を傷つけた罪をその命で……！」

　ベニーは、指をそろえて貫ぬき手ての形を作った。この拳の硬かたさで貫手を突けば、ほぼ確実にラウドミアの心臓を貫通する。

　しかし──

「どうか、御ご慈じ悲ひを……！」

　レティシアがいきなり割り込んできた。

「どけッ！」

「どきません！」

「言わなくても知ってると思うが」と、ベニーはラウドミアを指さし、

「そいつは、あんたの命を狙った張本人だ」

「それでも、私の妹です……！」

　レティシアはなんの迷いもない瞳ひとみで言い切った。

「……！」ラウドミアの目が丸くなる。

「あんたは、優やさしいな」と、冷たくベニー。

　レティシアは微笑ほほえみ、

「あなたも、優しいと思います」

「俺がか？」

　ベニーは、突とつ然ぜんレティシアの襟えり首くびをつかんで持ち上げた。

「えっ……！」

「キサマ、レティシア様に……！」

　と、ココが慌ててベニーに詰め寄る。

　女主人を守るためにナックルダスターを振ふりかぶる。が──

「ちょっと静かにしてろ」

　ベニーが壮そう絶ぜつな殺気をこめて睨にらみつけたので、ココは動けなくなった。怖こわかった、というだけではない。レティシアを人ひと質じちにとられたように感じたのだ。

「優しいだけじゃな」

　と、ベニーはレティシアに顔を近づけて言う。

「誰だれかに食われて終わるぞ」

　ここで、ベニーは手を離はなした。

　レティシアはすとん、と落ちて尻しり餅もちをつく。

「は……はい」

　レティシアの頰ほおが、なぜか少し赤くなっていた。

「……やりすぎるなよ、ベニー」

　と、ルアナが立ち上がった。

「ルアナ様……！　おケガは？」

「お前とラウドミアの間に割り込む前に、レティシアが生体蒸気で治ち療りようしてくれたわ」と、ルアナは肩かたを回してみせた。たしかに、血は止まっているし傷きず痕あとも目立たない。少し時間がたてば完全に元通りになるだろう。

　ルアナはラウドミアに値ね踏ぶみするような視線を送る。

「そやつも姫ひめ騎き士しには違ちがいない。これくしょんしてやろう」

　いつも通りのルアナに、ベニーは安心して顔をほころばせた。

「……御ぎよ意いに！」







　　　第九章










　　　　１




　ザコどもに用はない。

　ラウドミアやアイシュワリヤーの部下は警察に任せて、ルアナたちはとらえた獲え物ものとともに列車で帝てい都とオールドブラーに帰き還かんする。




　──ヘイスティングス家の大邸てい宅たく。

　鍵かぎ付きの、分厚い鋼鉄の扉とびらをくぐり抜けた先の地下一階。

　石の地じ肌はだがむき出しの、冷たい雰ふん囲い気きの広い部屋──姫騎士拷ごう問もん室。

　天てん井じようには鎖くさりを吊つるすための滑かつ車しやがあり、捕ほ虜りよを監かん禁きんするための檻おりがあり、捕虜を大の字に固定するための拘こう束そく台があった。

　拘束台の隣となりの棚たなには、さまざまな拷問具がみっしりと詰まっている。

　ここに、四人の少女が並べられていた。

　四つの拘束台に、それぞれひとりずつ。

　四人のうちの、ふたりは姫騎士──レティシアとラウドミアだ。

　そして、ココとアイシュワリヤー。

「私は、別にレティシアを助けたわけではない……」

　ルアナは腕うでを組み、傲ごう然ぜんたる態度で捕虜たちを見下ろしている。

「獅し子しがウサギをくわえたとしよう。それを、ハゲタカに横から奪うばわれそうになった。だからハゲタカを追っ払ぱらった……それだけの話でな。私は慈じ善ぜん活動をしているわけではないし、もちろん善人でもない。やりたいことをやりたいようにやる、『祖魔の姫騎士』なのである」

「恩知らずめ！」ココが叫さけんだ。暴れているが、拘束台はびくともしない。

「にゃにい？」

「レティシア様に傷を治してもらっただろ！　傷痕もまったく残ってない！」

「そっちの姉妹喧げん嘩かに巻き込まれたのに、ケガくらい治してもらっても感謝なんかしない」

　べー、とルアナはココに向かって舌を出す。

「くそっ！」

「大だい丈じよう夫ぶです……ルアナ様はとてもいいひとですから」

　拘束されてもレティシアは微笑んでいて、いつも通りだった。

「ほーう、余よ裕ゆうだなレティシアよ」

　ルアナは、レティシアの頰を平手でペシペシと叩たたいた。

「何度も言わせるな。私は、お前が思っているような人間ではない。お前たちにどんなひどいこともできる。冷れい酷こく非情の極ごく悪あく人にんよ」

「本当の悪人はそんなこと言いません」

「ようし、じゃあ待っていろ。たっぷりと体に思い知らせる」

「あの……」

　アイシュワリヤーがおずおずと申し出る。

「私、お金で雇やとわれただけなんで……帰ってもよろしいでしょうか？」

「こらー！　ずるいぞ！」ラウドミアが怒おこる。「ひとりだけ助かろうとするな！」

「だって、私はお金さえ積まれればルアナ様の下でだって働くタイプです」

「私は、そういうのは好かん」と、ルアナはバッサリ切り捨てた。

「あうっ！　もしかして墓ぼ穴けつを掘ほった？」

「もしかしなくても、そうなのである」




　ルアナの趣しゆ味みで、捕虜の少女たちはみな卑ひ猥わいな衣い装しように着き替がえさせられていた。

　レティシアはメイド服だった。

　ただし、スカートが短すぎて、ルアナに強要されたセクシーな黒くろ革かわの下着が常に露ろ出しゆつしている。ヘイスティングス家のメイドたちは全員露出度の高い特とく殊しゆ制服を着ているが、そのパターンのひとつだった。さすがのレティシアも、恥はずかしそうにもじもじと身をよじる。

　その妹、ラウドミアにはチャイナドレス。

　チャイナ──古代の大国らしいが、今はその文化の一部しか残っていない。

　その由来はさておき、チャイナドレスはこの大陸でも人気がある衣装だ。これもレティシアのメイド服と同じで、丈たけが異常に短い。下着は見えるし、布地も体に密着しすぎている。

「くっ……！」

　屈くつ辱じよく的な格好に、ラウドミアは悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

　アイシュワリヤーは肌が褐かつ色しよくなので、ルアナが「それなら白いバニースーツが似合う！」と言って選んだ。

　ココは猫ねこ耳みみ、猫尻尾しつぽ。服は胸むな元もとが大きくはだけた赤いキャットスーツ。

　もともと男っぽいところがある彼女は、セクシーな格好をすることに免めん疫えきがまったくなく、泣きそうな顔で耳たぶまで真っ赤にしていた。

　そして、四人の首には「敗者のチョーカー」。




　地下室には他に、ベニーとイアンもいた。このふたりは、姫騎士をいたぶることに正直あまり乗り気ではない。部屋の隅すみっこで、お茶を飲みながら「早く終わってくれないかな……」と語り合っている。

「おおーう！　皆みな様さまおそろいですね！」

　地下室にカナタもやってきた。

「これから姫騎士をいたぶるんだよね！　もうさいっこう！　うへへ、ウェヒヒヒ……あ、よだれが……」

「変態がきたな」と、ルアナ。

「どこから切り取ってやるんですか!?」カナタは笑顔で訊たずねた。「このラウドミアってのはかなりの不届き者なので、肘ひじの骨と膝ひざの皿を大きめのやっとこで潰つぶし折っておくくらいはオッケーですよね！」

「ひっ……！」

　ラウドミアの顔から血の気が引いた。

「耳と鼻を切り取りますね！　あたしならそうしてほしいと思うし！」と、カナタは鞘さやから鋭するどいナイフを抜ぬいてくるくる回す。「あ！　切る前に焼け火ひ箸ばしを用意しなきゃ。切断面を高熱で焼いて止血するから」

「うーん……」

　カナタの話を聞いているうちに、ココが意識を失った。

　それを見たルアナは失望したようにつぶやく。

「ガサツっぽい見た目のくせに、繊せん細さいなヤツだ」

　人間は、恐きよう怖ふだけで意識を失うことがたまにある。




「ラウドミアからいこう」

　ルアナが言った。

「手伝え、ベニー、イアン」

「へーい」

「アイシュワリヤーはとりあえずカナタに任せる。好きなようにやれい」

「うへへ、がってんしょうちのすけ！」

「やめてー！　他の人なら誰だれでもいいけどそのカナタって人だけはやめてくださいー！　なんだか嫌いやな予感がするので……！」

　その嫌な予感は当たってるよ、とベニーは胸のうちでつぶやいた。
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「なにを使いましょう？」

　ベニーが訊ねると、

「『リトルフィンガー・ペインくん』」

　ルアナのなかではすでに決まっていたようだった。

「ああ。了りよう解かいです」

「……なにそれ？」

　ラウドミアは涙なみだ目めで、すっかり怯おびえた子犬のようだ。

「これだよ」と、イアンが引っ張ってくる。

　肘ひじ掛かけや脚あしの部分に拘束具がついた椅い子す──リトルフィンガー・ペインくん。

　レバーを引くと脚の部分が振ふり子のように動く。

「裸足はだしにしてからこの椅子に縛しばり付ける」

　意地の悪い顔でルアナが説明する。

「ちょうど小指の進路上に、なにか硬かたいものの角があるように位置を調整する。レバーを引くと、椅子の脚が動いて小指が強制的に角に向かっていく」

　ラウドミアはほっと安あん堵どのため息をついた。

「なんだ、それくらいなら……」

「なんておそろしい……！」と、ラウドミアとは真逆の反応を見せるレティシア。

「やってみれば、リトルフィンガー・ペインくんの怖こわさがわかる」

　ルアナがパチンと指を鳴らした。

　ベニーとイアンは、拘束台からラウドミアを外し、リトルフィンガー・ペインくんにセットする。

　レバーを引いたら、石の柱の角をかすめるように位置を調整。

「ほらっ、さっさとやりなさいよ！」

　ラウドミアが強気になった。

「国際問題になったら、謝るのはそっちのほうなんだから！　すぐに私を解放しないといけなくなる！」

「そんなわけないだろう」

　と、横からイアン。

「ちょっと調べてみたんだが、あんたは別べつ荘そうからいきなり消えたことになってる。まさか帝てい国こくの領内でルアナ様につかまったなんて誰も考えてない」

「う……！」

「レティシアも同じでね」

　イアンが続ける。

「ノーマンズランドで護衛がすべて何者かに意識を奪われた状態で発見された。状じよう況きようを考こう慮りよすると、レティシアの生存は絶望的……ってのがサヴァナローラ家の見解。この屋や敷しきから情報漏ろうえいしない限り、国際問題にはならない」

「そういうことなのである」

　ルアナが、リトルフィンガー・ペインくんのレバーを握にぎって邪じや悪あくに笑う。

「とにかく、今は自分の小指の心配をするといい」

「だから、こんなものちっとも怖く……」

「そうかな？」

　ルアナがくいっとレバーに力をこめた。

　ラウドミアの足が、勝手に動く。

「あっ！」

　角に小指がぶつかる直前に、ルアナはレバーを止めた。

「自分の足が他人に動かされるというのは、思ったよりも怖いであろう……？」

「う……！」

　ルアナの言った通り、ラウドミアの顔から余裕が消えていた。

「ほれっ、ほれっ！」

　ルアナがふざけてレバーを前後させる。

　小指が角にぶつかりそうで、ぶつからない。

「もうやめてください！　ルアナ様！」

　レティシアが悲鳴をあげた。

「ラウドミアはもうすっかり怯えきっています！　これ以上いたぶる必要なんて……！」

「やめてもいいぞ」

　ルアナが言った。

「え──？」

　レティシア、そしてラウドミアも目を白黒させる。

　ルアナはにんまりと可愛かわいい八や重え歯ばを見せて、

「そのかわり、レティシア。お前がラウドミアをいたぶるのだ」
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「なっ……！」

　これには、レティシアも驚おどろきを隠かくせなかった。

「レティシア、お前ができんと言うなら私がこのまま続ける。まずは、爪つめがはがれるまで小指を柱の角にぶつける」

「わ、わかりました……！」

　レティシアは、もう微び笑しようしていなかった。切羽詰つまっていた。

「第一王女が毒を盛られているらしいの」

　と、ルアナが蠱こ惑わく的に身をくねらせる。

「……！」

　レティシアの目が丸くなった。

「いたぶって、毒の種類を聞き出せ。特定できれば、治ち療りよう法もわかる」

「それは……たしかに……」

「そもそも」

　言いながら、ルアナはラウドミアを指さし、

「第三王女がこんなになってしまったのは、みなで甘やかしたからであろう。甘やかされているのに、王位継けい承しよう権はない……それでは歪ゆがんでしまうのも仕方ない」

　ルアナが指を鳴らす。

　ベニーは、レティシアの拘こう束そくを解いた。

　拘束がなくとも、この部屋にはベニーの他にイアンやカナタもいる。上にはマリカや元姫ひめ騎き士しメイドたちが待機している。どんな抵てい抗こうも無意味なのは明らかだ。

　イアンは、ラウドミアの拘束を調整した。ラウドミアの体をひっくり返し、足が開いたままになるよう膝に棒を結びつけ、ひざまずいておしりを上げた体勢を強要する。

「う……！」

　超ちようミニのチャイナドレスから、ラウドミアの肉がこぼれていた。白く輝かがやく水すい蜜みつ桃とうのようなおしりに、扇せん情じよう的な下着。

　ラウドミアの不安を反映して、そのおしりが小刻みに震ふるえている。誘さそっているようにしか見えなかった。

「これを使え」

　ルアナは、棚たなから拷ごう問もん具のひとつを取り出してレティシアに手て渡わたした。

　スパンキング──おしりを叩たたく──用のラケットだった。柄えのついた楕だ円えん形のラケットが、牛革と天然ゴムで補強されている。

　レティシアは、渡されたラケットを見つめる。珍めずらしい動物でも見るような目だった。

「ラウドミア……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくレティシア。

「レティシア……！」悔くやしげに歯ぎしりするラウドミア。

「[image: しか]しかってやれ。姉らしく」と、ルアナ。「優しくするだけが家族ではないぞ」

「！　ラウドミア……！」

「優やさしすぎれば、どれも毒だ」

「ああ……！」

　ルアナの言葉が引き金になって、とうとうレティシアはスパンキング・ラケットを振るった。
















「あなたのせいで、たくさんの人に迷めい惑わくがかかりましたよ……！」

　パシン！　と、乾かわいた打だ撃げき音が響ひびく。

「あひっ……！」

　未知の痛みに、ラウドミアが舌を伸のばしてあえいだ。

「ご、ごめんなさい……」

　反射的に、レティシアは頭を下げてしまう。

「謝るな」鋭するどくルアナが言う。「ほら、情報を聞き出せ」

「ラウドミア……アーシア姉様に盛った毒の話を……」

「そんなの……知らない……」

　ハアハアと荒あらい息をつきながら、それでもラウドミアは強がった。

「また、この子は……」

「生ぬるい！　もっと強く叩け！」

　ルアナは背後からレティシアの手をつかんで、より乱暴にラケットを使わせた。

「──ッ！」

「ラウドミアは悪い子だ……お前がいい子にしてやるのだ」

「ああ……ラウドミア……！」

　途と中ちゆうからは、ルアナの助けも必要なくなった。

　レティシアの怒いかりが、徐じよ々じよに解放されていったのだ。

「悪い子！　アーシア姉様に毒を！　さらに私の命も狙ねらって……！」

　スパンキング・ラケットを強く、立て続けに振るう。リズミカルに打撃音が鳴る。

「はひっ……！　あう、あッ！」

　ラウドミアの色っぽい悲鳴。

「言いなさい！」




　──ラウドミアは、家族に一度も[image: しか]られたことがなかった。

　再さい婚こんの王おう妃ひはラウドミアを溺でき愛あいしていたし、周囲の人間はそのことを知っているから気をつかっていた。

　そのことが、彼女の疎そ外がい感につながるとも知らずに。

　こうしてレティシアは、ラウドミアに対して本気でぶつかっていった最初の家族になった。

「当然、ルアナ様はすべて計算ずくなんだよな……」

　と、イアンが小声でベニーに話しかける。

「姫騎士を自分のモノにすることに関しては本当に凄すご腕うでだからな。計算ずくだよ」




「言います……」

　とうとう、ラウドミアは毒の種類を吐はいた。

　生体蒸気の治ち癒ゆを妨さまたげる錬れん金きん術じゆつの毒薬だったが、名前さえわかれば治療法がある。

「安心せい」と、ルアナ。「お前たちが私に忠誠を誓ちかえば、毒のことはすぐにサヴァナローラ家に伝でん書しよ鳩ばとで知らせる」

「あ……ありがとうございます……」

　レティシアは、心ここにあらず、といった調子で礼を言った。スパンキングに興奮して、レティシアの頰ほおも紅潮していた。

「さて……！」

　ルアナは冷たい目で笑う。

「情報を吐いたところで、ラウドミアはもう用済みかの？」

　レティシアがハッとして「そんな！」と声をあげた。

「処しよ刑けいする前に、もっとおしりを叩こうかの」

「ひっ……！」ラウドミアがとうとう涙なみだをこぼした。「やめてぇ……皮ひ膚ふが裂さけそう……！」

「ルアナ様……！」

　レティシアが進み出る。

「ラウドミアではなく、私をいたぶってください……！」

「ほーう？」

「ルアナ様の手しゆ腕わんに感服しました。あなたに忠誠を誓います……！」

「よかろう。四つん這ばいになって、こっちにおしりを突つき出せ」

「……はい」

　レティシアは、言われた通りにした。

　卑ひ猥わいなメイド衣い装しようで両りよう膝ひざを床ゆかについて、おしりをルアナに捧ささげるように持ち上げる。

「いくぞ」

　今度は、ルアナがラケットを使った。

　激しく、手首のスナップをきかせて。

「あ、ひ……くぅっ！」

　レティシアの美び貌ぼうが、苦く悶もんに歪んだ。

「レティシア……！」

　ラウドミアが低くうめく。

　レティシアを打ちつつ、

「ラウドミアよ。お前が一言謝れば、レティシアをいたぶるのをやめてやろう」

　ルアナが言った。

「私にではないぞ。レティシアに今までのことを謝るのだ」

「ラウドミア……！」

「レティシア……姉様……！」

　いたぶられるレティシアと、拘束されたラウドミアの目が合った。

　レティシアのおしりはたちまち真っ赤に腫はれあがる。

「……！」

　ラウドミアの口がモゴモゴと動いた。

「あー？　聞こえんな」

　ルアナは自分の耳に手を当てて、大げさにジェスチャーを行った。

「ごめ……」

　ラウドミアが絞しぼりだすように言う。

「もっと大きく！」と、ルアナ。




「……ごめんなさい……！」




　涙でしわくちゃになったラウドミアの顔。

　口先だけではない、心の底からの謝罪の言葉。これにはレティシアも感極きわまって、大おお粒つぶの涙をいくつもポロポロとこぼした。

「よし！」

　ルアナはスパンキングをやめた。

　ラウドミアの拘束を解き、レティシアと一いつ緒しよに抱だき寄せる。

「……姉妹しまいはそうでなくてはな」

　散々いたぶったあとに、優しく包み込む。ルアナのやり口だ。

「レティシア、そしてラウドミア。お前たちはただすれ違ちがっていただけなのである。ラウドミアは悪い子ではない。少しいじけていただけだ……」

「ああ、ルアナ様……！」

　今まで脅おどされていたことも忘れて、レティシアとラウドミアは感激した目になっていた。

「おちたね」と、イアン。

「だな」ベニーはうなずく。

　相手の一番弱いところを的確についていく。

　過か剰じような暴力は必要ない。

　これでレティシアもラウドミアも、ルアナのものだ。
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　ちなみに、ラウドミアとレティシアが籠ろう絡らくされている間、カナタはずっとアイシュワリヤーをいたぶっていた。

　すでに彼女から引き出したい情報はなにもない。ルアナはアイシュワリヤーに特に興味がないので、これは完全に「カナタの趣しゆ味み」ということになる。

「あたしはいたぶられるのが好きなんだ」と、カナタ。

「そ、そうですか……」

「いたぶられるのと、いたぶるのは紙かみ一ひと重え……その両方に精通してこそ一人前……あなたも女傭よう兵へいならわかるよねっ！」

「『よねっ！』ってそんな笑え顔がおで言われても……わからないですよ！　っていうか、わかりたくないです！」

「じゃあ体で教えるしかないじゃない！」

「『しかない』ってことはないですよ！　たぶん！」

　落ち着いて見れば、アイシュワリヤーもかなりの美少女だった。褐かつ色しよくの肌はだに白いバニースーツという、ルアナのフェティッシュなセンスが実に効果を発揮している。

「ルアナ様がステキな道具をたくさん持ってるんだけど……あたしでも使い方わからないやつはやばいよね。使い慣れない道具だと、ついうっかりやりすぎちゃうかも」

「やめてえー、地下室での『ついうっかり』は命に関かかわるからやめてえー」

「とりあえず三角木馬からいってみよー。じゃっじゃじゃーん」

「三角木馬って『とりあえず』いくにはかなりの大物じゃないですか!?」

「んー……まあ、あたしもこういうの久しぶりだし。適当に」

「適当にやらないで！　もっと丁てい寧ねいにいたぶって……！」

「『丁寧にいたぶって』って……なんだ、あなたかなりの好きもの？　そういうのされると嬉うれしくてたまらないタイプ？」

「いや……そういう意味じゃないんで……！」

「ハアハア……バニーガールを三角木馬に乗せるとしっぽ付きのおしりが強調されてすごくいいよね……。後ろ手に拘こう束そくしておいてさ、膝のところを縄なわで結んで、そこにおもりをぶら下げて痛みを調節したりするんだ……。痛いだけじゃかわいそうだから、適度に気持ちよくなるようにバランスはとるから安心して！」

「安心できるかぁー！」







　　　エピローグ







　──ルアナは、本当は自分が征せい服ふくされたいのではないか？

　ベニーは、そんな風に感じたことがある。

　あそこまで他人のコンプレックスに敏びん感かんなのは、自分自身のコンプレックスがとても強いからではないのか。姫ひめ騎き士しをこれくしょんしながら、逆に自分を屈くつ服ぷくさせるほどの姫騎士を探しているのではないか──と。

　──なぜそんなことを？

　きっと、最強の姫騎士だった母親のことが影えい響きようしているはずだ。

「なにを考えておる、ベニー」

　邸てい宅たく三階のベランダに、ルアナもやってきた。

「地下にずっといたから、星が見たくなって」と、ベニー。ルアナ様のコンプレックスについて考えていました──とは言えない。

「ちょうど私もそんな気分だった！」

　ルアナが笑う。

「やっぱり、私たちは少し似ているな」

　こういうとき、ルアナは本当に屈くつ託たくなく笑う。たまに悪あく魔まのようで、実は天使でもある。

　夜風に彼女の髪かみがなびく。

「姫騎士をさらにふたりゲットっすね」

「まだまだ増やすぞ、ベニー」

「増やしますか」

「これくしょんだからな」

「まあ、たしかに」

　と、ここでベニーは思い出す。

「そういえば、サヴァナローラ家に手紙を出しました。アーシアは無事に回復するでしょう」

「これで少しはあの家も風通しがよくなる」

「そうかねえ……」

「窮きゆう屈くつな家で、姉妹が争っていた。両親に問題がなければそうはならん。生体蒸気革命のおかげで多少、女の地位が向上したとはいえ、いまだに王族の娘むすめを政略結けつ婚こんの道具にしか思っていないようなやからも多い。いいかベニー。私は姫騎士たちをつまらない格式や常識から解放しているのである……！」

「物は言いようだ……」

「お前は、どこまでついてきてくれる？」

　──もちろん、どこまでも。

　心は決まっていたが、あえて口にしない。無言でも、伝わるときは伝わる。

　今はそれでじゅうぶん。




「……ところで、あのあとカナタを見かけないんですが……」

　ふと気になって、ベニーは訊たずねた。

「あいつなら、まだ地下でアイシュワリヤーと遊んでいるはずだ」

「えええ」

　もう、ルアナたちが地下室をあとにして五時間くらい経たっている。

「水を得た魚のように元気だぞ、カナタ」

「さすがにちょっと相手がかわいそうだな。様子みてきます」

「仲間を信じてやれよ」

「世の中にカナタほど信用できないやつはいねえよ！」

「うむ。優しいな、ベニーは」





──了りよう　


















　　　あとがき







　姫ひめ騎き士しって言葉が超ちよう流は行やってたんですよ。ネットやらアダルトな漫まん画がやらで。

　パソコンのエロゲーでも一ジャンルじゃないですか、姫騎士陵りよう辱じよくもの。

　いいですよね……姫騎士。

　姫騎士だけじゃない。

　女騎士、女戦士、女性格かく闘とう家か、女忍にん者じや……。そういう単語を聞くとテンションが自然と上がっちゃう。人間ってそういう生き物じゃないですか。もちろん、個人差はありますよ。「女忍者よりもくノ一のほうが萌もえる」「いや、くノ一より女忍者だ！」と言い争いになったりして。女忍者とくノ一、どちらが萌える呼び方なのか……闘とう争そうもまた人間の本質のひとつです。仕方がない。

　ちなみに、くノ一は「くノ一の術」のことで、直接女忍者のことを指すわけではない、という説もあります。中国の古い記録には「九一」なんて表記もあるとか。女忍者はフィクションではなく、武たけ田だ家には望もち月づき千ち代よ女めがいて、歩き巫み女こたちの修行場があって、そこでは絶対に百ゆ合り的なドラマがあったに違ちがいない……ええと、このまま僕の女忍者萌えの話を続けていくと長くなるので、本題に戻もどします。




　──ってなわけで。

　僕も「姫騎士がガンガン屈くつ服ぷくしていっちゃうファンタジー小説書きたいなー」とはずっと思ってたわけです。




　姫騎士が屈服したり、陵辱されたり……夢がありますよ。

　僕が昔書いた『武○クロスロード』みたいなハードコア路線も良かったんですが、今回はあくまでファンタジア文庫っぽい感じでちゃんとやっていこう！　という。郷に入りては郷に従え、ですね。

　姫騎士好きに関しては、「強い女性が敗北したときのギャップ萌えが……」みたいな説明がされることが多いんですが、そんな単純なもんでもないと思うんですよ。僕の場合、キャラクターが立ってるなら別に姫騎士が敗北しなくても楽しいわけで。姫騎士は一ひと粒つぶで二度美お味いしい。勝っても負けても味がある。

「じゃあ、姫騎士と姫騎士が戦う話にしよう！」

　という思いつきがこの物語の出発点です。

　この物語の主人公、姫騎士ルアナが進める「姫騎士これくしょん」計画──実にオリジナリティあふれる計画名です。略すときはぜひ「姫これ」にしてください。

　物語の主しゆ軸じくとなる姫騎士たちはもちろん、従騎士ベニー、オークのイアンやアサシンのカナタにも僕が個人的に盛り上がるポイントが詰つめ込んであります。特にカナタを動かすのは楽しかった。しかし、あの娘こは放っておくとすぐにやり過ぎるので、ブレーキのタイミングをはかるのが大変でした。

　作家である僕のブレーキは、いつも担当編集者さんです。

　萩はぎ原わら様、ありがとうございました。そしてイラストの中なか乃の空そら先生にも感謝。華はなやかな挿さし絵えあってこそのライトノベルです。

　そしてこの本を手にとってくださった読者の皆みな様さま。少しでも楽しんでいただければ幸いです。ではまた次の本で。
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